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本ユーティリティの操作で守らなければならない事柄や、と〈に注意をすべき点を示します。 
本ユーティリテイを操作する上で確認をしてわ〈必要がある点を示します。 

知ってわ〈と役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 


はじめに 


本書は、 RAID システム管理ユーティリティ 『 Universal RAID Utility Ver 2.0 』について説明します。 

本書で使用する用語については、「付録 A :用語一覧」を参照して〈ださい 。 「Universal RAID Utility 」 という表記は、 

『 Universal RAID Utility Ver 2.0 』を指します。 

また 、 Universal RAID Utility を使用するには、管理する RAID システムや、 RAID システムを実装する〕ンピュータのマニュアルも 
よ〈わ読み〈ださい。 

なわ、本書の内容は、オペレーティングシステムの機能や操作方法について十分に理解されている方を対象に記載してしけす。 
オペレーティングシステムに関する操作方法や不明点については、それぞれのオンラインヘルプやマニュアルを参照して〈ださい。 


本文中の記号について 


本書では、レ: I 下の3種類の記号を使用してしけす。これらの記号と意味を理解していただき、本ユーティリティを正し〈使用してく 
ださい。 


記号 説明 


庭✓画 iii 
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概要 


Universal RAID Utility の概要について説明します。 

Universal RAID Utility とは 

Universal RAID Utility は、コンピュータの RAID システムを管理するユーテイリテイです。 


Universal RAID Utility は、レ: I 下のような特徴を持ちます。 

1. さまざまな RAID システムを1つのユーティリティで管理 

これまでは、 RAID システムの管理ユーティリティは、システムごとに異なる管理ユーティリティを使用してしけした。 Universal 
RAID Utility は、1つの管理ユーティリティで複数の RAID システムを管理できます。管理できる RAID システムについては、 
本体装置や RAID システムのマニュアルなどを参照して〈ださい。 

2, スタンダードモードとアドバンストモード 

Universal RAID Utility には、スタンダー巧ードとアドバンストモードの2つの動作モードがあります。 

スタンダー巧ードは、基本的な RAID システムの管理機能を提供する動作モードです。 

アドバンストモードは、高度な RAID システムの管理機能や、；^ンテナンス機能を提供する動作モードです。 

使用者や作業内容に合わせて2つの動作モードを使い分けることにより、使い勝手が向上し、誤操作を防ぐことができます。 

3- RAID システムを簡単に構築 

Universal RAID Utility を使用すれば、 RAID システムについて豊富な知識を持っていなくても簡単に RAID システムを構築 
できます。 

Universal RAID Utility のガイドに従って選択項目を2つ選択するだけで論理ドライブを作成できる「シンプルな論理ドライブ 
作成機能」や、未使用の物理デバイスの用途を決めるだけで RAID システムを構築できる「イージーコンフィグレーシヨン」とい 
った機能を提供します。 

4- RAID システムの構築、運用、保守に必要な一般的な機能をサポート 

RAID システムの構築のための一般的な機能(論理ドライブの作成、ホットスペアの作成など)や、運用のための一般的な機 
能(ログの記録、パトロールリード、整合性チェックなど)、保守に必要な一般的な機能(リビルド、実装位置の表示機能など） 
をサポートしています。 

5- RAID システムの障害監視機能 

Universal RAID Utility は、 RAID システムで発生した障害を様々な機能で検出できます。 

RAID ビューアは、 GUI により RAID システムの構成と状態をツリーやアイコンでわかりやす〈表示します。 raidcmd により、 CLI 
でも同様の情報を表示できます。また、 RAID システムで発生した障害は専用のログだけでなく、オペレーティングシステムの口 
グへも登録し、さらに、 Express ソ J - ズ標準添付の ESMPRO/ServerManaaer ヘアラートを送信することもできます。 
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Universal RAID Utility 
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図 1 Universal RAID Utility の構成 


Universal RAID Utility の構成 

Universal RAID Utility は、じ I 下のモジュールで構成しています。 

■ raidsrv サービス 

コンピュータで常時稼動し、 RAID システムを管理するサービスです。 RAID ビューアや raidcmd からの他理要求に対して 
RAID システムの情報を提供したり、 RAID システムに対してオペレーシヨンを実行したりします。また、 RAID システムで発生す 
るイベントを管理し、 RAID ビューアへ通知したり、各種ログに登録したりします。 

■ RAID ビューア 

GUI (グラフィカルユーザインタフエース)により、 RAID システムの管理、監視を行うアプリケーシヨンです。 

RAID システムの構成や状態をグラフィカルに表示したり、〕ンフィグレーシヨンやオペレーシヨンを行うことができます。 

■ ログビューア 

GUI (グラフィカルユーザインタフエース)により、 RAID システムで発生したイベントを記録する RAID ログを参照するアブ J ケーシ 
ヨンです。 

■ raidcmd 

CLI (〕 マンドラインインタフエース)により、 RAID システムの管理、監視を行うアプリケーシヨンです。 

RAID システムの構成や状態を〕マンドラインで表示したり、コンフィグレーシヨンやオペレーシヨンを行うことができます。 



I 一…古ミミ 
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Universal RAID Utility は、動作するオペレーテイングシステムにより、使用できるモジュールが異なります。 


オペレーティングシステム 

Windows 

Linux 

VMware ESX Server 

raidsrv サービス 

ィ 

V 

ィ 

RAID ビュ-ァ 

ィ 



ログビューァ 




raidcmd 

ィ 

V 

ィ 



Universal RAID Utility Verl.4 との機能差分 

- -- 

Universal RAID Utility Ver 2.0 は、 Verl .4 から1^>1下の機能強化、機能変更を実施しました。 


1 . 管理対象ハードウ王アの追加 

• 管理対象 RAID コントローラに 「 Promise 社製 RAID コントローラ」を追加 

• SSD(Solid State Drive ) のサポ-卜 

HDD と SSD は、物理デバイスのプロパティの[デバイスタイスの項目で区別できます。詳細は、「物理デバイスのプロパ 
ティを参照する」を参照してください。 

なわ、 HDD と SSD は同じ論理ドライブに混在できません。論理ドライブを作成したり、ホットスペアを作成するときは注 
意して〈ださい。 

• HDD ( SSD を含む)]外の物理デバイスを表示 

RAID 〕ントローラに接続するテープ装置、 CD ドライブや DVD ドライブをツリービューやプロパティで参照できます。ただ 
し、 HDD ( SSD を含む)レ: I 外の物理デバイスの状態監視機能はサポートしていません。 

2, 〕ンフィグレーシヨンに関する機能強化と機能変更 

• 論理ドライブの削除可能条件を変更 

Verl .4 までは、「ブートパーティシヨンが存在する論理ドライブ」を削除できませんでした。 

Ver 2.0 は、削除できる論理ドライブの条件を変更しました。詳細は、「論理ドライブを削除する」を参照して〈ださ 
い。 

3-オペレーシヨンに関する機能強化と機能変更 
• 論理ドライブの初期化実行条件を変更 

Verl .4 までは、「ブートパーティシヨンが存在する論理ドライブ」を初期化できませんでした。 

Ver 2.0 は、初期化できない論理ドライブの条件を変更しました。詳細は、「論理ドライブを初期化する」を参照して 
ください。 

• パトロ—ルリ—ドの実行タイミングを変更 

Verl .4 までは、パ阳ールリードはつねに連続して実行していました。 

Ver 2.0 は、パトロールリードの実行タイミングを変更しました。詳細は、「物理デバイスをパトロールリードする」を参照し 
て〈ださい。 

• 実装位置表示の停止方法の変更 

Verl .4 までは、実装位置表示で点灯したランプを消灯するには、 RAID ビューアもしくは raidcmd を操作して行いま 
した。 

Ver 2.0 は、ランプを点灯後、一定時間が絕過したらランプを消灯する機能を追加しました。 

ん情報表示に関する機能強化と機能変更 

• RAID ビューアのツ J - ビューを RAID システムの構成がわかりやすいように変更 

新し〈ディスクアレイやバッデ J をノー化して表示し、全体のツリー構成を変更しました。詳細は「ツリービュー」を参照し 
てください。 

• RAID ビューアで使用するアイコンのデザインを変更 
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• RAID ビューア、 raidcmd で、論理ドライブを" LD "、 物理デバイスを" PD " という省略表記で表示 
• オペレーシヨンの状態に[実行待ち/ Queued ] と、[-時停止/ Paused ] を追加 

• RAID システムの管理情報更新機能のサポート 

Universal RAID Utility が管理する RAID システムの情報を更新する、 RAID ビューアの再スキャン、 raidcmd の 
rescan コマンドをサポートしました。 Verl .4 までの RAID ビューアの表示情報を raidsrv サービスから再取得するため 
の巧スキャン機能は削除しました。 

5- ログ/イベントの機能強化と機能変更 

詳細は、「付録 B : ロヴ1/イベントー覧」を参照して〈ださい。 

• 物理デバイスのイベントのアドレス表記の変更 

物理デバイスの製造元/製品名は別々のパラ;^-夕でしたが、1つのパラメータになりました。 

• 検出するロヴ1/イぺントの追加 

イペント ID : 0213〜0217、0321〜0324、0426〜〇がん0509、0607 

• ログ/イベントの内容変更 

イベント ID : 0319、0320、0324、0413、0422、0423、702 

6 - ユ-ザビリティの強化 

参 raidcmd のヘルプ機能追加 

詳細は、 「 help 」 を参照して〈ださい。 
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Universal RAID Utility のセットアップ 


Universal RAID Utility のインストール、アンインストールについて説明します。 

動作環境 

Universal RAID Utility は、レ: I 下の環境で動作します。 

J \- ドウエア 


本体装置 

Universal RAID Utility の管理対象 RAID システムを実装できる本体装置 

管理対象 RAID システム 

RAID システムを実装する本体装置や、 Universal RAID Utility を添付している RAID コントローラに添付のドキュ;^ン 
卜を参照して〈ださい。 

ソフトウェア （Windows) 


オペレーティングシステム 

じ I 下のオペレーティングシステムで動作します。 

Windows 2000 lil 外は、 32 bit と 64 bit どちらの環境でも動作します。 

■ Windows Server 2008 

■ Windows Server 2003 R 2 SPllit 降 

■ Windows Server 2003 SPllil 降 

■ Windows 2000 SP 4 

■ Windows Vista 

■ Windows XP Professional SP 2 lil 降 

I mO Windows Server 2008 の『 Server Core インストールオプション』を使用する場合、 RAID 

の システムの管理には raidcmd を使用します。 RAID ビューア、ログビューアは使用できません。 

Microsoft .NET Framework 

Universal RAID Utility を使用するには、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 lil 上が必要です。 

コンピュータのオペレーティングシステムがじ I 下の場合、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 をインストールしま 
す。 

■ Windows Server 2003 R 2 SPllil 降 
■ Windows Server 2003 SPllii 降 
■ Windows 2000 SP 4 
■ Windows XP Professional SP 2 lit 降 
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Microsoft .NET Framework Version 2.0 上のインストールについては、「インストールの準備 （ Windows )」 を参 
照して〈ださい。 


Microsoft Visual C ++ ライブラリのランタイムコンポーネント 

Universal RAID Utility を使用するには 、 Microsoft Visual C ++ ライブラリのランタイムコンポーネントが必要です。 

Microsoft Visual C ++ ライブラリのランタイムコンポーネントのインストールについては、「インストールの準備 
( Windows )」 を参照して〈ださい。 

ソフトウェア (Linux) 


オペレーティングシステム 

じ I 下のオペレーティングシステムで動作します (32 bit と 64 bit どちらの環境でも動作します)。 

■ Red Hat Enterprise Linux 4.5 降 

■ Red Hat Enterprise Linux 5.1 の J 華 

■ MIRACLE LINUX V 4.0 SP 2 

■ Asianux Server 3 

ソフトウェア (VMware ESX Server) 


VMware ESX Server 

iil 下の VMware ESX Server で動作します。 

■ VMware ESX Server 3.0.2 Update 1 華 

■ VMware ESX 3.5 Update 1 lit 降 

Universal RAID Utility は 、 ESX Server にインストールして使用します。仮想マシンにはインストールしなし、で〈ださい。 

その他 


システム要件 


リソース 

Windows Linux / VMware ESX Server 

ハードディスク空き容量 

50 MB 上 ^ 


(Microsoft .NET Framwork Ver 2.0 、 （標準 C ++ ライブラリなど • の必要なパッケージは 
Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリの含まない） 

ランタイ厶を含まない） 

実装メモリ 

512 MB 1^ 上 ^ 


TCP ポート 


Universal RAID Utility は、な下の2つの TCP ポートを使用します。 


Universal RAID Utility の使用する TCP ポート 


52805、52806 
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Universal RAID Utility が使用する TCP ポートを変更する場合は 、 「Universal RAID Utility が使用する TCP ポートを 
変更する」を参照してください。 

セーフモー ドとシングル ユーザモード 

Universal RAID Utility は、ネットワーク機能を使用します。そのため、ネットワーク機能が動作していない Windows 
の m 下の t - フモードでは使用できません。 

■ t ーフモード 

■ t ーフモー ドとコマンドプロンプト 

■ t ーフモー ドとネッ トワーク t ーフモード 

また、 Linux や VMware ESX Server のシングル ユー ザモードでも使用できません。シングル ユー ザモードで Universal 
RAID Utility を使用する方法については、「シングル ユー ザモードでの起動」を参照して〈ださい。 
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インストールとアンインストール 


Universal RAID Utility のインストール、アンインストル手順を説明します。 
インストール、アンインストールの種類により、作業手順が異なります。 


種類 

説明 

新規インストール 

コンピュータに Universal RAID Utility が存在しないとき 、 Universal RAID Utility を新規インストールし 
ます。 

作業手順 ( Windows ) 

1. インスト-ルの準備 （ Windows ) 

2. 新規インストール ( Windows ) 

作業手順 ( Linux ) 

1. インストールの準備 ( Linux ) 

2. 新規インスト-ル （ Linux、VMware ESX Server ) 

作業手順 (VMware ESX Server ） 

1. 新規インスト-ル （ Linux、VMware ESX Server ) 

更新インストル 

コンピュータに古いパージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、新しいパージョンの Universal 
RAID Utility をインストールします。 

作業手順 ( Windows ) 

1. 更新インストール ( Windows ) 

作業手醒 ( Linux、VMware ESX Server ) 

1. 更新インストール （ Linux、VMware ESX Server ) 

追加インストール 

コンピュータに新しい RAID コントローラを取り付け、あるいは、 RAID コントローラを取り外しするとき、 
Universal RAID U 川 ity の RAID コントローラを制御するプログラムを追加、削除します。 

作業手順 Windows ) 

1. 追加インストール ( Windows ) 

作業手順 ( Linux、VMware ESX Server ） 

1. 追加インストール （ Linux、VMware ESX Server ) 

アンインストール 

コンピュータから Universal RAID Utility を削除します。 

作業手順 Windows ) 

1. アンインストール （ Windows ) 

作業手順 ( Linux、VMware ESX Server ） 

1. アンインストール （ Linux、VMware ESX Server ) 


インストール、アンインストルには 、 Universal RAID Utility の t ットアッププログラムを使用します。 

t ットアッププログラムは 、 Universal RAID Utility のインストールイ;ジに含まれてし、ます。インストール、アンインストール作業を 
行う前に、インストールイ;^ージを用意して〈ださい。 

Windows 用の t ットアッププログラムは 「 setup.exe 」、 Linux 、 あるし、は、 VMware ESX Server 用の t ットアッププログラムは 
「 setup.sh 」 です。 

■ 、 Windows 用、 Linux 用の Universal RAID Utility のインストールイ;^-ジは、本体装置や RAID 〕ン 
|ぶ|トローラの添付品に格納されてしけす。 

VMware ESX Server 用、わよび、機能強化や機能改善を行ったより新しいパージョンが NEC 8番 
街 （ http :// nec 8 .conn ) に公開されている場合がおります。「サポート情報」の 「 PC サーパ'」で情報を入 
手して〈ださい。 
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• インストール、アンインストールは管理者権限を持つユーザで行います。管理者権限を持つユーザ 
でなければ、セットアッププログラムを実行できません。 

• Windows Server 2008の 『 Server Core インストールオプション J | を使用する場合、[ス 
夕ート]タニューが存在しません。「管理をコマンドプロンプト」で setup . exe を実行します。 

• VMware ESX Server の場合、インストールを巧う〕ンピュータで稼動する VMware ESX 
Server で alt キーと F 1 キーを同時に押して、サービス〕ンソールのログイン画面を表示し、 
管理者権限を持つユーザでログインします。 

• アンインストールの場合、 RAID ビューア、ログビューア、 raidcmd 、 イベントビューアを使用している 
ときは終了します。 


インストールの準備 （ Windows ) 


Universal RAID Utility は 、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 上を使用します。インストールする〕ンピユータ 
に Microsoft .NET Framework Version 2.0 の^上が存在しなければインストールします。 


m Windows Vis ね 、 Windows Server 2008 は、オペレーテイングシステムに .NET Framework 2.0 じ I 

I け I 上を含んでいます。オペレーテイングシステムに Windows Vista、Windows Server 2008を使用す 
る場合 、 .NET Framework をインストールする必要はあり委せん。 


手順1 [スタート]ボタン、[コントロールパネル]の順に 

クリックし、[プロヴラ厶の追加と削除]をダブルクリックします。 

手順2 ロログラムの変更と削除]をクリックし、[現在イン 

ストールされているプログラム]の一覧を表示します。[現在イ 
ンストールされているプログラム]の一覧に、じ I 下のプロヴラ厶 
が存在すれば 、 Microsoft .NET Framework のインストール 
は不要です。両方、もし〈は、どちらか一方が存在しなければ、 
存在しないノわケージをインストールします。 




現なむストルされ订巧プ□ヴラム： 广 ぞ巧ブ□ヴラムのま示 (G) 

化べ替えを》: 1 を前 

d 


0 Microsoft .NET Framework 2.0 

サイズ 

132.00 MB 


mu 

録 Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack 

サイズ 

132.00 MB 


EM 

m 

據 Microsoft Visual C++ 2005 Redistributable 

サイズ 

5.21MB 



『 Microsoft .NET Framework 2.0 J ( x 64 の場合 [Microsoft .NET Framework 2.0 ( x 64)]) 

『 Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack J ] ( x 64 の場合 『 Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 
Language Pack ( x 64) Jl ) 


^ 『 Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack ( x 64) 』は、[プログラムの変更と肖リ 

r ^ i 除]に I 重、 

『 Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack 』 

と表示されます。インストル済みパッケージが fx 64) かどうか確認するには 、『 Microsoft .NET 
Framework 2.0 日本語 Lanauaae Pack J をろリックします。[変更と削除]をクリックし、 t ットアッ 
ププログラムのダイアログを確認します。 （ X 64) の場合、ダイアログのタイトルが 

『 Microsoft .NET Framework 2.0 〇(64)日本語 Language Pack セットアップ』 

と表示されます。 

手順3 Microsoft .NET Framework Version 2.0 は、 CPU アーキテクチ W こより使用するパッケージが異なります。下表を参照し、 
必要なパッケージをタウンロードし、インストールします。 


CPU アーキテクチヤ 必要なコンポーネントと入手先 


x 86 『 Microsoft .NET Framework Version 2.0 再頒布可能パツケージ ( x 86) J1 

http ：// www . nnicrosoft . conn / downloads / details . aspx ? familvID =0856 EACB -4362-4 B 0 D -8 EDD-AA 

B 15 C 5 E 04 F 5& displavlanQ=ia 


『 Microsoft .NET Framework Version 2.0 日本語 Language Pack ( x 86) J ] 

http ：// www . nnicrosoft . conn / downloads / details . aspx ? fannilvid =39 C 8 B 63 B - F 64 B -4 B 68- A 774- B 64 

ED 0 C 32 AE 7& displavlanq=ia 
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CPU アーキテクチ^ 


必要なコンポーネントと入手先 


x 64 『 Microsoft .NET Framework Version 2.0 巧頒布可能パツケージ ( x 64) J 

http :// www . nnicrosoft . conn / downloads / details . aspx ? rannilvid = b 44 aQQQQ - acf 8-4 fal - affb -40 e 78 

d788b00&disDlaylanaHja 


『 Microsoft .NET Framework Version 2.0 日本語 Language Pack ( x 64) J | 

http :// www . nnicrosoft . conn / downloads / details . aspx ? fannilvid =92 e 0 elce -8693-4480-84 fa -7 d 85 

eef 5901681 displavlanq=ia 


また、 Universal RAID Utility は、 Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントも使用します。 
インストールするコンピュータに Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントが存在しなければイン 
ストールします。 

手順 1 [スタート]ボタン、[コントロールパネル]の順に 
クリックし、ロロヴラ厶の追加と削除]をダブルクリックします。 


手順 2 [プログラムの変更と削除]をクリックし、[現在イン 

ストールされているプログラム]の一覧を表示します。[現在イ 
ンストールされているプログラム]の一覧に、 

じ I 下のプログラムが存在すれば 、『 Microsoft Visual C ++ 

2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネント J のインストー 
ルは不要です。 存在しなければ 、 Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントをインストールします。 
『 Microsoft Visual C ++ 2005 Redistributable J ] 



現なイシストールされているプ□ヴラム： 


更巧ブ日ヴラムのまをり） 


並べをえを): 


つ 


# Microsoft .NET Framework 2.0 

# Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Langu 
Microsoft Visual C++ 2005 Redistributable 


サイズ 132 加 MB 
サイズ 132 加 MB 
サイズ 5.21MB 


手リ眞 3 『 Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリ J ] のランタイ厶コンポーネントは、下表を参照し、必要なパッケージをダウン 

ロードし、インストールします。 


CPU アーキテクチヤ 必要なコンポーネントと入手先 


X86/X64 『 Microsoft Visual C ++ 2005 SPl 再頒布可能パツケージ ( x 86) J1 


httD :// www . nmc 「 osoft . com / downloads / details . aspx ? FamilvID =2 QQbzM 9- aela -4 al 4-984 d -：389 

c 36 f 85647 & displavlanq=ia 

CPU アーキテクチ W こ関わらず、 （ x 86) を使用します。 

なわ、上記 URL の「必要システム」、けポートされているオペレーテイングシステ厶」に Windows Server 
2008の記述がありません。しかし、使用するオペレーテイングシステムが Windows Server 2008の場合 
も、本パツケージをインストールします。 


新規インストール （ Windows ) 


コンピュータに Universal RAID Utility が存在しないとき、 t ットアッププログラムは Universal RAID Utility を新規インスト 
-ルします。 

手順 1 [スタート]ボタン、[ファイル名を指定して実行]、[参照]の順にクリックします。[ファイルの参照]ダイアログボックスで、 
Universal RAID Utility のインストールイメージが格納されているフオルダへ移動して setup . exe をクリックし[開く]をクリックします。[フ 
アイル名を指定して実行]の[名前]ボックスに setup . exe と表示していることを確認し、 [ OK ] をクリックします。 
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手順 2 新規インストールを開始すると、 Universal RAID 

Utility の InstallShield Wizard が起動します。[次へ]をクリツ 
クします。 



手順3 Universal RAID Utility は、既定値ではオペ レー 
ティンヴシステ厶を起動 しているドライブの ¥P「og「am 
FilesVUniversal RAID Utility(x64 の場合は、 Program 
Files (x86)) にインストールします。インストール先フォルダを変 
更すると到よ、陵到をクリックしてインストール先フォルダを入 
力します。 

[次へ]をクリックすると、新規インストールを開始します。 


インストールホの巧折 

ファイルをインストルするフオルタ ’ を遇巧してください。 



Universal RAID Utility のインストールホ： 
C：¥Program Files¥Universal RAID Utility 


X] 

— 



を更に X.. 」 


InstallShield - 

—く戻るを) j ; みへ(が 〉I _キャンたル J 


手順4 新規インストールが完了すると、ウイザードの表示 

が右のようになります。[完了]をクリックします。 


手順5 インストールが正常に終了すると、[プログラムの変 
更と削除]に『 Universal RAID U 川 ity 』とし、うプロヴラ厶 
を登録します。 

また、システ厶で使用する RAID コントローラの種類に応じて、 

じ I 下の RAID 〕ントローラを制御するプロヴラ厶をどちらか一方、 
あるいは両方登録します。 


『LSI SAS Storage SNMP Agent (X は パージョン) 

『 WebPAMPRO Agent J] 




wO • [プログラムの変更と削除]に登録している、上記の RAID コントローラを制御するプログラムは、 

絶対にアンインストールしないで〈ださい。アンインストールすると、 Universal RAID Utility が正 
常に動作しなくなります。 

•イベントログ[システム]の[ログサイズが最大値に達したときの操作]の設定を確認して〈ださ 
し、。[必要に応じてイベントを上書きする]に設定していないと、イベントログのログサイズが最大値 
に達したとき、 Universal RAID Utility が検出したイベントを Windows のイペン阳ヴに登録 
したり、 ESMPRO/ServerManager ヘアラートを通報できな〈なります。 

にグサイズが最大値に達したときの操作]には、[必要に応じてイベントを上書きする]を設定し 
て〈ださい。 
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更新インストール ( Windows ) 


〕ンピュータに古いバージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、 t ットアッププログラムは新しし、バージョンの 
Universal RAID Utility をインストールします。更新インストールでは、古いバージョンの]下の設定、状態を新しいバージョン 
に引き継ぎます。 

• インストール先フオルタ 

• RAID ログの内容 

• Universal RAID Utility が使用する TCP ポート 

• RAID ビューア、 raidcmd 起動時の動作モード 

• オペレーティングシステムに登録する整合性チェックをスケジュール実行するタスク 
手順1 setup.exe の起動方法は、「新規インストール （ Windows )」 に記載の方法と同じです。 


手順2 更新インストールを開始すると、 Universal RAID 

Utility の InstaHShield Wizard が起動します。[次へ]をクリツ 
クします。 


手順3 更新インストールが完了すると、ウイザードの表示 

が右のようになります。[完了]をクリックします。 

インストール結果の確認方法は、「新規インストル 
(Windows )」 と同様です。 


追加インストール ( Windows ) 


コン ピュ ータに新しい RAID コントローラを取り付け、あるいは、 RAID コントローラを取り外しするとき、 Universal RAID 
Utility の RAID 〕ン阳ーラを制御するプログラムを追加、削除します。 

■: 追加インストルは、[プログラムの変更と削除]に登録している『 Universal RAID Utility 』を選 

を。択し、[変更]をクリックする方法でも開始できます。 


手順1 setup.exe の起動方法は、「新規インストール （ Windows )」 に記載の方法と同じです。 



19 




























手順 2 追加インストールを開始すると、 Universal RAID 

Utility の InstallShield Wizard が起動し、右の画面を表示し 
ます。[変更]を選択し、[次へ]をクリックします。 




プ□ヴラムを変更、または肖り除します。 


雜截だ;織臟盛緯鐵說5賤鍵蕊聽潑だ ラムをほっ て、 現 


お 


夕ま:ぞ(凹) 



現なの邸きを徹 li し、自旣巧にライブラリの風)日と刖除を巧います。 


r 肖 I 聯 ( E ) 

固 


すぺてのインストルされている機能を肖り除します。 


InstallShield - 

_<房る追）」みへの) > ] —キやンかレ」 


手順3 追加インストールが完了すると、ウイザードの表示 

が右のようになります。[完了]をクリックします。 

インストール結果の確認方法は、「新規インストル 
(Windows)」 と同様です。 



アンインストール 【 Windows ) 

コンピュータに同じバージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、 t ットアッププログラムは Universal RAID Utility 
をアンインストールします。 

■ アンインストルは、[プログラムの変更と削除]に登録している 『 Universal RAID Utility 』を選 

ち。択し、[削除]をクリックする方法でも開始で？ます。 

手順1 setup.exe の起動方法は、「新規インストール （Windows)」 に記載の方法と同じです。 


手順2 アンインストールを開始すると、 InstallShield 

Wizard が起動し、右の画面を表示します。[削除]を選択し、 
[次へ]をクリックします。 



手)頃3 右のダイアログボックスで[はい]をクリックすると、 

アンインストールを開始します。[いいえ]をクリックすると、セット 
アッププログラムを終了します。 
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手順 4 アンインストールが完了すると、ウィザードの表示が 

右のようになります。[完了]をクリックします。 

アンインストールが完了すると、ロログラムの変更と削除]にを 
録している 『 Universal RAID Utility J ] が削除されます。 

また、 RAID コントローラを制御するプログラムも一緒に削除さ 
れます。 



インストールの準備 (Linux) 


Universal RAID Utility を使用するには、じ I 下のパッケージが必要です 。 Universal RAID Utility をインストールする〕ンピ 
ュータにインストールしていなければインストールします （1386 版パッケージをインストールします)。 

■ 標準 C ++ ライブラリ： libstdc ++ 

■ GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリ： compa 卜 libstdc ++-33 

■ GCC ライブラリ ： libgcc 

■ cron : vixie-cron 

パッケージをインスト-ルする場合、レ: i 下の手順でインストールします。ここでは 、 GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリのイ 
ンストールを仿リとして試^明します。 

手順1 rpm コマンドで GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブ 

ラリがインストールされているかどうか調べます。 

GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリがすでにインストールされ 
ている場合、右のように表示します。の部分は、オペレーティン 

ヴシステ厶により異なります)。この場合、「新規インストル ( Linux . VMware ESX Server )」 に進みます。 

手順2 GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリがインスト- 
ルされていない場合、 右のようにメッ t - ジを表示します。この場 
合、レ:>1降の手順に従い 、 GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラ 
リをインストールします。 

インストールしているオペレーティングシステムのインストールディ 
スクを用意します 。 GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリを収 
録したインストールディスクを本体装置の CD - ROM / DVD-ROM 
ドライスこセットします。 

手)嗎3 インストールディスクの GCC 3.3.4 互換標準 

C ++ ライブラリが存在するディレクトリへカレントディレクトリを変更し、 rpm 〕 マンドで GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリをインストー 
ルします。 の部分は、 オペレーティングシステムにより異なります)。 

手順4 インストル結まは、 rpm コマンドで確認します。インストールが完了すると、 

compat - libstdc ++-33-3.2.3-* 

ドの部分は、オペレーティングシステムにより異なります） 

というパツケージがインストールされます。インストールに失敗すると、このパツケージが存在しません。 


新規インストール （ Linux、VMware ESX Server) 


インストールイメージの setup . sh を使用して 、 Universal RAID Utility を新規インストールします。 


— 〇 VMware ESX Server では、 Universal RAID Utility は、 ESX Server ヘインストールします。 

仮想マシンにはインスト-ルしないで〈ださい。 


> rpm -q compat-l ibstdc++-33 參 ■■■■ 2 

パッケージ compat-1 ibstdc++-33 はインストールされていませ 
ん 

> rpm -ivh compat-l ibstdc++-33 - 本 . i386. rpm ♦ ■■■■ 

Prepar ing... ############################## 

[ 100 %] 

1 ： compat-IibstdG++-33 ############################## 
[ 100 %] 

> rpm -q compat-l ibstdc++-33 隹 ■■■■ 4 
compat-Iibstdc++-33-3.2. 3-* 


> rpm -q compat-1ibstdc++-33 参 ■ ■ ■ ■ 
compat-1ibstdc++-33-3. 2. 3-* 
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手順 1 カレントディレクトリをインストールイメージを格納し 

たディレクトリに変更し、 
sh setup.sh --install 
と入力します。 

setup.sh が終了したら、インストールは完了です。 

手順2 rpm コマンドでインストール結果を確認します。 

インストールが完了すると、 

『 UniversalRaidUtility - l . xx-y J 1 (xx はマイナーパージョン、 
y はリビジョン番号） 

というパッケージがインストールされます。また、システムで使用す 
る RAID コントローラの種類に応じて、じ I 下の RAID コントローラを制御するプログラムをどちらか一方、あるいは両方登録します。 
『 storelib -2. aa -0 J 1 (aa はマイナーパージョン） 

『 WebPAMPR 0_ Agent :-3. aa . bbbb-cc J ( aa . bbbb-cc はパ-ジョン） 

インストールに失敗すると、これらのパッケージが存在しません。 


更新インストール （ Linux、VMware ESX Server) 

コンピュータに古いバージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、「新規インストール （ Linux、VMware ESX 
Server )」 と同じ手順で Universal RAID Utility をインストールすると、更新インストールを行います。更新インストールでは、 
古いパージョンのに I 下の設定、状態を新しいパージョンに引き継ぎます。 

• RAID ログの内容 

• Universal RAID Utility が使用する TCP ポート 

• raidcmd 起動時の動作モード 

• オペレーテイングシステムに登録する整合性チェックをスケジュール実行するタスク 


追加インストール （ Linux、VMware ESX Server) 


コンピュータに同じバージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、「新規インストール （ Linux、VMware ESX 
Server )」 と同じ手順で Universal RAID Utility をインストルすると、追加インストールを行います。追加インストールでは、〕 
ンピュータに新しい RAID コン阳ーラを取り付け、あるいは、 RAID コントローラを取り外しするとき、 Universal RAID Utility の 
RAID 〕 ントローラを制御するプログラムを追加、削除します。 


アンインストール （ Linux、VMware ESX Server) 


インストールイ;^-ジの setup.sh を使用して、 Universal RAID Utility をアンインストールします。 

手)嗎1 インストールイメージ中の setup.sh を実行します。 

カレントディレクトリをインストールイメージが存在するディレクトリ 
に変更し、 

sh setup.sh --uninstall 
と入力します。 

setup.sh が終了したら、アンインストールは完了です。 


手順2 rpm コマンドでアンインストール結果を確認します。 

アンインストールが完了すると、 

『 UniversalRaidUtility - l . xx-y J 1 (xx はマイナーパージョン、 
y はリビジョン番号） 

というパッケージがアンインストールされます。また、 RAID コントローラを制御するプロヴラ厶のパッケージもアンインストールされます。 


〉 cd インストールイメ ージを格納した ディレクトリ 
〉 sh setup, sh —uninstall -■■■ j_ 

> 

> rpm -q Un i versa I Ra i dUt i I i ty 

パッケージ UniversalRaidUti I ity はイ シス トールされていま 
せん 

> 

> rpm -q store lib >■■■■■■■■■■■■■■■ 2 

パッケージ storelib はインストールされ でし*- 占社ん 

> ••••* 

rpm -q WebPAMPRO_Agent 

パッケージ WebPAMPRO.Agenf はインストールされていません 


〉 cd インストールイメ ージを格納した 三 
/> sh setup, sh —install ■■■■1 
> 

> rpm -q UniversalRaidUtiIity 
Uni versaIRaidUtiIity-1. xx-y 


> rpm -q store Iib 
store Iib-2. aa-0 


> rpm -q WebPAMPRO_Agent 
WebPAMPR0_AGENT-3. aa. bbbb-cc 
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Universal RAID Utility の起動と停止 


Universal RAID Utility の各モジュールごとに起動と停止の方法を説明します。 


raidsrv サービス 

raidsrv サービスは、コンピュータを起動すると自動的に起動し、コンピュータをシャットダウンすると自動的に停止します。 
raidsrv サービスが動作していないと Universal RAID Utility は正常に動作しません。 raidsrv サービスを起動しないように設定し 
たり、 raidsrv サービスを停止しなし、で〈ださい。 

wtO ' オペレーテイングシステムが Linux 、 あるいは VMware ESX Server を使用する場合、 raidsrv サ 
-ビスが障害などにより異常終了したり、 raidsrv サービスのプロセスを強制終了したとき、二重起動 
を防ぐためのロックファイルが残るため、そのままの状態では raidsrv サービスが起動しなくなることがあ 
ります。 


このような場合は、 raidsrv サービスを再起動する前に、が下のファイルを削除します。 

/ var / lock/su bsys / raidsrv 


シングルユーザモードでの起動 


Universal RAID Utility は、ネットワーク機能を使用します。そのため、 Linux や VMware ESX Server のシングルユーザモ 
-ドでは、ネットワーク機能が動作していないので Universal RAID Utility を使用できません。シングルューザモードで 
Universal RAID Utility を使用するには、下の手順でネットワーク機能を有効にした後、 raidsrv サービスを起動します。 


手)頃 1 ネットワークサービスを起動します。 

手順 2 raidsrv サービスを起動します。 

手順3 raidsrv サービスが正常に起動したことを確認しま 

す。プロ t ス ID が表示されれば、 raidsrv サービスは正常に起 
動しています。 


> /etc/in it. d/network start >■■■■! 

> /etc/init. d/raidsrv start >■■■■2 

> /etc/init. d/raidsrv status >■■■■ 3 
raidsrv ipid 3738 3718) is running... 
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RAID ピユーア 


RAID ビユーアを開〈には、[スタート]ニユーを使用します。 

ロタート ] ボタンをクリックし、[すべてのプロヴ I ラム]、 [Universal 
RAID Utility] の順にポイントし、 [RAID ビューア]をクリックしま 
す。 


程！スタ-トアップ 
治 Internet Explorer 
Express 


out look 


口^^^^^^^ 圓 


囚 □。村 D 回' 川补グ化 迴记 


車 ストト J 


• RAID ピューアを使用するには、管理者権限を持つユーザでログオンします。管理者権限を持つユ 
-ザでなければ、 RAID ピューアを実行できません。 

• インターネットに接続していない]ンピュータで RAID ビューアを起動すると、 RAID ビューアが起動す 
るまでに数十秒〜数分の時間を要することがあります。詳細は、 「 RAID ビューア、□グビューア起 
動時のデジタル署名の確認について」を参照して〈ださい。 


• RAID ビューアは、同時に 1 つしか起動できません。 

• RAID ビューアは raidsrv サービスが動作していないと起動できません。オペレーテイングシステムを起 
動した直後は、 raidsrv サービスの起動が完了していないため RAID ビューアを起動するとエラーと 
なることがあります。このときは、しばら〈してから RAID ビューアを起動しなわして〈ださい。 


RAID ビューアを閉じるには、 RAID ビューアの[ファイル]ニューで[終了]をクリックします。 


つ了 

イルの巧巧に）可-ル( I ) 

再ス单柄(叫加 + F 己 

プ□パティ化)… 

が 了な） Alt+F4 
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ログピューァ 


ロヴ‘ビユーアを開〈には、[スタート]ニユーを使用します。 

ロタート ] ボタンをクリックし、[すべてのプロヴ I ラム]、 [Universal 
RAID Utility] の順にポイントし、[ログビューア]をクリックします。 


( gi スタ-トアップ 
会 Internet Explorer 
Express 


—1^—■ 切 Outlook 


ga □ッゎ (U 



A ストト j 


もしくは、 RAID ビユーアの [ ツール ] ニユーで [ ロヴ I ビユーア ] をクリックします。 ッールの I AJ け (H) _ 

イージーつ1/7ィヴレーシヨ Iv ( E )... 
□ヴピュ-ア (U Ctrl+L 


• ログピューアを使用するには、管理者権限を持つユーザでログオンします。管理者権限を持つユー 
ザでなければ、ログピューアを実行できません。 

• インターネットに接続していない〕ンピュータでログピューアを起動すると、□グピューアが起動するまで 
に数十砂〜数分の時間を要することがあります。詳細は、 「 RAID ビュ-ア、ログむ-ア起動時の 
デジタル署名の確認について J を参照して〈ださい。 


ログビューアは、同時に1つしか起動できません。 


ログむーアを閉じるには、ログビューアの[ファイル]ューで[終了]をクリックします。 


つ了 

イルた）■^ルプ(出 

最串斤の憎卽じを串斤 £) F 己 

プ□パティ化)… 

終了 性） Alt+F4 
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raidcmd 


raidcmd は、コンソール上で実行する〕マンドです。 

オペレーテイングシステムが Windows の場合は〕マンドプロンプト、オペレーテイングシステムが Linux、 あるいは VMware ESX 
Server を使用する場合、〕ンソールや夕ーミナルで使用します。 
raidcmd の機能については、 「raidcmd の機能」を参照して〈ださい。 


wrO' 

m 


• raidcmd を使用するには、管理者権限を持つユーザでログオンします。管理者権限を持つユーザ 
でねければ、 raidcmd を実行できません。 


• オペレーティングシステムが Windows 2000の場合 、 Universal RAID Utility を新規、ある 

し、は更新インストールした後、〕マンドプロンプトを開きなわしてから raidcmd を使用して〈ださい。 
インストル前から開いてしぶ〕マンドプロンプトでは、パスが見つからなしがめ raidcmd を起動で 
きません。 


参オペレーテイングシステムが Linux 、 あるいは 、 VMware ESX Server の場合、 raidcmd のプロ 
セスの中断などにより二重起動を防止するためのロックファイルが残ってしまうことがあります。ロックフ 
ァイルが存在するときに raidcmd を起動すると 

raidcmd :< RU 4009 > The raidcmd command is already running . 

とし巧火ッセージを表示します。 raidcmd を二重起動していないときにこのメッセージが表示される 
場合、]^1下のファィルを削除して〈ださぃ。 

/ var / lock / subsys/raidcmd 


オペレーテイングシステムが Windows Server 2008、 Windows Vista の場合、「管理者：コマンドプロンプト」を使用して〈ださい。 
通常のロマンドプロンプト」で raidcmd を使用すると、 raidcmd の出力を別ウインドウの「管理者：コマンドプロンプト」に表示し、 
終了時にただちに「管理者：コ7ンドプロンプト」を閉じるため、 raidcmd の動作状況を把握できません。 


「管理者：コマンドプロンプト」は、じI下の手順で起動します。 

手)頃 1 [スタート]ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、 

[アク t サリ]の順にポイントし、[コマンドプロンプト]を右クリッ 
クします。シヨ-トカツトメニュ-で、憎理者として実行]をクリツ 
クします。 


手順 2 [管理者として実行]をクリックすると、[ユーザーア 

カウント制御]ダイアログボックスを表示することがあります。 
raidcmd を実行して問題なし、ときは、[続行]をクリックします。 


1 nr 丄 j 1 -■ 、 . け — 一 

—■ — j 11 

邸め） 1 

■叫 7 アイル辛 

な パわ卜 
1ゴモ帳 

E 

昔巧をとして実巧 

7了イルの場所を P が 0) 

「又々一 H 4—1 —からアイ- TV ホ肖II齡化 


L -サ- 7 力り:/ 卜 wa 


g 巧するにはみなたの許可がホ至です 

あなたげ P 月 おした巧巧である場合は、続行してくだぎい。 


Windows ] で^ドプ at クサ 


HH Microsoft Windows 


▼ 続'行似 1 

柏池レ 1 


靜-加琴版脑師むく]地-護げ適版れるの歷 


手順3 コマンドプロンプトが起動します。ウインドウのタイト 

ルが[管理者：コマンドプロンプト]であることを確認します。 
raidcmd は、[管理者：コマンドプロンプト]で使用します。 


固をまを：]マンドブ□ンブト ■ nnp 

Microsoft Windows [Versf 明 目 .0. 目 001 ] 

Copyright (c) 2006 Mic rosofi^Co rporation. All rights 

C ： ¥WindowsVsystem32>. 3 
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スタンダードモードとアドバンストモード 

RAID ビューア、 raidcmd には、スタンダー巧ードとアドバンストモードの2つの動作モードがあります。 

スタンダードモードは、基本的な RAID システムの管理機能を提供する動作モードです。 

アドバンストモードは、高度な RAID システムの管理機能や、；^ンテナンス機能を提供する動作モードです。 

使用者や作業内容に合わせて2つの動作モードを使い分けることにより、使い勝手が向上し、誤操作を防ぐことができます。 
それぞれのモードで使用できる機能は、じ I 下のようになります。 


機能項目 

RAID ビューァ 
対応機能 

raidcmd 
対応コマンド 

スタンダード 

モード 

アドパンスト 
モード 

表示情報更新 

再スキ^ン 

該当機能なし 

ィ 


プロパティ参照 

プロパティ 

property 

ィ 

ィ 

論理ドライブ作成(シンプル） 

論理ドライブ作成 

シンプル 

mklds 

ィ 


論理ドライブ作成(カスタム） 

論理ドライブ作成 

カスタ厶 

mkldc 


ィ 

ブザー停止 

ブザー停止 

sbuzzer 

ィ 

ィ 

整合性チ I ック(開始） 

整合性チェック 

cc 

ィ 

ィ 

整合性チ I ック(停止） 

オペレーションビューの 

[停止] 

cc 


ィ 

整合性チ I ック(開始） 

スケジュール実す子用 

該当機能なし 

CCS 

ィ 

ィ 

初期化(開始） 

初期化 

init 


ィ 

初期化(停止） 

オペレーションビューの 

[停止] 

init 


ィ 

論理ドライブ削除 

論理ドライブ削除 

delld 


ィ 

リビルド(開始） 

リビルド 

rebuild 


ィ 

リビルド(停止） 

オペレーションビューの 

[停止] 

rebuild 


ィ 

ホットスペア(作成） 

ホットスペア作成 

hotspare 

ィ 

ィ 

ホットスペア(解除） 

ホットスペア解除 

hotspare 

ィ 

ィ 

物理デバイスステータス変更(オンライン） 

弓金をリオンライン 

stspd 


ィ 

物理デバイスステータス変更(故障） 

強制オフライン 

stspd 


ィ 

実装位置表示 

実装位置表示(ランプ） 

slotlamp 

ィ 

ィ 

イージーコンフィグレーション 

イージーコンフィグレーション 

econfig 

ィ 

ィ 

ログむ-ア起動 

ログビューア起動 

該当機能なし 

ィ 

ィ 

動作モード変更 

スタンダードモード 

アドパンストモード 

runmode 

ィ 

ィ 

パージョン情報の参照 

バージョン晴報 

コマンド指定せずに実行 


ィ 

オペレーション動作状況確認 

オペレーションビュー 

opiist 

ィ 

ィ 

RAID コントローラのオプションパラメータ設定 

RAID 〕ントローラのプロパティ optctrl 


ィ 

論理ドライブのオプションパラメータ設定 

論理ドライブのプロパティ 

optid 


ィ 

上記レ:1外の機能 


上記私外の機能 


ィ 
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起動時の動作モード 


RAID ビューア 


RAID ビユーアは、スタンダー巧ードで起動します。 RAID ビユーアを起動するときの動作モードをアドバンストモードに 
変更するには、 「 RAID ビューア起動時の動作モードを変更する」を参照して〈ださい。 


raidcmd 

raidcmd は 、 Universal RAID Utility インストール後はじめて起動するときは、スタンダー巧ードで動作します。動作モ 
-ドは、 " rescan " コマンドにより動作モードを変更しない限り変化しませんりンた-夕を巧起動しても動作モ-ドは変 
化しません)。 

動作モードの変更 

動作モードの変更手順について説明します。 

RAID ビュ-ァ 

[ツール]ニューの[アドバンスト]、あるいは、[スタンダー鬥を使用します。 

詳細は、「[ツール];^ニュー」を参照して〈ださい。 

raidcmd 


" runmode " コマンドを使用します。 


手順 1 スタンダー巧ードからアドバンストモードへ変 
更するには、" runmode " コマンドに - md = a のパ 
ラメータを指定して実行します。 

手順 2 アドバンストモードからスタンダー巧ードへ変 
更するには、" runmode " コマンドに - md = s のパ 
ラ;^—夕を指定して実行します。 


> raidcmd runmode -md=a ♦»「 

Changed running mode to Advanced Mode . 


> raidcmd runmode -md=s 參 ■■■> 
Changed running mode to "Standard Mode . 
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RAID ビユーアの機能 


RAID ビユーアの機能について説明します。 

RAID ビユーアは、オペレーテイングシステムが Windows の場合のみ使用できます。 

RAID ピユーアの構成 


RAID ビューアは、ツリービュー、オペレーシヨンビュー、；^ニュー、ステータスバーの4つのパートで構成します。 



図2 RAID ビュ-アの構成 


ツリービ ユー 


ットビュー は、 コンピュータに存在する Universal RAID Utility が管理する RAID システムの構成を階層構造で表示します。また、 
各コンポーネントの種類や状態をアイコンで表示します。 


ツトビューは、〕ンピュータに存在するそれぞれの RAID システ 
ムを1つの RAID 〕ントローラのノードとして表示します。 

RAID 〕ントローラのノードには、 RAID 〕ントローラに搭載する 
バッテリ、作成している論理ドライブとディスクアレイ、接続している 
物理デバイスのノードがあります。1つのノードは、コンポーネントの 
どれか1種類が1個存在することを意味します。 

すべてのノー ドには、アイコンがあります。アイコンは、コンピュータ 
や、 RAID コントローラ、バッデ人ディスクアレイ、論理ドライブ、物 
理デバイスのコンポーネントの種類と、その状態をグラフィカルに表 
現します。 


日 H Computer 

白… の RAID 工 y 卜□ーラ #1(0) MegaRAID SAS 8708EM2 (12 日 MB) 
!..回 バ，刊证巧] 

自 ..目 ディスウアレイ #1(0) 

i. 旧 LD #1(0) 时:Vライシ] RAID 5 
N … .因 PD #1(0) が:/ライ:/] SAS-HDD 
i . 垣 PD #2(1) が:/ライ:/] SAS-HDD 
M … .因 PD #3(2) け:/ライ:/] SAS-HDD 

因 PD #4(3) 持巧ホットスペア] SAS-HDD 
I …因 PD #5(4) [共用ホ。トスパア] SAS-HDD 
I …琶 PD #6(5) [レディ] SAS-HDD 
^…琶 PD #7(6) 「レディ] SAS-HDD 
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コンピュ ータ 


1番目のレペルのノードは、 Universal RAID Utility が動作している〕ンピュータを示します。 

〕ンピュータアイ〕ンは、〕ンピュータに存在するすべての RAID システムの状態を総合的に表します。 


アイ]ン 

意味 


説明 

皿 

コンピュータ- 

正常 

コンピュータのすベての RAID システムが正常に稼動してしなす。 RAID コントローラが 
故障と認識する問題は発生してしなせん。 

皿 

コンピュータ- 

警告 

コンピュータにじ1下の状態の RAID システムがあります。 

「故障コンポーネントが存在するが運用可能」 

□ 

コンピュータ- 

異常 

コンピュータにじ1下の状態の RAID システムがあります。 

「故障コンポーネントが存在し運用不可能」 


RAID 〕 ントローラ 


コンピュータのそれぞれの RAID システムは、1つの RAID コントローラのノードとして存在します。 RAID コントローラのノード 
は、1個の RAID コントローラを示し、 RAID 〕ントローラの番号との、製品名を表示します。 

RAID コントローラアイコンは、 RAID コントローラ上の RAID システムの状態を総合的に表します。 


アイ]ン 

意味 

説明 

じ1」 

RAID コントローラ-正常 

RAID コントローラのすべてのコンポーネント (バッ テリ、論理ドライブ、物理 デバイス) は 
正常に稼動してしなす。 RAID 〕 ントローラが故障と認識する問題は発生してしなせ 
ん。 

也」 

RAID コントローラ-警告 

RAID 〕ントローラ上にじ1下の状態の〕ンポーネントがあります。 

「故障コンポーネントが存在するが運用可能」 

巧 

RAID コントローラ-異常 

RAID 〕ントローラ上にじ1下の状態の〕ンポーネントがあります。 

「故障コンポーネントが存在し運用不可能」 


パツテリ 


RAID コン阳ーラにバッテリを搭載していると、 RAID コントローラのノードには、バッテリのノードが存在します。バッテリのノー 
ドは、バッテリの状態を表示します。 


アイ]ン 

意味 


説明 

国 

バッテリ-正常 

バッテリは正常に稼動してし、ます。 


国 

バッテリ-警告 

バッテリに問題を検出しました。 



ディスクアレイ 


RAID コントローラに論理ドライブを作成していると、その論理ドライブを含むディスクアレイのノードが RAID コントローラのノ 
—ドに存在します。ディスクアレイのノードは、番号と ID を表示します。また、ディスクアレイのノードには、作成している論理ド 
ライブ、構成している物理デバイス、割り当てている専用ホットスペアのノ-ドが存在します。ディスクアレイのアイ〕ンは、これら 
の状態を総合的に表します。 
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アイコン 


意味 


説明 


物理デバイス-レディ 
物理デバイス-オンライン 

物理デバイス-ホットスペア 
物理デバイス-リビルド中 
物理デバイス-警告 


論理ドライフを作成していない物理デバイスです。 

論理ドライブを作成している物理デバイスです。 RAID コントローラが故障と認識 
する問題は発生してしけせん。 

ホットスペアとして登録した物理デパイスです。 

リビルドを実行している物理デバイスです。 

S . M . A . R . T . エラーを検出した物理デバイスです。 


物理デバイス-異常 
テープ装置 

CD ドライブ / DVD ドライブ 


RAID 〕ントローラが故障と認識した物理デバイスです。 
デバイスタイプが [TAPE ユニット]の物理デバイスです。 
子バイス々イプが 「 CD / DVD 1 の物 i 串宁 I バイスです。 


@] ディスクアレイ-正常 ディスクアレイに作成している論理ドライブ、構成している物理デバイス、害りり当ててい 

る専用ホットスペアは正常に稼動してしなす。 RAID コントローラが故障と認識する問 
題は発生してしなせん。 

@ ディスクアレイ-警告 ディスクアレイに1つ、あるいは複数の警告状態のコンポーネントが存在します。 

宜 ディスクアレイ-異常 ディスクアレイに1つ、あるいは複数の異常、警告状態のコンポーネントが存在しま 

す。 


論理ドライブ 


論理ドライブのノードは、その論理ドライブを含むディスクアレイのノードに存在します。論理ドライブのノードは、1個の論理 
ドライブを示し、論理ドライブの番号との、状態、 RAID レペルを表示します。論理ドライブアイ〕ンは、その論理ドライブの状 
態を表示します。 


アイ]ン 

意味 

説明 

固 

論理ドライブ-正常 

論理ドライブは正常に稼動してしなす。 

因 

論理ドライブ-警告 

論理ドライブに[ステータス]が[故障]の物理デバイスがあるため、論理ドライブの冗 
長性が失われているか、低下しています。 

曰 

論理ドライブ-異常 

論理ドライブに[ステータス]が[故障]の物理デバイスがあるため、論理ドライブが停 
止し、アク t スもできません。 


RAID レベルが10または、50の論理ドライブは、 RAID 〕ントローラの種類によつ " C は、複数のディスクアレ 
画イで構成されます。このような論理ドライブのノードは、複数のディスクアレイに存在します。 


物理デパイス 


物理デバイスのノードは、ディスクアレイのノードと RAID 〕ントローラのノードのどちらかにが存在します。論理ドライブを作成 
している物理デバイスと、専用ホットスペアに登録している物理デバイスは、ディスクアレイのノードに存在します。それ]外の 
物理デバイスは、 RAID 〕ントローラのノードに存在します。物理デバイスのノードは、1台の物理デバイスを示し、物理デバイ 
スの番号との、状態、デバイスタイプを表示します。 

物理デバイスアイ〕ソま、その物理デバイスのデバイスタイプと状態を表示します。 


アイコン 意味 説明 


✓ 複数のディスクアレイに作成した専用ホットスペアのノードは、それぞれのディスクアレイのノードに存在しま 
す。 


目目目 謂 邮®© 
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巧期化 RAID]：/ 卜□ーラ#1 LD #2 

结合性チ:[ッウ RAID コ:/卜□ーラ#1 LD #1 

巧期化 RAID]：/ 卜□ーラ#1 LD #2 

结含性チ:[ッウ RAIDID 卜□ーラ#1 LD #3 


図 3 オペ レーシヨ ンピユ ー 

オペレーシヨンビユーに表示するオペレーシヨンの種類はじ I 下のとわりです。それぞれのオペレーシヨンごとに、対象コンポーネントと、 
状態を表示します。 

■ 初期化 

■ リビルド 

■ 整合性チェック 


表示するオペ レーシヨ ソよ 、 RAID ビューアを 起動時に実行中のオペ レーシヨ ン 、 RAID ビューアを 起動後に開始したオペ レーシヨ ンで 


す。 


オペレーシヨンの動作状況、動作結果は、狀態]で判断できます。 


状態 

説明 

実行中(/\/%) 

オペレーシヨンを実行中です（/\/は進抄度です） 

完了 

オペレーシヨンは正常終了しました。 

失敗 

オペレーシヨンは異常終了しました。 

停止 

オペレーシヨンを停止しました。 

-時停止(/\/〇/〇) 

オペレーシヨンは一時停止中です（/\/は進抄度です） 

実行待ち 

オペレーシヨンは実行を待ち合わせてしなす。 

停止処理中 

オペレーシヨンを停止してし、ます。 


終了したオペレーシヨンの表示は、 RAID ビューアを終了するまで表示します。次回 RAID ビューアを起動しても終了したオペレーシ 
ヨンはオペレーシヨンビューに表示しません。 


RAID ビユーア起動中に動作を終了したオペレーシヨンを削除 
するには、削除するオペレーシヨンをクリックし、[削除]をクリックし 
ます。 


禮 f きム 脚 

X 肖 Ij 蹄に） 


1ォパレーシ心 

1巧象 

1が態 1 

1堅合性チ I ッゥ 


RAIDD^hE 

:]ーラ#1 LD #2 

完了 ! 


巧期化 R AIDID 卜□ーラ#1 LD #2 完了 

堅合性チ:[ッウ RAIDID 卜□ーラ#1 LD #1 巧ム 


オペ レーシヨ ン ビュー は 、 RAID ビューア 起動後に〕 ンピュ ータで実行したオペ レーシヨ ンの動作状況、動作結果を表示します。 


〇お止脚 

X 肖 1] 蹄厄） 


1オパレーシヨ:/ 

巧象 

化館 

1堅合性チ I ッウ 


RAID エ/卜 [ 

:]ーラ#1 LD #2 

完了 1 


ショートカツトメニュー 


RAID コントローラ、ディスクアレイ、論理ドライ义物理デバイス、パッデ J のノードを右クリックすると、それぞれの シヨー トカット 
ニユーを 表示します。 シヨー トカットメ ニユー では、プロパティを表示したり、オペ レーシヨ ンを実行できます。 

それぞれの機能の詳細は、「メニユー」を参照して〈ださい。 

オペ レーシヨ ンピ ユー 


£邮1が制 
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また、実行中のオペレーシヨンは途中で停止できます。オペレー 
シヨンを停止するには、 停止するオペレーシヨンをクリックし、[停止] 
をクリックします。 


© f 亭ム脚 

X 刖齡也） 


1オパレーシヨ：/ 

1巧を 1 

1が態 1 

腔合性チ I ッウ 


RAIDD>h[ 

:]ーラ# 1 LD #1 

実行中（日％) 


巧期化 R AIDID 卜□ーラ#1 LD #2 完了 

堅合性チ:[ッウ RAIDID 卜□ーラ#1 LD #3 巧ム 


迄 


停止できるオペ レーシヨ ソま、動作モードにより異なります。詳細は、「スタンダードモードとアドバンス 
トモード」を参照してください。 

オペレーシヨンの停止は、 RAID 〕ントローラの種類によりサポートしていない場合があります。その場 
合、[停止]が有効になりません。 



RAID ビユーアには、ロアイル]、[操作]、[ツール]、[ヘルスの4つの; e ユーがあります。 


ザ Universal RAID Utility - RAIDE ユーア 


7アイルた）巧巧に）ク-ル圧） 

図 4 RAID ピューアのメニュー 


それぞれの; e ューについて説明します。 


• RAID ビューアの動作モードが「スタンダードモード」のときは、スタンダードモードで使用できない機 
能はイニューに表示しません。 

• ツリービューで選択している処理対象コンポーネントの種類や、処理対象コンポーネントの状態によ 
り対象のメニュー項目を実行できなし化きは、メニューをクリックできません。 


[ファイル]メニュ ー 


ロァイル]ニューには、 RAID ビューアの表示情報更新や、各コンポーネントのプロパティ表示、 RAID ビューアの終了とい 
った機能を実行する;^ニューがあります。 


こュー項目 説明 


[再スキャン] 現在の RAID システムの管理情報を取得しなわし 、 Universal RAID Utility が管理する RAID シス 

テムの情報を更新します。 RAID むーアの表示情報は、取得しなわした情報に更新します。 

I ；プロパティ] ツリービューで選択しているコンポーネン KRAID コントローラ、論理ドライブ、物理デバイス)のプロパテ 

ィを表示します。 

[終了] RAID ビューアを閉じます。 


愼作]にュ- 


[操们ニューには、 RAID コントローラ、論理ドライブ、物理デバイスに対してオペ レーシヨ ンを実行する; C ニューがあります。 
隅们ューの機能を使用するには、先にツリービューで該当するコンポーネントをクリックし、[操们ューで実行したい 
にュ-を選択します。 

[操们ニューの機能は、選択しているコンポーネントの種類や、そのコンポーネントの状態により、選択できないときがあ 
ります(右の図は、アドバンストモードで RAID ビューアを実行しているとき、ツリービューで RAID 〕 ントローラをクリックし、[操作] 
ニューを開いた例です)。 
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また、 RAID ビューアの動作モードがスタンダー巧ードのときは、スタンダー巧ードで制限している機能は選択できません。 
動作モードによる使用できる機能の内容は、「スタンダードモードとアドバンストモード」を参照して〈ださい。 

RAID コント□-ラで実行できる機能 


•ニュー項目 説明 


[論理ドライブの作成] 選択した RAID コントローラに論理ドライブを作成します。 

[論理ドライブの作成]には、[シンプル]と[カスタ厶]の2つのモードがあります。 

[シンスレ]は、 RAID レペルと物理デバイスを選択するだけで簡単に論理ドライブを作成できま 
す。 

[カスタ厶]は、設定を細か〈指定して論理ドライブを作成できます。 

[ブ ザー 停止] RAID コント ローラの ブ ザーを 停止します。 


論理ドライブで実行できる機能 


1ユー項目 


禮合性チェック] 


選択した論理ドライブに整合性チェックを実行します。 


[初期化] 選択した論理ドライブに初期化を実行します。 

[初期化]には、[完全]とにイック]の2つのモードがあります。 

[完全]は、論理ドライブの全領域を初期化します。 

にイック]は、論理ドライブの管理情報が存在するブロックのみ初期化します。 
[論理ドライブの削除] 選択した論理ドライブを削除します。 


物理デパイスで実行できる機能 


ニュー項目 説明 


[リビルド] 選択した物理デバイスをリビルドします。 

[ホットスペア] 選択した物理デバイスでホットスペアを作成します。もし〈は、ホットスペアを解除します。 

[共用ホットスペア作成]は、物理デパイスを同一 RAID システ厶内のすべての論理ドライブのホッ 
トスペアとして使用できる共用ホットスペアにします。 

[専用ホットスペア作胸は、物理デバイスを特定の論理ドライブのホットスペアとして使用できる 
専用ホットスペアにします。 

[ホットスペア解除]は、物理デバイスをホットスペアから解除します。 

[強制オンライン] 選択した物理デバイスのステータスをオンラインにします。 

[強制オフライン] 選択した物理デバイスのステータスをオフラインにします。 

[実装位置表示] 選択した論理ドライブを実装するスロットのランプを点灯(点滅)します。 

[オン]は、ランプを点灯します。 

[オフ]は、ランプを消灯します。 


[ツール]タニュー 


[ツール]ニユ ー I こは、 RAID システムの管理に使用するツールや、 RAID ビユーアの動作を変更する機能を実行する; e ユ 
一が あります。 


ニュー項目 説明 


[イージーコンフイグレーシヨン] RAID システムを簡単に構築するイージー〕ンフイヴレーシヨンを実行します。 
[ログビューア] ログビューアを起動します。 
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こュー項目 


説明 


[7 ドバンストモード]または 動作モードを変更します。動作モードにより、メニユーの表記が変化します。 

[スタンダードモー鬥 [アドバンストモード]は、動作モードをアドバンストモードに変更します。 

[スタンダードモード]は、動作モードをスタンダードモードに変更します。 
[オプション] Universal RAID Utility の設定を変更します。 


[ヘルプ]メニュ ー 


[ヘルプ]ニューには 、 Universal RAID Utility のバージョンとリビジョン、 RAID ビューアのバージョンを表示する; e ューがあ 
ります。 


[バ-ジョン情報] 


Universal RAID Utility のパージョンとリビジョン、 RAID ビューアのパージョンを表示します。 


ステータスパー 


ステー タ スバー は 、 RAID ビューアの 動作 モー ドを表示します。 



スク > 91 ー ド 

...1 

アドバ:/スト 

■ ■ 


図 5 RAID ビ ューアステータスパー 
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2□□ 日 /□ 日 /1 日 

10:22:22 

304 

2□□ 日 /□ 日 /1 日 

10:22:22 

402 

200S/06/1S 

10 ； 22;19 

410 

2□□ 日 /□ 日 /1 日 

10;22;13 

409 

200S/06/1S 

10:22:04 

301 

2□□ 日 /06/1 日 

1 日 :22: 日 4 

401 

2□□ 日 / 日 6/1 日 

1 日 :22: 日 4 

307 

2□□ 日 / 日 6/1 日 

10:21:53 

306 

2□□ 日 / 日 6/1 日 

10:21:54 

304 

2003/06/ 1S 

10:21:54 

402 

2□□ 日 /□ 日 /1 日 

1 日 ;21; 己 □ 

405 

2□□ 日 /□ 日 /1 日 

10:21:44 

417 

2□□ 日 /□ 日 / 1S 

10:21:44 

404 

2□□ 日 /□ 日 /1 日 

10 ； 21;44 

41 日 

2□□ 日 /□ 日 /1 日 

10:21:26 

302 

2□□ 日 /06/1 日 

10:21:26 

302 

2□□ 日 / 日 6/1 日 

10:21:26 

302 

2□□ 日 / 日 6/1 日 

10:21:26 

416 

2□□ 日 / 日 6/1 日 

1 日 :2 日:日日 

20 日 

2□□ 日 / 日 6/1 日 

1 日 :2 日 :4 日 

20 白 

2□□ 日 /□ 日 /1 日 

10 ； 20；37 

208 


<RU0304> [CTRL:1(ID=0) PD:3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0402> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID= 日 )] 論理ドライプのステータスは棉退です。 

<RU0410> [CTRL:1(ID= 日） LD:1(ID= 日 )]II 合 ’ 圧チ i ッウげ完了しました。 

<RU0409> [CTRL:1(ID= 日） LD:1(ID= 日 )]II 合性チ i ッウが間おされました。 

<RU 日 3 日 1> [CTRL: 1(10= 日） PD:3aD=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0401> [CTRL: 1(10= 日） LD ： 1(ID=0)] 論理ドライブのステークスはむライシです。 
<RU0307> [CTRL: 1(10= 日） PD ： 3aD=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 

<RU 日 3 日 6> [CTRL:1(ID= 日） PD ： 3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 

<RU 日 3 日 4> [CTRL ： 1(ID=0) PD ： 3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0402> [CTRL; 1(10= の LD;1(ID=0 )] 請里ドライプのステータスは縮退です。 

く RUCK □ 己 > [CTRL;1(ID=0) LD;1(ID= 日 )] 巧期化げ完了しました。 

<RU0417> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID= 日 )] 論理ドライプのキ护好ユモードげ蛮をされま ... 
<RU0404> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID= 日 )] 巧期化げ P 月おされました。 

<RU0415> に TRL:1(ID= 日） LD:1(ID= 日 )] i 能里ドライプげ巧成されました 。. 

<RU0302> [CTRL:1(ID=0) PD:3aD=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI 3014 ... 

<RU0302> [CTRL: 1(10= 日 ) PD:2(ID=6 日 ENC=1 SLT=3) HITACHI HUS 15^6...p 
<RU 曰 3 曰 2> [CTRL:1(ID= 曰） PD ： 1(ID=16 ENC=1 SLT=1) HITACHI HUSl 己 ！^… 
<RU0416> [CTRL: 1(10= の LD ； 1(ID=0)] i 能里ドライプげ肖あされました。 

< RU020S> [CTRL :1( の = 日 )] RAIDID 卜 □ ーラ挪仆 □ ールリード情ホ度げ蛮をされまし ..- 

<RU020S> に TRL:iaD= 叫 RAID] ： / 卜 □- ラのバト □ ールリ - ド情お度げ蛮をされまし ... 
<RU020S> に TRL;1(ID= 日 )] RAID ェ / 卜 □- ラのバト □- ルリ - ド情先度げ蛮をされまし ... 二 i 


ロヴ I ビュー 


ステータスバー 


図 6 □グビューアの構成 

ステータスパーは、ウインドウのサイズ変更从外の用途では使用しません。 

ログピュ- 

ログビューは、 raidsrv サービスが記録した RAID システムの動作ログを表示します。 
ログむーアで参照できる情報は]下のとわりです。 


項目 説明 


種類 □ヴには次の3種類があります。 

® 異常：致命的な問題が発生したときに記録するログです。 

A 警告：致命的ではありませんがを意を要する問題が発生したときに記録するログです。 

固情報：オペレーシヨンの実行状況など、問題ではない事象が発生したときに記録するログです。 
日付 事象の発生した日付です。 

時刻 事象の発生した時刻です。24時間制で表示します。 

イベント ID ログのイベント ID です。 

説明 □ヴの内容です。 


ログむーアの機能 


ログビユーアの機能について説明します。 

ログ ビユーアの 構成 


ログビューアは、ログビュー、；^ュー、ステータスバーの3つのパートで構成します。 


メニューバー _ 

-Inl xl 

桂実目 r 曰付 T 時别 1 ID n な日月 |3 



巧ちまままままま巧ちままままままままま幸ま 

ま曲 in 吉吉吉 - Wi 吉吉ま曲 5 舌舌吉吉吉 - Wi 吉吉吉舌舌 

0亞 立立立立立互 巧边 立 立を立立立立互立立を 
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任意のイペントをダブルクリックすると、イペントの内容をダイアロ 
グで表示します。 




ログ ビューアには、ロ アイル]、[ヘルスの 2 つの; C ニューがあります。 



図7 □グビューアの;^ニュー 


それぞれのメニユーについて説明します。 

[ファイル]メニユ — 

[ファイル]ニユー には、ログむーアの表示情報更新や、ログ ビユーアの 終了と しりた 機能を実行する ; C ニユー があります。 


こユー項目 説明 


[最新の情報に更新] RAID ログの内容を読み込み、ログビューに表示する内容を最新の状態に更新します。 

[プロパティ] [イベントのプロパティ]ダイアログボックスを開き、ログむーアで選択しているイベントの内容を表示し 

ます。 

[終了] ログビューアを閉じます。 


[ヘルプ]タニユー 

[ヘルプ]メニユーには、ログビユーアのバージョンを表示するメニユーがあります。 


•ニュー項目 説明 


[パージョン情報] ログむーアのパージョンを表示します。 
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raidcmd の機能 


raidcmd の機能について説明します。 

コ7ンドライン 


raidcmd を使用するには、右の形式で〕マンド、わよび、必要 
に応じて〕7ンドのパラ;^-夕を指定します。 


> raidcmd コマンド〈コマンドの パラメー タ〉 



コす：ンド' コマンド①バラメ-触旨ませずに。 idcmd を実行すると、 raidcmd のバ-ジヨンを表示しま 


raidcmd の返却値 


raidcmd の返却値は、コマンドの実行結果を返却します。 


返却値 


実行結果 

0 

コマンド正常終了 


1 

コマンド異常終了 



raidcmd のエラーメッセージ 


raidcmd のコマンドが異常終了したときは、右の形式でエラー; ( 
ッセージを 表示します。 


> raidcmd コマンドコマンドの パラメー タ 
raidcmd : エフーメッセーシ 


raidcmd のコマンド 


raidcmd のコマンド、わよび、コマンドのパラ;^-夕については、 「 raidcmd コマンドリファレンス」を参照して〈ださい。 
helpiR ンドを実行すると、 raidcmd のヘルプを表示します。 

raidcmd の中断 


オペレーティングシステムが Windows の場合、 raidcmd はシステムフオルダにインストールするバッチファイルを実行しますにのバッ 
チファイルが Universal RAID Utility をインストールしたフオルダ中の raidcmd のバイナリ形式ファイルを実行することにより 、 raidcmd 
の機能を実現してしなす)。そのため、 raidcmd の実行を中断するとき、〕マンドプロンプトで CTRL + C を使用すると、「バッチジョ 
ブを終了しますか （ Y / N )? 」とし巧確認火ッ t - ジを表示します。丫と N のどちらかを入力して raidcmd のバッチファイルを終了してく 
ださい。このメッ t - ジを表示する時点で raidcmd のバイナリ形式ファイルの実行は中断してしけす。 
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バト□ールリード 
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バト□づレリード優先度 

中 
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無タカ 


RAID コントローラの情報は、 RAID 〕ントローラのプロパティで参照します。 


RAID ビューアで RAID コントローラのプロパティを参照するには、 
J - ビューで参照したい RAID コントローラをクリックし、[ファイル] 
:ューで. [プロパティ]をクリックします。 

RAID コントローラのプロパティには、[全般]タブと[オプション] 

ブがあります。 

[全般]タブは、 RAID 〕ントローラのプロパティを表示します。 


[オプション]タブは、 RAID コントローラの設定を参照できます。 
動作モードがアドバンストモードのときは、設定を変更できます。 


RAID] ント □ー ラのブ□"ティ 


2=1 


RAID コ: y 卜□ーラのブ□パテイ 


. rpt ■づ；一、， 


!を お i がショ> I 


巧目 I 

I m I 

をち 

1 

ID 

□ 

鸦远元 

LSI Corporation 

削品ぶ 

MegaRAID SAS 870 SEM 2 (12 日 MB ) 

7 ァームな: ア バージ ヨシ 

1.；12,32-日日 01 

キ啊シユサイス’ 

に日 MB 



立 


raidcmd で RAID 〕 ン阳ーラのプロパティを参照するには、 
" property " コマンドを使用します。 


項目 

項目 

説明 

RAID ビユ-ア 

raidcmd 



Universal RAID Utility にわける、 RAID 〕ントローラの管理番号(論理アドレス)です。 
Universal RAID U 川 ity が RAID 〕ントローラごとに1から始まる番号を割り当てます。 

RAID 〕ントローラのオリジナルの識別情報です。 RAID コントローラの BIOS ユーテイリテイ 
では、この識別情報のアドレスを使用します。 

RAID コントローラの製造元です。 

RAID コント ローラの 製品名です。 

RAID コントローラのファームウエアのパージョンです。 

RAID 〕 ン阳ーラに搭載するキかソシュメモリのサイズです（単位： MB )。 


番号 RAID Controller #X 

ID ID 

製造元 Vendor 

製品名 Model 

ファームウエアパージョン Firmware Version 
キかジシユサイズ Cache Size 


> raidcmd property -tg=rc -c=1 


RAID Controller #1 
ID 

Vendor 

Model 

ROMB 

Firmware Version 
Cache Size 
Battery Status 
Rebuild Priority 
Consistency Check Priority 
Patrol Read 
Patrol Read Priority 
Buzzer Setting 


0 

LSI Corporation 

MegaRAID SAS PCI Express(TM) 

1.12. 02-0342 

128MB 

Normal 

High 

Low 

Enable 

Low 

Enable 


RAID システ厶の情報参照 


RAID システムの〕ンフィグレーシヨン、状態などの情報や、 RAID システムの動作記録を参照する方法について説明します。 

RAID 〕 ントローラのプロパティを参照する 
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項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 


Battery Status 

RAID コントローラに搭載するバッテリのステータスです。じ1下の3つの状態があります。 

正常/ Normal :パッテリが正常に使用できる状態であることを指します。 

警告/ Warning :バッテリがなんらかの理由により正常に使用できない状態であることを 
指します。 

未接続/ Not Present : RAID 〕ントローラにバッテリが存在しないことを指します。 

初期化優先度 

Initialize Priority 

初期化処理を〕ンピュータシステ厶内でどの〈らい優先的に実行するか表す度合いです。 

レ:>1下の3つの設定があります。 

高/ High :初期化処理を高い優先度で実行します。 

中/ Middle :初期化処理をパランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low :初期化処理を低い優先度で実行します。 

リビルド優先度 

Rebuild Priority 

リビルドを〕ンピュータシステム内でどの〈らい優先的に実行するか表す度合いです。下 
の3つの設定があります。 

高/ High : リビルドを高い優先度で実行します。 

中/ Middle :リビルドをパランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low : リビルドを低い優先度で実行します。 

整合性チ I ック優先度 

Consistency Check 
Priority 

整合性チェックを〕ンピュータシステム内でどの〈らい優先的に実行するか表す度合いで 
す。下の3つの設定があります。 

高/ High :整合性チ I ックを高い優先度で実行します。 

中/ Middle :整合性チェックをバランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low :整合性チェックを低い優先度で実行します。 

パトロ—ルリ-ド 

Patrol Read 

パトロ-ルリ-ドの実行有無を設定します。 

有効/ Enable : パトロールリードを実行します。 

無効/ Disable : パトロ-ルリ-ドを実行しません。 

パトロ—ルリ—ド優先 
度 

Patrol Read Priority 

パトロールリードをコンピュータシステ厶内でどの〈らい優先的に実行するか表す度合いで 
す。下の3つの設定があります。 

高/ High :パトロ-ルリ-ドを高い優先度で実行します。 

中/ Middle :パトロールリードをパランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low :パトロールリードを低い優先度で実行します。 

ブザー設定 

Buzzer Setting 

RAID システ厶で障害が発生したとき、 RAID コントローラのブザー機能を使用するかどう 
かを設定します。 

有効/ Enable :ブザー機能を使用します。 

無効/ Disable : ブザ-機能を使用しません。 


■; RAID コントローラのプロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID コントローラの種類 

ち。によっては、サポ-卜していないことがあります。サポ-卜していない項目は、値が空白、もし〈は、リスト 
に表示しません。 


バッテリのプロパティを参照する 


RAID 〕ントローラに搭載するバツテリの情報は、 RAID ビューアではバツテリのプロパティで参照します。 raidcmd では RAID 〕ントロ 
-ラのプロパティで参照します。 


RAID ビューアでバッテリのプロパティを参照するには、ツリービュ 
-で参照したいバッデ J をクリックし、ロァイル]ューで[プロパ 
ティ]をクリックします。 

バッデ J のプロパティには、[全般]タブがあります。险般]タブ 
は、バッデ J のプロパティを表示します。 
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項目 

RAID ビューア 


説明 


ステータス RAID コントローラに搭載するバッテリのステータスです。 

レ:>1下の3つの状態があります。 

正常 / Normal :バッテリが正常に使用できる状態であることを指します。 

警告 / Warning :バッテリがなんらかの理由により正常に使用できない状態であることを指します。 
未接続 / Not Present : RAID コントローラにパッテリが存在しないことを指します。 


論理ドライブのプロパティを参照する 


論理ドライブの情報は、論理ドライブのプロパティで参照します。 


RAID ビューアで論理ドライブのプロパティを参照するには、ツリ 
—ビューで参照したい論理ドライブをクリックし、 [ファイル] メニュ ー 
で. ロロパティ]をクリックします。 

論理ドライブのプロパティには、[全般]タブと[オプション]タブ 
があります。 

[全般]タブは、論理ドライブのプロパティを表示します。 


lag ドライブのブ□バティ 




[ ii ;]| がショ >1 

巧目 

植 1 

ホち 

1 

ID 

0 

物理デバイスをち 

1，2,3 

ディスクアレイ1陪即 

1(1/1 ま目） 

RAID レベル 

RAIDS 

容量 

66 GB 

ストライブサイズ 

的 KB 

ネャッ'ン 1 モ-ド胡描を） 

Write Through 

ステータス 

オンライン 


[オプション]タブは、論理ドライブの設定を参照できます。 

動作モードがアドバンストモードのときは、設定を変更できます。 


laa ドライブのブ□パティ 


ぶ] 


をぉ題密 ]I 


1卵 

植 1 

1キザッシ1モード〔設定値〕 

自勤切替 jJ 


raidcmd で論理ドライブのプロパティを参照するには、 
" property " コマンドを使用します。 


項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 

番号 

RAID Controller #X 
Logical Drive # Y 

Universal RAID Utility にわける、論理ドライブの管理番号(論理アドレス)です。 

口 D ] の値に対応して、1から始まる番号を割り当てます。 

ID 

ID 

論理ドライブのオリジナルの識別情報です。 RAID 〕ントローラの BIOS ユーティリティが管 
理する論理ドライブと 、 Universal RAID Utility の管理する論理ドライブを対応させるに 
は、この値を使用します。 

物理デバイス番号 

Physical Device 
Number 

論理ドライブが存在するディスクアレイを構成する物理デバイスの番号です。 


> raidcmd property -tg=Id -c=1 -1=1 
RAID Controller #1 Logical Drive #1 
ID : 0 

Physical Device Number : 1 ， 2 ， 3 

Disk Array Information : 1(order 1/1) 
RAID Level : RAID 5 

Capacity : 20GB 

Stripe Size : 64KB 

Cache Mode (Current) : Write Back 

Cache Mode (Setting) : Auto Switch 

Status : Online 
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項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 

ディスクアレイ情報 

Disk Array 
Information 

論理ドライブが存在するディスクアレイの番号と、ディスクアレイ内の位置に関する情報で 
す。レ:1下の形式で情報を表示します。 

< RAID ビューア> 

ディスクアレイ番号（先頭からの順番/ディスクアレイ内の論理ドライブ個数） 
< raidcmd > 

ディスクアレイ番号 （ order 先頭からの順番/ディスクアレイ内の論理ドライブ個数） 

RAID レペル 

RAID Level 

論理ドライブの RAID レペルです。 



RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6, RAID 00, RAID 10, RAIDIE , RAID 50, RAID 
60 を表示できます。 

容量 

Capacity 

論理ドライブの容量です禅位 GB )。 

ストライプサイズ 

Stripe Size 

論理ドライブのストライプサイズです。 



1 KB , 2 KB , 4 KB , 8 KB , 16 KB , 32 KB , 64 KB , 128 KB , 256 KB , 512 KB , 1024 KB を表 
示できます。 

キャッシュモード（現在 
値） 

Cache Mode 
( Current ) 

RAID コントローラに搭載するキャッシュメモリの書き込みモードの現在値です。 

じ1下の2つのモードがあります。 

Write Back : 非同期書込みを行うモードです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 

キかジシュモ-ド馈定 
値） 

Cache Mode 
( Setting ) 

RAID コントローラに搭載するキャッシュメモリの書き込みモードです。 

レ:>1下の3つの設定があります。 



自動切替 / Auto Switch :バッテリの有無、状態により自動的に Write Back と Write 
Through を切り替えるモードです。 

Write Back :非同期書込みを行うモードです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 

ステータス 

Status 

論理ドライブのステータスです。 

レ:>1下の3つの状態があります。 



オンライン / Online :論理ドライブの冗長性が保たれている状態を指します。 

縮退 / Degraded :論理ドライブの冗長性が失われているか、冗長性が低下した状態を 
指します。論理ドライブへのアク t スは可能です。 

オフライン / Offline :論理ドライブが停止し、論理ドライブへのアクセスも不可能な状態を 
指します。 


■; • RAID レペルの種類、ストライプサイズの種類は、 RAID 〕 ントローラごとにサポートする内容が異なり 

ち Tl ます。サポ-卜しない種類の値は、値が空白、もし〈は、表示しません。 

• キャッシュモードの種類は、 RAID 〕ントローラごとにサポートする内容が異なります。サポートしない 
種類の値は表示しません。 

• 論理ドライブのプロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID コント ローラ ごとにサポ 
-卜する内容が異なります。サポートしていない項目は、リストに表示しません。 


■; 論理ドライブの状獻よ、 RAID レペルと故障した物理デバイスの台数により決まります。 

I け I RAID レペルが RAID 10わよび RAID 50で故障した物理デバイスが2台のときは、どの物理デバイス 
が故障したかにより、縮退かオフラインのどちらかの状態となります。 


故障した物理デバイスの台数 

0 台 

1台 

2台 

3台上 

RAID 0 

オンライン 

オフライン 

オフライン 

オフライン 

RAID 1 

オンライン 

縮退 

オフライン 

国 

RAID 5 

オンライン 

縮退 

オフライン 

オフライン 

RAID 6 

オンライン 

縮退 

縮退 

オフライン 

RAID 10 

オンライン 

縮退 

縮退/オフライン 

オフライン 

RAID 50 

オンライン 

縮退 

縮退/オフライン 

オフライン 
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物理デパイスのプロパティを参照する 


物理デバイスの情報は、物理デバイスのプ□パティで参照します。 


RAID ビューアで論理ドライブのプロパティを参照するには、ツリ 
-ビューで参照したい物理デバイスをクリックし、[ファイル]メニュ ー 
で[プロパティ]をクリックします。 

物理デバイスのプロパティには、[全般]タブがあります。[全般] 
タスよ、物理デバイスのプロパティを表示します。 


「 aidcmd で物理デバイスのプロパティを参照するには、 
" property " コマンドを使用します。 



> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=1 I 

RAID Controller #1 Physical 

Device #1 

ID 

0 

Enclosure 

1 

Slot 

1 

Device Type 

HDD 

Interface 

SAS 

Vendor/Mode I 

SEAGATE ST 936751 SS 

Firmware Version 

0001 

Serial Number 

3PE073VM 

Capacity 

33GB 

Status 

Online 

S. M.A. R. T. 

> 

Normal 


項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 

番号 

RAID Controller が r 

Physical Device #Y 

Universal RAID Utility にわける、物理デバイスの管理番号(論理アドレス)です。 

口 D ] の値を元に物理デバイスを昇順に並べ、値のルさいものから順番に1から始まる番 
号を害りり当てます。 

ID 

ID 

物理デバイスのオリジナルの識別情報です。 RAID 〕ントローラの BIOS ユーティリティが管 
理する物理デパイスと、 Universal RAID Utility の管理する物理デパイスを対応させるに 
は、この値を使用します。 

ID の形式は RAID 〕ン阳ーラの種類により異なります。 

エンクロージ^ 

Enclosure 

物理デバイスを収納するエンクロージャの番号です。 

1から始まる番号を表示します。 

スロット 

Slot 

物理デバイスを収納するスロットの番号です。 

1から始まる番号を表示します。 

デバイスタイプ 

Device Type 

物理デバイスのデバイスのタイプです。 

レ U 下の4種類があります。 

HDD :ハードディスクドライブ 

HDD ( SSD ) :ソリッドステートドライブ 
テープ装置：テープ装置 

CD/DVD : CD ドライブ、あるいは DVD ドライブ 

インタフェース 

Interface 

物理デバイスを接続するインタフエースのタイプです。 

レ U 下の2種類があります。 

SAS : Serial Attached SCSI 

SATA : Serial ATA 
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項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 

製造元/製品名 

Vendor/Model 

物理デバイスの製造元と製品名です。 

ファームウェアバージヨン 

Firmware Version 

物理デバイスのファームウ1アのパージョンです。 

シリアル番号 

Serial Number 

物理デバイスのシリアル番号です。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] の場合のみ表示します。 

容量 

Capacity 

物理デバイスの容量です（単位 GB )。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] の場合のみ表示します。 

ステータス 

Status 

物理デバイスのステータスです。 

レ:>1下の5つの状態があります。 

オンライン / Online :物理デバイスが論理ドライブに組み込まれてわり、正常に動作して 
いることを指します。 

故障 / Failed :物理デバイスが論理ドライブに組み込まれてわり、故障していることを指し 
ます。 

リビルド中 / Rebuilding :物理デパイスがリビルド中であることを指します。 

ホッにペア / Hot Spare :物理デバイスをホッにペアに設定していることを指します。 
レディ / Ready :物理デバイスが論理ドライブに組み込まれていないことを指します。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] の場合のみ表示します。 

ホットスペア1青幸良 

Hot Spare 
Information 

ホットスペアに設定している物理デバイスのホットスペアモードです。 

下の2種類のモードがあります。 

共用 / Global : RAID コントローラのすべてのディスクアレイのホットスペアとして使用できま 
す。 

専用 / Dedicated :指定したディスクアレイのホットスペアとして使用できます。指定したデ 
ィスクアレイの番号も表示します。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] の場合のみ表示します。 

S . MAR . T . 

S . MAR . T . 

S . MAR . T . ( Self - Monitoring , Analysis and Reporting Technology ) の診断結まを 
表示します。下の2種類の状態があります。 

正常 / Normal : S . MAR . T エラーを検出してし、ません。 

検出 / Detected : S . MAR . T . エラーを検出してし、ます。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] の場合のみ表示します。 



• 物理デバイスのプロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID コントローラごとにサ 
ポ-卜する内容が異なります。サポ-卜していない項目は、値が空白、もし〈は、リストに表示しませ 
ん。 

• 強制オフラインを実行すると、物理デバイスが故障していなくても[ステータス]/ [ Status ] は[故 
障]/ [ Failed ] となります。 


ディスクアレイのプロパティを参照する 


ディスクアレイの情報は、ディスクアレイのプロパティで参照します。 


RAID ビューアでディスクアレイのプロパティを参照するには、ツリ 
-ビューで参照したし、ディスクアレイをクリックし、[ファイル]ュー 
でロロパティ]をクリックします。 

ディスクアレイのプロパティには、[全般]タブがあります。[全般] 
タブは、ディスクアレイのプロパティを表示します。 


ディスウアレイのブ□"ティ 




± 1 ；；]| 


巧目 1 

1 値 1 

をち 

1 

ID 

0 

物巧デス番号 

1,ろ3 

容量 

100 GB 

ホ巧用容量 

□GB 
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raidcmd でディスクアレイのプロパティを参照するには、 
" property " コマンドを使用します。 


> raidcmd property -tg=da -c=1 -a=1 
RAID Controller #1 Disk Array #1 
ID : 0 

Physical Device Number ： 1, 2, 3 

Capacity : 67GB 

Unused Capacity : 47GB 


項目 

RAID ビユ-ア 

項目 

raidcmd 

説明 

番号 

RAID Controller #X 
Disk Array #Y 

Universal RAID Utility にわける、ディスクアレイの管理番号(論理アドレス)です。 

ID 

ID 

ディスクアレイのオリジナルの識別情報です。 RAID 〕ントローラの BIOS ユーティリティが管 
理するディスクアレイと 、 Universal RAID U 川 ity の管理するディスクアレイを対応させるに 
は、この値を使用します。 

物理デバイス番号 

Physical Device 
Number 

ディスクアレイを構成する物理デバイスの番号です。 

容量 

Capacity 

ディスクアレイの容量です（単位 GB )。 

未使用容量 

Unused Capacity 

ディスクアレイの未使用領域の容量です（単位 GB )。 


オペレーシヨンの実行状況を確認する 


RAID システムで実行しているオペレーシヨンの実行状況を RAID ビユーア、および、 raidcmd で確認できます。 

RAID ビユーアでオペレーシヨンの実行状況を確認するには、オペレーシヨンビユーを使用します。オペレーシヨンビユーについては、「才 
ペレーシヨンビユー」を参照して〈ださい。 

raidcmd でオペレーシヨンの実行状況を確認するには、 

" opiist " コマンドを使用します。" opiist " コマンドで表示する才 
ペレーシヨンの種類はじ I 下のとわりです。それぞれのオペレーシヨン 
ごとに、対象コンポーネントと、状態を表示します。 

■ 初期化 （ Initialize ) 

■ リビルド ( Rebuild ) 

■ 整合性チェック （Consistency Check ) 

表示するオペレーシヨソま、 raidcmd を実行時に実行中のオペレーシヨンです。終了したオペレーシヨンは表示しません。終了した 
オペレーシヨンの結果は 、 RAID ログやプロパティで確認します。 


> raidcmd opiist 

RAID Controller #1 
Logical Drive #1 

Consistency Check 

(52%) 

Logical Drive #2 

Initialize 口 3 〇 / 〇 ) 


Physical Device #1(0) : 

Rebuild (99%) 


RAID Controller #2 

Logical Drive #1 

Consistency Check 

(2%) 

Physical Device #2(1 )： 
> 

Rebuild (22%) 



RAID システムの情報を最新の状態にする 


Universal RAID Utility が管理する RAID システムの管理情報は、 raidsrv サービスが次のタイミングで取得します。 

■ raidsrv サービスを起動したとき 

■ RAID システムの状態の変化やオペレーシヨンの実行状態の変化などの事象が発生し、そのイベントを受信したとき 

これらに I 外のタイミングで RAID システムの管理情報を更新したい場合は、 RAID ビューア、もし〈は、 raidcmd で RAID システムの 
情報を取得しなわします。 
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RAID ビューア 


[ファイル] ニューの[巧スキ ヤン] を使用します。 


手順 1 RAID ビューアを起動します。 [ファイル] にューで [巧 スキ ャン] をクリック 
します。 raidsrv サービスは RAID システムの情報を取得しなわし、 RAID ビューア 
の表示する内容を更新します。 



raidcmd 

" rescan " コマンドを使用します。 


手順 1 " rescan " 〕マンドを実行します。 raidsrv サ 
-ビスは RAID システムの情報を取得しなわします。 



RAID システムの動作記録を参照する 


RAID システムに対する操作、わよび、 RAID システムで発生したイベントは 、 Universal RAID Utility の RAID ログに記録します。 


オペレーテイングシステムが Windows の場合 、 RAID ログを参照するには、ログビューアを使用します。 


ログビユーアに表示する RAID ログの内容は、ログビユーアを起動したときの内容です。 RAID 口 
グの内容を更新するには、[ファイル]にユーで[最新の情報に更新]をクリックします。ログビユ 
-アは RAID ログを取得しなわし、表示する内容を更新します。 


击イル让 ） /VJ 口出) 


思巧の巧おに思巧 CE ) F 日 


パ子ィ比〕 

が 了な) 


オペレーテイングシステムが Linux の場合、 RAID ログを参照するには、テキスにディタなどで RAID ログのファイルを直接参照します。 
詳細は 「RAID ログへのイベントの記録」を参照して〈ださい。 
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RAID システムの] ンフイグレーシヨン 


Universal RAID Utility を使用した RAID システムのコンフイグレーシヨン ( RAID システムを構築すること)について説明します。 
Universal RAID Utility は、目的に応じていろいろな機能を提供しています。 





共用ホットスペア や 専用ホット 
スペアを ミスな〈簡単に 設定で 
きます。 


「ホットスペアを作成する」 
を参照して〈ださし、 


RAID システムの知識があ 
まりないので、難しいことを 
気にせずに RAID システム < 
を構築したい 


jT とにかく簡単に論理ドライブ 
( を追加したし、 巧 一,—^^ 

^ ムー/選択項目を 

、 諭拽ドうイづ 


RAID システ厶の知識があまりな 
〈ても RAID システムを構築でき 
る r イージー コンフイヴ' レーシヨ ン J 
機能を提供しています。 


「 RAID システムを簡単 
に構築する」 

を参照して〈ださし、 


選択項目を2つ決めるだけで 
論理ドライブのできあがり！ 



「論理ドライブを簡常こ 


1 

1 作成する」 



を参照してください 




論理ドライブの 詳細設定や複 
数個の論理ドライブ同時作 
成 も思いのまま！ 


「論理ドライブを自由に 
作成する」 

を参照して〈ださし、 


/ 不要な論理ドライブを削除し \ 
( たいが、間違ってシステムを •-) 
v . 壊さないか不安がある J 


パーテイシ ヨンが 存在する論理 
ドライブなどを 誤って削除する 
ことはありません。 


「論理ドライブを削除す 
る」を参照して〈ださし、 


図 8 RAID システムのコンフイグレーシヨン機能 
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ホットスペアを作成する 


Universal RAID Utility は、障害が発生した物理デバイスを置換するために使用するホットスペアを作成できます。 
ホットスペアには、下の2種類のモードがあります。 


モード 説明 


共用ホットスペア 同一 RAID コントローラのすべてのディスクアレイのホットスペアとして使用できます。 

専用ホットスペア 同一 RAID コントローラの特定のディスクアレイのホットスペアとして使用できます。 

いずれのモードにわいても、ホットスペアとして機能するためには]下の点に留意する必要があります。 

■ ホットスペアは、同一のインタフエースタイプ、同一のデバイスタイプの物理デバイスで構成するディスクアレイにのみホットスペア 
として機能します。 

■ ホットスペアは、障害が発生した物理デバイスとホットスペアの容量が同じか、もし〈は、障害が発生した物理デバイスの容量 
がホットスペアの容量よりも小さい場合のみ機能します。 

■ S . M . A . R . T . エラーを検出している物理デバイスは、ホットスペアとして使用できません。 


共用ホットスペアとは 

共用ホットスペアとは、同一 RAID コントローラのすべての論理ドライブのホットスペアとして機能するホットスペアです。 

(例 1) RAID コントローラに論理ドライブ#1 と#2 が存在する RAID システムで共用ホットスペアを作成すると、共用ホットス 
ペアは論理ドライブ#1と#2のホットスペアとして機能します。 




共用 


ホットスペア 



共用ホットスペアは、 RAID コント ローラ 
のすベての論理ドライブのホツトスペアと 
して機能します。 


図 9 共用ホットスペア 1 


(例 2) 例1の RAID システムに論理ドライブ#3を追加した場合、共用ホットスペアは論理ドライブ#3のホットスペアとしても 
機能します。 


去-ぉ-お 

觸ドライブ論理ドライブ 論理ドライブ I 

■ #1 _ #2 _ #3 ■■夕 



共用 

ホットスペア 



共用ホットスペアは、 RAID コント ローラ 
のすベての論理ドライブのホツトスペアと 
して機能します。 


図 10 共用ホットスペア 2 
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専用ホットスペアとは 


専用ホットスペアとは、同一 RAID 〕 ントローラの選択した論理ドライブのホットスペアとして機能するホットスペアです。専用 
ホットスペアは、 lil 下のような特徴があります。 

■ 専用ホットスペアは、選択した論理ドライブのホットスペアとして機能します。 

選択していない論理ドライブにはホットスペアとして機能しません。 

■ 1台の専用ホットスペアを複数個の論理ドライブの専用ホットスペアとして作成することもできます。 

■ 1個の論理ドライブに複数の専用ホットスペアを作成できます。 

• RAID レペルが RAID 0の論理ドライブが存在するディスクアレイには、専用ホットスペアを作成でき 
r^i ません。 

• 論理ドライブが存在しないディスクアレイには、専用ホットスペアを作成できません。 

• 専用ホットスペアは、ディスクアレイを構成する物理デバイスと、インタフエースタイプ、デバイスタイプ 
が同じ物理デバイスで作成できます。 

(例 1) RAID 〕ントローラに論理ドライブが と#2 が存在する RAID システムで専用ホットスペアを作成します。作成する論理 
ドライブに論理ドライブ#1のみを選択すると、専用ホットスペアは論理ドライブ#1のホットスペアとして機能します。論理ドラ 
イブ#2のホットスペアとしては機能しません。 



図 11 専用ホットスペア 1 


(例 2) 例1とは異なり、専用ホットスペアを作成する論理ドライブに論理ドライブ#1と論理ドライブ#2の両方を選択すると、 
専用ホットスペアは論理ドライブ#1と論理ドライブ#2の両方のホットスペアとして機能します。 



例 1) とは異なり論理ドライブ#2も選択 
したため、論理ドライブ#! と#2 の両方 
のホツにペアとして機能します。 


図 12 き用ホットスペア 2 


(例 3) 例1の RAID システムで、物理デバイスの障害発生に対する備えをさらに強化するため、論理ドライブがの専用ホッ 
トスペアをもう1台追加することもできます。この場合、専用ホットスペア#1 と#2は2 台とも論理ドライブ#1のホットスペア 
として機能します。論理ドライブ#2のホットスペアとしては機能しません。 
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*^:'-も-、; も rS ^-- ! 

' 論理ドライブ■論理ドライブ ■専用 専用 

\ #1 ) #2 \ ホットスペア#1ホットスペア#2 I 

■ -心 - は、2麵理ド 

：ライブ#1のホットスペアとして機能します。 


図 13 専用ホットスペア 3 


(例 4) 例2の RAID システムも、例3のように論理ドライブ#し#2の専用ホットスペアをもう1台追加することもできます。 
この場合、専用ホットスペア#1 と#2 は論理ドライブが と#2 の両方のホットスペアとして機能します。 


論理ドライブ 
#1 


、 


論理ドライブ 
#2 




専用 
ホットスペア#1 


専用 
ホットスペア#2 


図 14 専用ホットスペア 4 


専用ホットスペア#1と#2は、論理ドライブが 
と#2 の両方のホットスペアとして機能します。 


共用ホットスペアの作成 


共用ホットスペアを作成する手順を説明します。 

RAID ビューア 


[操作]メニューの[共用ホットスペア作则を使用します。 

手順 1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで 
[ステータス]が[レディ]の物理デバイスをクリックしま 
す。[操作]ニューで[ホットスペア]をポイントし、 

快用ホットスペア作刷をクリックします。 

手順2共用ホットスペアを作成後、物理デバイスの 
プロパティを参照すると、[ステータス]の値が [ホット 
スペア]になり、新たに [ホット スペア情報]という項 
目を表示し、値が[共用]となります。 


■■■し■■■ド I \LLjf 


巧ホットが:ア(出 ► 

共巧ホットスパア巧巧に） 


な制むライ MW 

な制ねライ ME ) 


専巧ホットスパア巧巧に)... 

ホットが:ア賠蹄化） 


十'丄—± — 一、 S \ \ 


容き 

67GB 

1ステータス 

ホットスパア 

1ホットがア情報 

共用 

|s.M.A,R,T. 

正巧 


raidcmd 

" hotspare " コマンドを使用します。 
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手順 1 じ I 下のパラ;^-夕を指定して、 "hotspare 
コ7ンドを実行します。 


-ホツにペアを作成する物理デバイスが存在する RAID コント 
口ーラの番号 

-共用ホッにペアを作成する物理デパイスの番号 


手順 2 共用ホットスペアを作成後、物理デバイスの 
プロパティを参照すると、 [ S ね tus ] の値が [Hot 
Spare ] になり、新たに [Hot Spare Information ] とい 
う項目を表示し、値が [ Global ] となります。 


> raidcmd hotspare -c=1 -p=b -mr=make •■■■■1 

Make Global Hot Spare. 


Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 

> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=6 •■■■■ 2 

RAID Controller #1 Physical 

Device #6 

ID 

Enclosure 

Slot 

5 

1 

6 

Device Type 

HDD 

Interface 

SAS 

Vendor/Mode I 

Seagate ST1 2345678 

Firmware Version 

BK09 

Serial Number 

1111 

C?p3r ■■■■■■■■■■■■■ 

J46GR ■ ■ ■ 

Status 

Hot Spare f 

Hot Spare Information 

Global • 

S. li/l. A. ん "Tr - -- -- -- -- -- I 

> 

■ Nurm 过 I" ■■— 


専用ホットスペアの作成 

専用ホットスペアを作成する手順を説明します。 

RAID ビュ-ァ 

[操作]メニユ-の[専用ホットスペア作刷を使用します。 

手順 1 RAID ビューアを起動します。ツリーむ一で[ステータス]が[レディ]の物理デバイスをクリックします。 


手順 2 [操作] ニューで[ホット スペア]をポイント 
し、[専用ホットスペア作刷をクリックします。 


巧 

ホットスバ:ア (H) ► 


共巧ホットスパア巧咖の 


な制むライシ阳） 

強制わラむた） 

専巧ホットスパア巧咖 Q)... 


ホットが:ア賠蹄化） 


ホけ正ホニ/二、.一、/1、 


手順 3 [専用ホットスペアの作成]ダイアログボックス 

ち巧ホ？トスバアの巧ぶ 

1 


を表示します。専用ホットスペアを作成するディスクア 

き用ホツトスパアを巧成するディスウ7レイを遇おします。厄） 


レイのチェックボックスをオンにします。複数のディスク 

ホ号 

1ぶ要容量 1 

論理ドライプ 1 


アレイの専用ホットスペアとすることもできます。なわ、 
[選択した物理デバイスの容量]よりも必要容量が 
大きしザィスクアレイの専用ホットスペアにはできませ 
ん。 

囚旨 ディスウアレイ #1(0) 

33 GB 

1. 2,3 


[0 K ] をクリックすると、専用ホットスペアを作成しま 





す。 

遇巧した物巧デバイスの容き ； f 

67 GB 




E 

OK i | 村处ル 

U 


手順 4 専用ホットスペアを作成後、物理デバイスの 
プロパティを参照すると、[ステータス]の値が [ホット 
スペア]になり、新たに [ホット スペア情報]という項 
目を表示し、値が[専用(ディスクアレイ # X )] となり 
ます。 


II 


1容き 

67GB 

1ステータス 

ホットスパア 

1ホットがア情報 

き用（ディスウアレイ# 1) 

|s.M.A,R,T. 

正巧 



raidcmd 


hotspare" コマンドを使用します。 
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手順 1 じ I 下のパラ;^-夕を指定して、 "hotspare" 

コ7ンドを実行します。 

-ホッにペアを作成する物理デバイスが存在する RAID コント 
口ーラの番号 

-ホッにペアを作成する物理デバイスが存在する RAID コント 
口ーラの番号傳用ホットスペアを作成する物理デバイスの容 
量は、対象となるディスクアレイで使用中の物理デバイスと 
同じ、もしくは、それが上である必要があります。） 

-専用ホットスペアの対象となるディスクアレイの番号 

手順2専用ホットスペアを作成後、物理デバイスの 
プロパティを参照すると、 [Status] の値が [Hot 
Spare] になり、新たに [Hot Spare Information] 
とし、う項目を表示し、値が [Dedicated (Disk Array 
#X)] となります。 


> raidcmd hotspare 

-c=1 -p=6 -mr=make -a=2 

• ■■■■1 

Make Dedicated Hot Spare. 


Do you continue ? 

\ 

[yes (y) or no(n)] : yes 


ノ 

> raidcmd property 

-tg=pd -c=1 -p=6 鲁 ■ ■ 

■■2 

RAID Controller #1 

Physical Device #6 


ID 

: 5 


Enclosure 

: 1 


Slot 

: 6 


Device Type 

: HDD 


Interface 

: SAS 


Vendor/Mode I 

: Seagate ST1 2345678 

Firmware Version 

: BK09 


Serial Number 

:1111 


ii tu ■■■■■■■ 

. 心 .I が巧 . . 


Status 

: Hot Spare 

■ 

. Hot Spare Information : Dedicated (Disk Array #2) i 

ふ M. A. パ . で ■■■■■■ 

> 

■■■■■■■ Norma r ■ ■ ■ ■ ■ 

■ 匯 ■ ta 凹 ■ ■ 


ホットスペアの解除 

ホットスペアを解除する手順を説明します。 


RAID ビュプ 

[操作] ニユーの[ホットスペア 解除]を使用します。 

手順1 RAID ビュ ーアを起動します。ツリー ビューで ステータスが「ホットスペア」の物理デバイスをクリックします。 


手順2 [ 操作 ] ニユーで[ホット スペア]をポイント 
し、 [ホット スペア 解除 ] をクリックします。 


手順3ホットスペアを解除後、物理デバイスのプロパ 
テイを参照すると、[ステータス]の値が[レ デイ ] にな 
り、 [ホット スペア情報]という項目は表示しません。 


づ vr し/ド 1 VLiy 


巧ホットが:ア(出 ► 

共吊ホットが巧巧成粒! 

1 な制むラむ帖） 

専巧ホットスパア巧咖 Q )... 

1強制わライ ME ) 

1 ホ]十 1■丄—± —— / — 、 一0"! \ 

ホットが:ア賠蹄化） 


1容き 

67GB 

ステータス 

レディ 

[s.M.A.R.T. 

正巧 


raidcmd 


" hotspare " コマンドを使用します。 

手順1じ I 下のパラ;^-夕を指定して、 " hotspare " 
コマンドを実行します。 

-ホットスペアを解除する物理デバイスが存在する RAID コント 
口ーラの番号 

-ホットスペアを解除する物理デバイスの番号 

手順2ホットスペアを解除後、物理デバイスのプロパ 
ティを参照すると、にね tus] の値が [Ready] になり、 
[Hot Spare Information] とし、う項目は表示しませ 
ん。 


> raidcmd hotspare -c=i -p=6 -mr=remove •■■■■] 
Remove Hot Spare. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 

> 

> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=6 •■■■■ 之 

RAID Controller が Physical Device #6 

ID : 5 

Enclosure :1 

Slot : 6 

Device Type : HDD 

Interface : SAS 

Vendor/Mode I : Seagate ST1 2345678 

Firmware Version : BK09 

Serial Number :1111 

满 &pa レ i 巧 .. り 

J Status : Ready ■ 

R. y . . . 
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RAID システムを簡単に構築する_ 

Universal RAID Utility は、 RAID 〕ントローラに未使用の物理デバイスを接続した状態から、論理ドライブの作成、ホットスペア 
の設定といったコンフィヴ I レーシヨンを簡単に行える「イージーコンフィヴ I レーシヨン」機能をサポートしています。 

「イージー〕ンフィグレーシヨン」は、 RAID 〕ントローラに接続している未使用の物理デバイスについて、データ格納に使用する台数 
(論理ドライブを構成する物理デバイスの台数)とホットスペアに使用する台数を決定すると 、 Universal RAID Utility が自動的に 
RAID システムを構築する機能です。 

「イージー〕ンフィグレーシヨン」により RAID システムを構築するメリットはじ I 下のとわりです。 RAID システムを構築する際に検討、 
操作しなければいけない作業を Universal RAID Utility が代わりに巧います。 

■ 3つの項目 （ RAID 〕ントローラ、論理ドライブで使用する物理デバイスの台数、作成する論理ドライブの個数)を指定するだ 
けで RAID システムを構築できます。 

■ 論理ドライブの選択項目 （ RAID レペル、容量、ストライプサイズ ..... etc ) は 、 Universal RAID Utility がすべて自動的に設定 
します。 

■ 複数の論理ドライブを同時に作成できます。 

■ ホットスペア用に物理デバイスを残すと 、 Universal RAID Utility が自動的に作成する論理ドライブの専用ホットスペアを作 
成します。 


イージー〕ンフイヴレーシヨンの操作手順 

イージ ー〕 ン フイグレーシヨ ンを使用する手順を説明します。 


RAID ビユプ 

[ツール]^ニユーの[イージーコンフィグレーシヨン]を 使用します。 

手順 1 イージーコンフィグレーシヨンで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイ 
ミンク‘で接続します。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 


手順 2 [ツール]ニューで [イ -ジ-コンフイグレ-シヨン] を クリック します。 


ツ-ル江） 

AJ レプお） 

イーつ 

-王 V 7 ィヴレーン心(巨)... 


n バ一で… 广卜ん1_1 


手順 3 [イージーコンフイグレーシヨン]ウイザードが起 
動します。 

ステップ1/3では、コンフイグを行う RAID コントローラ 
を選択します。コンフイヴ‘を行う RAID コントローラをク 
リックし、[次へ]をクリックします。 

[ RAID コントローラ]には、イ ージー コンフイヴ1 レーシヨ 
ンを行う条件を満たしていない RAID 〕ントローラは 
表示しません。 
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手順 4 ステップ2/3では、論理ドライブで使用する 
物理デバイスの台数(データ格納に使用する物理デ 
バイスの台数)、 RAID 〕ン阳ーラに作成する論理ド 
ライブの個数を指定します。インタフエースタイプやデ 
バイスタイプの異なる物理デバイスが存在するときは、 
それぞれのタイプごとに指定します。指定したら[次へ] 
をクリックします。 



手順5ステップ3/3では、イージー〕ンフイグレーシヨ 
ンで構築する raid システムの〕ンフイグレーシヨンを 
表示します。表示する内容で〕ンフイヴするときは、 
[0 K ] をクリックします。〕ンフイグ内容を変更したいと 
きは、原る]をクリックします。 



手順6ステップ3/3で [0 K ] をクリックすると 、 RAID 
システムの構築を実行します。論理ドライブの作成、 
ホットスペアの設定が完了したら、[イージーコンフイグ 
レーシヨンウイザードの完了]を表示します。この時 
点で、論理ドライブの作成、ホットスペアの作成は完 
了しています。ウイザードを閉じたらツリービューなどで 
〕ンフイグレーシヨンを確認します。ただし、作成した 
論理ドライブの初期化は完了していない可能性があ 
ります。論理ドライブの初期化の実行状況や結果は、 
オペレーシヨンビューで確認します。 



raidcmd 

"econfig" コマンドを使用します。 

手順1イージーコンフィグレーシヨンで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイ 
ミングで接続します。 

手順 2 "econfig" コマンドを実行します。 

手順3イージー〕ンフイグレーシヨンの条件を指定します。 

Stepl /3 では、〕ンフイグを行う RAID コントローラを選択します。〕ンフイグを行う RAID 〕ントローラの番号を入力します。 
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手順 4 Step 2/3 では、論理ドライブで使用する物 
理デバイスの台数 （ Physical Device count using 
Logical Drive(s) )、 RAID コントローラに作成する論 
理ドライブの個数に resting Logical Drive count) 
を指定します。インタフエースタイプやデバイスタイプの 
異なる物理デバイスが存在するときは、それぞれの夕 
イプごとに指定します(右の例では、 SAS インタフエース 
の物理デバイスについて設定してしけす。異なるタイ 
プの物理デバイスが他にも存在する場合は、この操 
作をタイプごとに行います)。 

手順5 Step 3/3 では、イージーコン フィグレーシヨ ンで 
構築する RAID システムの〕 ン フィグレーシヨ ンを表示し 
ます。表示する内容で〕ンフ ィヴ するときは、 yes を入 
力します。〕ン フィグ 内容を変更したいときは、 no を 
入力します。 

yes を入力すると、 raidcmd は RAID システムの〕ンフイ 
グレーシヨンを実行し、 raidcmd が正常終了します。 
この時点で、論理ドライブの作成、ホットスペアの作 
成は完了してしけす。各〕ンポーネントのプロパティな 
どで〕ンフィグレーシヨンを確認します。ただし、作成し 
た論理ドライブの初期化は完了していない可能性が 
あります。論理ドライブの初期化の実行状況や結果 
は、" opiist " コマンドで確認します。 


> raidcmd econfig ■■フ 

Step 1/3 : Select RAID Cont roller 

RAID Controller #1 MegaRAID SAS PCI Express(TM) ROMB 
RAID Controller #2 LSI Corporation MegaRAID SAS 8408E 

RAID Control ler [1-2] : 1 参 ■■■■ 3 

Step 2/3 : Set the contents of configuration 

〈Physical Device (Type : SAS )〉 

Unused Physical Device count : 7 

Physical Device count using Logical Drive(s) [2-7] : 6 
Hot Spare count : 1 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y 

Maximum Logical Drive count : 2 

Creating Logical Drive count [1-2] : 1 

Do you continue ? I!yes(y) or no(n)] : y ♦■■■■4 

Step 3/3 : Confirm the contents of configuration 

RAID Controller #1(0) LSI MegaRAID SAS 8202E 
Disk Array #1 
LD #1[Online] RAID 5 
PD #1(0) [Online] SAS-HDD 
PD #2(1) [On I ine] SAS-HDD 
PD #3(2) [On I ine] SAS-HDD 
PD #7(6) [Dedicated Hot Spare] SAS-HDD 
Disk Array #2 
LD #2 [On I ine] RAID 5 
PD #4(3) [On I ine] SAS-HDD 
PD #5(4) [On I ine] SAS-HDD 
PD #6(5) [On I ine] SAS-HDD 
PD #7(6) [Dedicated Hot Spare] SAS-HDD 
Disk Array #3 
LD #3 [On I ine] RAID 1 
PD #8(7) [On I ine] SATA-HDD 
PD #9(8) [On I ine] SATA-HDD 
PD #10(9) [Dedicated Hot Spare] SATA-HDD 

〈 Caution 〉 

Create Logical Drive #2 with different Physical Devices of 
a capacity. Therefore, Logical Drive capacity is decided by 
the smallest Physical Device of capacity. 

Run the above configuration. 

Initialize al I of Logical Drive after creating them. You can 
see the progress and the resu It of i n i t i a I i zat i on by "op I i st" 
and "property commands. 

Do you continue ? I!yes(y) or no(n)] : yes ♦■■■■5 


Step 3/3 で RAID コントローラと物理デバイス (PD) には 2 つの番号を表示します。 

RAID Controller #A (B) 

PD #C (D) 

A : RAID コントローラの番号、 B : RAID コントローラの ID 
C :物理デバイスの番号、 D: 物理デバイスの ID 


イージー〕ン フイグレーシヨ ンを実行できる RAID 〕 ントローラ 

イージーコンフイグレーシヨンを実行できる RAID コントローラは、じ I 下の条件を満たしている必要があります。 

1. 専用ホットスペアを作成できる RAID コントローラであること 

2. RAID 〕ントローラに、未使用の物理デバイスを 2 台に I 上接続していること 

イージー〕ンフイグレーシヨンで使用できる物理デバイス 

イージー〕ンフイグレーシヨンで使用できる物理デバイスは、「未使用の物理デバイス」です。「未使用の物理デバイス」とは、 
[ステータス]/ [Status] が[レディ]/ [Ready] の物理デバイスを指します。 
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イージ ー〕 ンフイヴレーシヨンによる論理ドライブの作成 


イージー〕ンフイグレーシヨンで作成する論理ドライブの内容について説明します。 


RAID レペルと作成できる論理ドライブの個数 


イージー〕ンフイグレーシヨンで作成する論理ドライブの RAID レペルは、 RAID 1 もし〈は、 RAIDS となります。どちらを 
使用するかは、 RAID コントローラがサポートする RAID レペルの種類、および、論理ドライブで使用する物理デバイスの台 
数により決まります。 

また、作成できる論理ドライブの個数も、同様の条件により決まります。 

RAID 1と RAID 5の RAID レペルをサポートする RAID コン!:口一云 


論理ドライブで使用する 論理ドライブの 作成できる論理ドライブの個数 

物理デバイスの台数 RAID レペル 


2台 RAID 1 1 

3〜5台 RAIDS 1 

6台レ:>1上 RAIDS 論理ドライブで使用する物理デバイスの台数/ 3 


RAID 1の RAID レペルのみサポートする RAID コントローラ 


論理ドライブで使用する 論理ドライブの 作成できる論理ドライブの個数 

物理デバイスの台数 RAID レペル 


2台レ:>1上 RAID 1 論理ドライブで使用する物理デバイスの台数/ 2 


wO イージー〕ンフイグレーシヨンでは、 RAID レペルが RAID 1もしくは RAIDS な外の論理ドライブは 
じ S 作成できません。 


論理ドライブに使用する物理デパイス 


作成する論理ドライブに使用する物理デバイスは、ホットスペアを作成する物理デバイスを除き、物理デバイス番号の 
小さし巧から順に使用します。 


(例）イージー〕ンフィヴ‘レーシヨンで物理デバイス# 1 〜 #7 を使用できるとき、# 3 をホットスペアに使用するようなケースで 
は、物理デバイス番号の小さし巧から# 1 と#2 と# 4 で論理ドライブ# 1 を、# 5 と# 6 と#7 で論理ドライブ# 2 を作成し 
ます。 


物理デバイス物理デバイス物理デバイス 
#1 #2 #3 

I I ホットスペア 


物理デバイス 
#4 


論理ドライブ 
#1 



物理デバイス物理デバイス物理デバイス 
#5 #6 #7 


麵 

論理ドライブ 
#2 


図15 [イージーコンフイグレーシヨン]物理デバイスの割り当て1 

論理ドライブを複数作成するとき、それぞれの論理ドライブを構成する物理デバイスの台数が均等にならないときは、 
論理ドライブ番号のルさい論理ドライブに多〈割り当てます。 


56 


































(仿 ij ) イージーコンフィグレーシヨンで物理デバイス#!〜#7を使用できるとき、論理ドライブを2個作成するようなケースで 


日ロ ロ 


物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス 
#1 #2 #3 #4 #5 #6 #7 

」 し」 L 

广 


L 



論理ドライブ 論理ドライブ 

#1 #2 

は、物理デバイス#1〜#4の4台で論理ドライブ#1を、#5〜#7の3台で論理ドライブ#2を作成します。 
図 16 [イージーコンフイグレーシヨン]物理デパイスの割り当て 2 


怠 


S.M AR . T . エラーを検出している物理デバイスは、論理ドライブの作成に使用できません。 


論理ドライブの容量 


作成する論理ドライブの容量は、 RAID レペルと使用する物理デバイスの容量により決まります。 

イージー〕ンフィグレーシヨンは、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライブを作成します。 

1個の論理ドライブで異なる容量の物理デバイスを使用するときは、最も容量のルさい物理デバイスに合わせた容量 
で論理ドライブを作成します。 

(仿リ）イージーコンフィグレーシヨンで容量の異なる物理デバイス#!〜#7を使用できるとき、論理ドライブを2個作成する 
ようなケースでは、物理デバイス#1〜#4の4台で論理ドライブ#1を、#5〜#7の3台で論理ドライブ#2を作成しま 


物理デバイス物理デバイス I 物理デ バイろ I 物理デバイス ■ 物理デバイス物理デバイス I 物理デバイス 

■#1 4 ^つ 善つ I UA I 善に ua un 


#1 

50GB 


#2 


#3 


#4 


#5 


#6 


1 

一、- iT 一 1 

1 1 

1 

、 

^ 1 



Q 


論理ドライブ# 1 

150GB 

RAIDS 


容量が最もルさい物理デパイ 


容量が最もルさい物理 

スが 50 GB のため、#3と#4は 

[ _ J 

デパイスが 100 GB のた 

それぞれ 50 GB のみ使用する 

論理ドライブ#2 

め、#7は100 GB のみ使 

(#3 の残り100 GB 、 #4の残り 

200GB 

用する(残り 50 GB は未 

50 GB は未使用） 

RAIDS 

使用） 


す。このとき、論理ドライブの容量は最もルさい容量の物理デバイスにより決まります。 

図 17 [イージーコンフイグレーシヨン]論理ドライブの容量 

論理ドライブの選択項目 


作成する論理ドライブのその他の選択項目はじ1下のように決まります。 

g 選択項目 

値 

ストライプサイズ 

キかジシュモード 

初期化モード 

RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID 〕ントローラの種類により異なります)。 

RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID 〕ントローラの種類により異なります)。 

完全 
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イージ ー〕 ンフイグレーシヨソこよるホットスペアの作成 


ィージーコンフィグレーションで作成するホットスぺァの内容にっぃて試^明します。 

ホットスペアの台数 


ホットスペアの台数は、 RAID コント ローラに 接続している未使用物理デバイスの台数と、論理ドライブで使用する物理 
デバイスの台数により決まります。[イージーコンフィグレーシヨン]ウィザード/ econfig コマンドのステップ2/3で、[未使用物 
理デバイスの台数 ]/ [Unused Physical Device count ] から、[論理ドライブで指定する物理デバイスの台数]/ 

Physical Device count using Logical Drive ( s ) を引いた値がホットスペアの台数となります。 

ホットスペアに使用する物理デパイス 


ホットスペアに使用する物理デバイスは、容量が最も大きい物理デバイスから順にホットスペアとして使用します。同一 
容量の物理デバイスが複数存在するときは、物理デバイス番号の大きい物理デバイスから順に使用します。 

"列）イージーコンフイグレーシヨンで物理デバイス#!〜#7を使用できるとき、ホットスペアを2台作成するケースでは、容 
量の最も大きい物理デバイスは 150 GB で、かつ、3台存在するため、物理デバイス番号の大きい#5と#6を使用しま 
す。 



物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

#1 

#2 

#3 

#4 

#5 

#6 

#7 

100 GB 

100 GB 

150 GB 

100 GB 

150 GB 

1 

150 GB 

1 

100 GB 





1 

M 

1 

己 






ホットスペア 

ホットスペア 



図18 [イージーコンフイグレーシヨン]ホットスペアの割り当て 


がグ S . MAR . T . エラーを検出している物理デバイスは、ホットスペアに使用できません。 

1 ?^ 


ホツ トスペアのモード 


イージー〕ンフイグレーシヨソま、専用ホットスペアのみ作成します。共用ホットスペアは作成できません。 

論理ドライブを複数作成するときは、作成するすべての論理ドライブの専用ホットスペアになります。 

イージー〕ンフイグレーシヨンで作成する専用ホットスペアは、「同時に作成する論理ドライブの専用ホッ 
トスペア」になります。イージー〕ンフイグレーシヨンを実行するとき同一 RAID 〕ン阳ーラに他の論理ド 
ライブがすでに存在する場合、その論理ドライブの専用ホットスペアとはなりません。 
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(仿リ）イージーコンフィグレーシヨンで物理デバイス#!〜#7を使用して論理ドライブを2個、ホットスペアを1台作成すると 
きは、物理デバイス#7は両方の論理ドライブの専用ホットスペアとなります。 


S 

物理デバイス 物理デバイス 物理デバイス 

#1 #2 #3 #4 #5 #6 #7 




図19 [イージーコンフイグレーシヨン]専用ホットスペアの作成1 

(例）イージー〕ンフイグレーシヨンで物理デバイス#!〜#8で論理ドライブを2個、ホットスペアを2台作成するときは、物 
理デバイス#7と#8は論理ドライブ#! と#2 の両方の専用ホットスペア(どちらの論理ドライブに対してもホットスペアとし 
て機能します)となります。 


物理デバイス 
#1 #2 #3 


曰 


db 


物理デバイス 
#4 #5 #6 

--上- 

Q 


論理ドライブ 
#1 


論理ドライブ 
#2 




ノ 


物理デバイス 
#7 


物理デバイス 
#8 


: '去-—— 占-' 

I 専用ホットスペア専用ホットスペア 





- 方の専用ホットスペアとなります。 


図 20 [イージーコンフイグレーシヨン]専用ホットスペアの作成 2 
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論理ドライブを簡単に作成する 


Universal RAID Utility は、ガイドに従って選択項目を2つ選択するだけで論理ドライブを作成できる「論理ドライブの作成シン 
プルモード」をサポートしています。 

「論理ドライブの作成シンプルモード」は、論理ドライブの RAID レペルと使用する物理デバイスのわずか2つの選択項目を指定 
するだけで論理ドライブを作成する機能です。 

「論理ドライブの作成シンプルモード」により論理ドライブを作成する刈ットは]下のとわりです。論理ドライブを作成する際に検 
討しなければいけない選択項目は 、 Universal RAID Utility が代わりに決定します。 

■ 2つの選択項目 （ RAID レベル、使用する物理デバイス)を指定するだけで論理ドライブを作成できます。 

■ RAID レペル、使用する物理デバイス]外の選択項目（容量、ストライプサイズ ..... etc ) は 、 Universal RAID Utility がすべて 
自動的に設定します。 


論理ドライブの作成シンプルモードの操作手順 

論理ドライブの作成シンプルモードを使用する手順を説明します。 


RAID ビュプ 

[操们メニューの[論理ドライブの作成(シンプル)]を使用します。 

手順 1 論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID 〕ントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続し 
ます。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 


手 I 嗎 2 ツリービューで RAID コントローラをクリックし、 
隅们にュ-で[論理ドライブの作成]をポイント 
し、[シンプル]をクリックします。 


巧巧に） ツール 江）■^^け(出 

e 

論理ドライブの巧成た） ► 

シ:/プル(互)… 


プザー巧止怪） 


がけムに)... 


RAID 〕ントローラに未使用の物理デバイスが1台しか存在しない場合、論理ドライブの作成シンプ 
圓ルモードは実行できません。 


手順 3 [論理ドライブの作成(シンプル)]ウィザード 
が起動します。 

ステップ1/3では、作成する論理ドライブの RAID レ 
ベルを選択します。選択したら[次へ]をクリックしま 
す。 
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手順 4 ステップ2/3では、作成する論理ドライブに使 
用する物理デバイスを選択します。 RAID 〕ントロー 
ラに異なるインタフェースタイプ、デバイスタイプの物理 
デバイスが存在するときは、[タイスで使用するタイ 
プをクリックします。次に[物理デバイス]で使用する 
物理デバイスのチェックボックスをオンにします。使用 
する物理デバイスは、ステップ1/3で選択した RAID 
レペルを作成できる台数分選択しなければなりませ 


ん。 

物理デバイスを選択したら、[次へ]をクリックします。 



手順5ステップ3/3では、作成する論理ドライブの 
内容を表示します。表示する内容で論理ドライブを 
作成するときは [0 K ] をクリックします。内容を変更し 
たいときは、[戻る]をクリックします。 


手順6ステップ3/3で [0 K ] をクリックすると、論理 
ドライブの作成を実行します。論理ドライブの作成が 
完了したら、[論理ドライブの作成(シンプル）ウイザ 
-ドの完了]を表示します。この時点で、論理ドライ 
ブの作成は完了しています。ウイザードを閉じたらツリ 
-ビューなどで内容を確認します。ただし、作成した 
論理ドライブの初期化は完了していない可能性があ 
ります。論理ドライブの初期化の実行状況や結果は、 
オペ レーシヨ ンビ ューで 確認します。 




raidcmd 

"mkids" コマンドを使用します。 

手順1論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID 〕ントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続し 
ます。 


手順 2 lil 下のパラ;夕を指定して、" mkids" コマ 
ンドを実行します。 

- 論理ドライブを作成する RAID コントローラの番号 
- 論理ドライブの作成に使用する物理デバイスの番号（作成 
する論理ドライブの RAID レペルにより必要な物理デバイスの 
台数が異なります)。 

- 作成する論理ドライブの RAID レペル（「論理ドライブの作 
成シンプルモード」は、 RAID レペルが RAID 1 と RAID 5 の 
論理ドライブを作成できます。） 


> raidcmd mkids -c=1 -p=3, 4, 5 -r l=5 参 ■■■■ 2 
raidcmd creates Logical Drive #2. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y ♦■■■■3 

raidcmd created Logical Drive #2 ， and started to initialize 
it. 

You can see the progress and the result of initialize by 
"oplist" and property commands. 
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手順 3 確認火ッ t - ジに yes と入力すると、論理ドライブを作成します。 


手順 4 論理ドライブの作成が完了したら、 raidcmd は正常終了します。この時点で、論理ドライブの作成は完了して 
います。作成した論理ドライブの内容は、 "property" コマンドなどで確認できます。 

ただし、作成した論理ドライブの初期化は完了していない可能性があります。論理ドライブの初期化の実行状況や結 
果は、" opiist" コマンドで確認します。 

論理ドライブの作成シンプルモードで使用できる物理デパイス 

論理ドライブの作成シンプルモードで使用できる物理デバイスは、「未使用の物理デバイス」です。「未使用の物理デバイ 
ス」とは、[ステータス]/にね tus ] が[レディ]/ [ Ready ] の物理デバイスを指します。 

§✓' S . M . A . R . T . エラーを検出している物理デバイスは、論理ドライブの作成に使用できません。 

論理ドライブの作成シンプルモードによる論理ドライプの作成 

論理ドライブの作成シンプルモードで作成する論理ドライブの内容について説明します。 

RAID レベル 

論理ドライブの作成シンプルモードで作成できる論理ドライブの RAID レペルは、 RAID 1もし〈は 、 RAID 5です。 

論理ドライブの容量 

作成する論理ドライブの容量は、 RAID レペルと使用する物理デバイスの容量により決まります。 

論理ドライブの作成シンプルモードは、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライブを作成します。 

論理ドライブの選択項目 

作成する論理ドライブのその他の選択項目はレ: I 下のように決まります。 


選択項目 値 


ストライプサイズ RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID コントローラの種類により異なります)。 

キかジシュモード RAID 〕ントローラの既定値を使用します （ RAID 〕ントローラの種類により異なります)。 

初期化モード 完全 
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論理ドライブを自由に作成する 


Universal RAID Utility は、論理ドライブの選択項目を細か〈指定して望みどおりの論理ドライブを作成できる「論理ドライブの作 
成カスタムモード」をサポートしています。 

「論理ドライブの作成カスタムモード」は、論理ドライブの選択項目を細か〈指定して論理ドライブを作成する機能です。様々な 
RAID レペルの論理ドライブを作成したり、空き容量があるディスクアレイを使用して論理ドライブを作成したりもできます。 

また、 RAID ビュ ーアの 「論理ドライブの作成カスタム モー ド」は、複数の論理ドライブを同時に作成することもできます （raidcmd 
では、複数の論理ドライブを同時に作成することはできません)。 

「論理ドライブの作成カスタムモード」により論理ドライブを作成するメリットはレ: I 下のとわりです。 

■ いろいろな RAID レペル (RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6, RAID 10, RAID 50) の論理ドライブを作成できます。 

■ 選択項目焊量、ストライプサイんキャッシュモード、初期化モード)を細か〈指定できます。 

■ RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6の RAID レペルの論理ドライブを作成する場合、「未使用の物理デバイス」だけでなく、 
空き容量があるディスクアレイも使用できます。 

■ 複数の論理ドライブを一度の操作で作成できます （ RAID ビューアのみ)。 


論理ドライブの作成カスタムモードの操作手順 


論理ドライブの作成カスタムモードを使用する手順を説明します。 

I irO 論理ドライブの作成カスタムモードは、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードを 

アドバンストモードに変更してから操作して〈ださい。 


RAID ビューア 


[操作]ユーの[論理ドライブの作成(カスタム)]を使用します。 

手順 1 論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID 〕ントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続し 
ます。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 


手順2動作モードがスタンダー巧ードの場合は、ア 
ドバンストモードに変更します。[ツール]ニユーで 
[アドバンストモー鬥をクリックします。 

ツリービユーで RAID コントローラをクリックし、[操作] 

ニューで[論理ドライブの作成]をポイントし、[カスタム]をクリックします。 


巧巧に） ツール 江） AJ け(出 

己 

論理ドライプの巧成た） ► 


シ:/プルを)… 


ブザー f 亭止区） 

姑タムに)... 


手順 3 [論理ドライブの作成(カスタム)]ダイアログ 
ボックスが起動します。 

論理ドライブの作成カスタムモードは、[論理ドライ 
ブの作成(カスタム)]ダイアログボックスのリストに作 
成する論理ドライブを登録します。論理ドライブを登 
録するには、[新規作成]をクリックします。登録した 
論理ドライブを削除するには、削除する論理ドライブ 
をクリックし、[削除]をクリックします。 
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手順 4 [論理ドライブの作成(カスタム)]ダイアログ 
ボックスで[新規作刷をクリックすると、[論理ドライ 
ブの登録]ウィザードが起動します。 

ステップ 1/3 では、登録する論理ドライブの RAID レ 
ベルを選択します。選択したら[次へ]をクリックしま 
す。 


盖理ドライブの査録 


ぶ] 


STEP 1 / 3 : RAID レペルの遅巧 

論里ドライブの RAD ) レペルを遥巧します。 


RA のレペルほ） 


RAID 5 


RAID 0 
RAID 1 



RAID 6 
RAID 10 
RAID 50 


< 戻る(の j [ 汝へ(の > j _ キヤシセル ー! 


手順5ステップ 2/3 は、ステップ 1/3 で選択した RAID レペルにより操作が異なります。 


(1)RAID 0, RAID 1, RAID 5, RAID 6 の RAID 
レペルを選択した場合、論理ドライブで使用する 
ディスクアレイを選択します。 

RAID コントローラに異なるタイプの物理デバイスが 
存在するときは、[タイプ]で使用するタイプをクリッ 
クします。次に[ディスクアレイ]で使用するディスク 
アレイのノードをクリックします。 

ディスクアレイを選択したら、[次へ]をクリックします。 


使用するディスクアレイを新たに作成する場合は、 
[ディスク アレイの追加]をクリックします。 [ディスク 
アレイの追 カロ ] をクリックすると、 [ディスク アレイの追 
加]ダイアログボックスを表示します。 

追加するディスクアレイで使用する物理デバイスの 
チェックボックスを作成する RAID レペルに必要な 
台数分オンにします。オンにしたら [OK] をクリックし 
ます。 

[OK] をクリックすると、新たに作成するディスクアレ 
イが、[論理ドライブの登録]ウィザ-ドステップ 
2/3 の [ディスク アレイ]に追加されます。 



(2) RAID 10, RAID 50 の RAID レペルを選択し 
た場合、論理ドライブで使用する物理デバイスを 
選択します。 

RAID 10 の場合は 4 台の物理デバイスのチェック 
ボックスをオンにします。 RAID 50 の場合は 6 台レ: I 
上でかつ偶数台のチェックボックスをオンにします。 
物理デバイスを選択したら、[次へ]をクリックしま 
す。 


Jil 号お ■ 


STEP 2/3: 物巧デバイスの遷巧 


ぶ] 


論 I ドライブの巧励こほ巧する物理巧 S イスをお的します。 


タイプ江）： 

物理デバイスを）： 


fsAS-HDU 


宙ち i 容量 1 

囚 S PD #4(3) 

67GB 1 

囚曰 PD #5(4) 

33GB 

回 曰 PD #6(5) 

278GB 

回 巧 PD #7(6) 

278GB 


<戻る追）」 I 汝への）> \ _キャンセル」 
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手順 6 ステップ3/3では、登録する論理ドライブの 
選択項目を選択します。 

[容量]には、作成する論理ドライブの容量を範囲 
内の値で入力します。作成する論理ドライブの 
RAID レペルが RAID 10、もしくは RAID 50の場合、 
容量は入力する必要はありません。[ストライプサイ 
ズ]、 [キャッシュ モード]、[初期化モー鬥を選択しま 
す。 

すべての選択項目を選択したら、[次へ]をクリックし 
ます。 


旨まドライブのをな 


STEP 3/3: 設定項目の遷巧 

論里ドライブの巧ぶじほ巧する記を頁目を遇巧します。 


遇巧した RA の レペル： [raid 5 


容量 ( E ): 

|66 

GB ( 1 -66 ) 

ストライプサイズ(さ)： 

|64 KB 

d 

キャッシュモ-ドに)： 

1白勤切を 

d 

巧削ヒモ-ドの： 

1売を 

d 


<戻るほ）」 M ホへ.化)..> _キヤシセル」 


手順 7 ステップ3/3で[次へ]をクリックすると、[論 
理ドライブの登録ウイザードの完了]を表示します。 
ウイザードで選択した内容で論理ドライブを登録する 
ときは[完了]をクリックします。内容を変更したいと 
きは、原る]をクリックします。 


旨理ドライブのをる 


讀巧ドライブの登録ウィザ-ドの完了 

[完了]を州ッウすると、ウイザ-ドをが了します。 


登録する論巧ドライブの内容の遇巧を完了しました。 

[諭里ドライブの巧嚇カスタム)]タイア□クオ村ウスの論巧ドライブリストにを録します。 


<戻るほ ） J [完7 I ーキ ヤシ セル」 


手順 8 [論理ドライブの登録]ウィザードを完了する 
と、[論理ドライブの作成(カスタム)]ダイアロヴボック 
スのリストに論理ドライブを登録します。 



手順 9 複数の論理ドライブを同時に作成する場合、 
[新規作成]をクリックし、作成する個数分、手順4 
〜8を繰り返します。 

作成する論理ドライブをすべて登録したら、 [ OK ] を 
クリックします。 [ OK ] をクリックするとダイアロヴボックス 
を閉じて、登録した論理ドライブを作成します。作成 
した論理ドライブの内容は、ツリービューやプロパティ 
で確認します。 

ただし、作成した論理ドライブの初期化は完了して 
いない可能性があります。論理ドライブの初期化の 
実行状況や結果は、オペ レーシヨ ン む一で 確認しま 
す。 



raidcmd 


"mkldc" 〕マンドを使用します。 raidcmd では、同時に作成できる論理ドライブは1個です。 
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手順 1 論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID 〕ントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続し 
ます。 

手順 2 じ I 下のパラ;^-夕を指定して、" mkldc" コマ 
ンドを実行します。 

- 論理ドライブを作成する RAID コントローラの番号 
- 論理ドライブの作成に物理デバイスを使用する場合、使用 
する物理デバイスの番号 ( 作成する論理ドライブの RAID レ 
ペルにより必要な物理デパイスの台数が異なります） 

- 論理ドライブの作成にディスクアレイを使用する場合、使用 
するディスクアレイの番号 

- 作成する論理ドライブの RAID レペル（「論理ドライブの作 
成カスタ厶モード」は、 RAID レペルが RAID 0 、 RAID し 
RAID 5、 RAID 6 、 RAID 10、 RAID 50 の論理ドライブを作成できます） 

- 作成する論理ドライブの容量（未使用の物理デパイスの全面を使用して論理ドライブを作成する場合は、容量指定を省略できます） 

- 作成する論理ドライブのストライプサイズ （ RAID コントローラの既定値を使用する場合は、ストライプサイズの指定を省略できます） 

- 作成する論理ドライブのキャッシュモード (RAID コントローラの既定値を使用する場合は、ストライプサイズの指定を省略できます） 

- 論理ドライブの作成後に実行する初期化の動作モード ([Full] ( 完全 ) モードを推奨します。 [Full] ( 完全 ) モードの場合、初期化モードの指定 
を省略できます） 


户 ra I dcmd mk I dc -c=l -p=3, 4, 5 -r 1=5 
- i m=f u 11 01 

raidcmd creates Logical Drive #2 


-cm=auto 


Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y •* 

raidcmd created Logical Drive #2 ， and started to initialize 

it. 

You can see the progress and the result of initialize by 
"oplist" and property commands. 


手順 3 確認メッ t - ジに yes と入力すると、論理ドライブを作成します。 

手順 4 論理ドライブの作成が完了したら、 raidcmd は正常終了します。この時点で、論理ドライブの作成は完了して 
います。作成した論理ドライブの内容は、 "property" コマンドなどで確認できます。 

ただし、作成した論理ドライブの初期化は完了していない可能性があります。論理ドライブの初期化の実行状況や結 
果は、" opiist" コマンドで確認します。 

論理ドライブの作成カスタムモードで使用できるディスクアレイと物理デパイ 
ス 


論理ドライブの作成カスタムモードでは、作成する論理ドライブの RAID レペルにより、ディスクアレイ、もし〈は、未使用の 
物理デバイスを使用できます。 

• S . M . A . R . T . エラーを 検出している物理デバイスは、論理ドライブの作成に使用できません。 

• 論理ドライブが存在しなしザイスクアレイは、論理ドライブの作成に使用できません。 


RAID レペルが RAID 0, RAID 1 グ RAID 5, RAID 6 の論理ドライブ 


空き領域が存在するディスクアレイ、もし〈は、未使用の物理デバイスを使用できます。 

空き領域が存在するディスクアレイは、ディスクアレイの末尾の領域に存在する空き領域を使用できます。また、作成 
する論理ドライブの RAID レペルは、ディスクアレイ上で使用している領域に存在する論理ドライブの RAID レペルと同じで 
なければなりません。 

未使用の物理デバイスを使用する場合、ディスクアレイを作成し、そのディスクアレイに論理ドライブを作成します。「未 
使用の物理デバイス」とは、[ステータス]が[レディ]の物理デバイスを指します。 


RAID レペルが RAID 10, RAID 50 の論理ドライブ 


未使用の物理デバイスのみ使用できます。「未使用の物理デバイス」とは、[ステータス]/ [ Status ] が[レディ]/ [ Ready ] 
の物理デバイスを指します。 


論理ドライブの作成カスタムモードによる論理ドライブの作成 


論理ドライブの作成カスタムモードで作成する論理ドライブの内容について説明します。 
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RAID レペル 


論理ドライブの作成カスタムモードで作成できる論理ドライブの RAID レペルは 、 RAID 0、 RAID し RAID 5 、 RAID 6、 
RAID 10 、 RAID 50 です。 

■ RAID レペルは、 RAID 〕ントローラごとにサポートする内容が異なります。サポートしない RAID レペル 
1ぷ1は選択できません。 


論理ドライブの容量 


作成する論理ドライブの容量は、任意の容量を指定できます。作成する論理ドライブの RAID レペルが RAID 0、 
RAID し RAID 5 、 RAID 6の場合は、1つのディスクアレイに複数の論理ドライブを作成することもできます(同ーディスク 
アレイ内の論理ドライブは、同じ RAID レペルのみ指定できます)。作成する論理ドライブの RAID レベルが RAID 10、も 
しくは RAID 50の場合は、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライブを作成します。 

論理ドライブの選択項目 


作成する論理ドライブのその他の選択項目は]下のように決まります。 




ストライプサイズ 1 KB , 2 KB , 4 KB , 8 KB , 16 KB , 32 KB , 64 KB , 128 KB , 256 KB , 512 KB , 1024 KB から選択でき 



じ I 下の3つから選択できます。 

Auto Switch :バッテリの有無、状態により自動的に Write Back と Write Through を切り替え 
るモードです。 

Write Back : 非同期書込みを行うモードです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 


キかジ シュモード 


初期化モード 


じ I 下の2つから選択できます。 

完全 / Full :論理ドライブ中の管理領域とデータ領域を初期化します。 
クイック / Quick :論理ドライブ中の管理情報のみ初期化します。 


及 I お U 說重ス諭福表て撰重せ f ?、 画コント□-ラごとけポ-卜する内容が異なります。サ 
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論理ドライブを削除する 


Universal RAID Utility は、不要になった論理ドライブを削除できます。 

I wrO 論理ドライブの削除は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモー 
の ドに変更してから操作して〈ださい。 


怠 


• li 觀 IKi 離觀寬器端努端觀 ないか確認して化さい。 


レ: I 下の条件を満たす論理ドライブは削除できません。 

• パーティシヨンが存在する論理ドライブは削除できません。ただし、[状態]/ [ S ね te ] が[オフライ 
ン] /[ Offline ] の論理ドライブは削除できます。 

• オペレーティングシステムが Windows の場合、論理ドライブ(ディスク)をダイナミックディスクとして使 
用している。削除するには、論理ドライブをべーシックディスクに変換します。 

• オペレーティングシステムが Linux の場合、論理ドライブで LVM の LVM パーティシヨンが存在する。 
削除するには、 LVM パーティシヨンを削除します。 

• ディスクアレイの最後に位置しない論理ドライブは削除できません。 


論理ドライブの削除 

論理ドライブを削除する手順を説明します。 


RAID ビュプ 

[操作]ユ-の[論理ドライブの削除]を使用します。 

手順 1 RAID ビユーアを起動します。 

手順2ツトビユ-で削除する論理ドライブをクリックし、隅们にユ-で[論 
理ドライブの削除]をクリックします。 


m 

e 

午に） 、ツール 江）■^ルプ(出 

論巧ドライプの巧成(巨） ► 

プザー恃止広） 

堅合性チ I ッウに） 

巧期化の ► 

i 能里ドライプの肖 1 聯厄） 


raidcmd 


"delld" コマンドを使用します。 


手順 1 レ: I 下のパラ;^-夕を指定して、" delld" コマン 
ドを実行します。 

- 削除する論理ドライブが存在する RAID 〕ントローラの番号 
-削除する論理ドライブの番号 


> raidcmd delld -c=1 -I =2 >■■■■1 
Delete Logical Drive #2 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 
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1^10システ厶の；1ンテナンス 


Universal RAID Utility を使用した RAID システムのメンテナンスについて説明します。 


物理デバイスをパト□—ルリードする 


「パトロールリード」は、 RAID システムのすべての物理デバイスに対して、データの全面読み込みを行い、読み込みエラーが発生し 
ないかをバックグラウンドで繰り返し確認する機能です。パトロールリードは、物理デバイスの;^ディアエラーなどの障害を早期に発見 
するために有効な機能です。パ阳ールリードをサポートする RAID 〕ントローラの場合、必ず実行するようにして〈ださい。 

パトロ-ルリ-ドの実行間隔は、 RAID 〕ントロ-ラの種類により異なります。パトロ-ルリ-ドの実行間隔については、それぞれの 
RAID 〕ントローラのドキュ;^ソトを参照して〈ださい。なわ、 Universal RAID Utility では、パトロールリードの実行間隔を変更できま 
せん。 

Universal RAID Utility は、パ阳ールリードの実行有無、パトロールリードを実行する優先度を変更する機能を提供します。パ 
トロールリードの実行有無は、 RAID 〕ントローラごとに設定します。 


パトロールリード実行有無の設定 


パ阳ールリードの実行有無を設定する手順を説明します。 

I irO パ阳ールリード実行有無の設定は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをア 
CO ドバンス トモ — ドに変更してから操作してください。 


RAID ビューア 


RAID 〕ントローラのプロパティで設定を変更します。 

手順1 RAID ビューアを 起動します。 ツリーむ一で RAID コント ローラを クリックし、ロアイ ル ] ニューで [ プロパティ ] をク 
リックします。 


手順2 [RAID コントローラのプロパティ]で、[オプシヨ 
ン]タブをクリックします。[パトロールリード]の値を 
[有测もし〈は、[無测に変更します。 [OK] もし 
〈は帷用]をクリックします。 


些 s ' 性チ I クり惕元ち 

で 

二] 

パト□ールリード 

1ち如 

d 

パト□-ルリ-ド f 夏先度 


. 1 

プザー記ち 

酷如 

1 

地； 

J 


■; RAID 〕 ントローラの種類によってはパトロールリード機能をサポートしていないことがあります。パトロー 
'が'縣離鑑腺しなし、場合、[ォプション]タブの[パトロ-ルリ-ド]、[バトロ-ルリ-ド優 


raidcmd 


" optctrl " コマンドを使用します。 


手順1レ: I 下のパラ;^-夕を指定して、" optctrl " コマ 
ンドを実行します。 



-パトロールリードの実行有無を設定する RAID コントローラの番号 
-パトロールリードの有効/無効 
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手順 2 実行結果は、" property " 〕マンドで確認します。 


パトロ-ルリ-ドの実行結まの確認 


パトロールリードの実行結果は、 Universal RAID Utility の RAID □グで確認できます。 
パトロールリードで何らかの問題を検出したときは、 RAID ログにログを記録します。 


パトロ-ルリ—ド優先度の設定 


パトロールリードをその〕ンピュータ内で実行する優先度を設定することができます。パトロールリードの優先度を設定する 
手順を説明します。 


irO パトロールリード優先度の設定は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドパ 

CLJ ンストモードに変更してから操作してください。 


RAID ビューア 


RAID コントローラのプロパティで設定を変更します。 

手順1 RAID ビュ ーアを起動します。ツリー ビューで RAID コントローラをクリックし、ロァイル]ニ ューで [プロパティ]をク 
リックします。 

手順2 [RAID コントローラのプロパティ]で、[オプシヨ 
ン]タブをクリックします。[パトロールリード優先度] 

の値を[高]もし〈は、[中]、[倒に変更します。 

[0K] もしくは帷用]をクリックします。 

raidcmd 


" optctrl " コマンドを使用します。 

手順1下のパラ;夕を指定して、" optctrl " コマ 
ンドを実行します。 

-パ阳ールリードの優先度を設定する RAID コント ローラの 番 

-パトロールリード優先度の変更後の値 （ high , middle , low 
から選択します） 


手順2 " optctrl " コマンドが成功すると、 RAID コン 
トローラの [Patrol Read Priority] が変更した値にな 
ります。 


> raidcmd optctrl -c=1 -prp=high 9 
)raidcmd property -tg=rc -c=1 ■ 

RAID Controller #1 
ID : 0 

Vendor : LSI Co" 

Model : MegaRAIC 

ROMB 

Firmware Version : 1.12.02- 

Cache Size : 128MB 

Battery Status : Normal 

Rebuild Priority : High 

Consistency Check Priority : Low 
〇こた 巧 I Pend ■■■■■■■■■■■ EncbIe ■ 
Patrol Read Priority : High 

Buzzer" SecfiTife ■■■■■■■■■ Eiiabib ■ 


LSI Corporation 

MegaRAID SAS PCI Express(TM) 

1.12. 02-0342 

128MB 

Normal 

High 

Low 

Encb!e ■ ■ • 

High : 

Eiihbifc ■■ J 



巧圳 

-U 

パト □- ルリ-ド f 夏先度 

I 中 

d 

プザ-記ち 

起 . J 

— 

辟 

I 

m \ 
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論理ドライブの整合性をチェックする 

「整合性チェック」は、論理ドライブのデータ領域のデータとパリティの整合性をチェックする機能です。 Universal RAID Utility は、 
整合性チェックの開始、停止、整合性チェックを実行する優先度を変更する機能を提供します。 

整合性チェックは、物理デバイスの;^ディアエラーなどの障害を早期に発見するためにパトロールリードに次いで有効な機能です。 
パトロールリードをサポートしない RAID コントローラの場合、定期的に整合性チェックを実行するようにして〈ださい。 Universal RAID 
Utility をインストールすると、パトロールリードをサポートしない RAID 〕ン阳ーラには、定期的に整合性チェックを実行するよう設定し 
ます。 

整合性チェックは、論理ドライブごとに実行します。 

wrO 整合性チェックの開始、停止は、スタンダー巧ード、アドバンストモードのどちらでも使用できます。 

CtJ 整合性チェックを実巧する優先度の変更は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モ 
-ドをアドバンストモードに変更してから操作してください。 


整合性チェックの手動実行 


整合性チェックを開始する手順を説明します。 


■L 整合性チェックは、ロテータス]/ [ Status ] が[オンライン]/ [ Online ] レ: I 外の論理ドライブへ実行できま 

I け I せん。 

整合性チェックは、 RAID レペルが RAID 0の論理ドライブへ実行できません。 


RAID ビューア 


[操们ュ-の[整合性チェック]を使用します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリーむ一で論理ドライブをクリックし、隅 
作]ニュ-で禮合性チェック]をクリックします。 


巧巧に） 、ツール (1)AJ レプ (H) 
6 論巧ドライプの巧成(巨） ► 

プザー 1 ■亭止区） 


堅合 I 性チ I ッウに） 


手順2整合性チェックを開始すると、[オペレーシヨン 
ビュ ー] に整合性チェックの実行状況を表示します。 
整合性チェックが完了すると、オペレーシヨンビューの 
[状態]が時了]となります。 


raidcmd 




1 

!!T1 甘 W レけ、 

. 1 

© f 亭ム脚 

X 肖縣担）1 

1 

1すパレーシヨシ 1 

1巧象 

1が態 1 

陪合性チ I ッウ 


RAID ： Dh [ 

:]ーラ#1 LD #3 

実行中（日。/。） 麵 

リピルド 
巧期化 


RAIDID 卜□ーラ# 1 PD #7 
RAIDID 卜□ーラ# 1 LD #4 

完了 

完了 


"CC" コマンドを使用します。 

手)嗎1じ I 下のパラ;^-夕を指定して、" CC" コマンド 
を実行します。 

. 整合性チェックを実行する論理ドライブが存在する RAID 〕 
ントローラの番号 

. 整合性チェックを実行する論理ドライブの番号 


> raidcmd cc -c=1 -I =2 -op=start ♦■■■■ J_ 

> raidcmd op list 參 ■■■■ 2 
RAID Controller #1 

Logical Drive #2 : Consistency Check (30%) 


手順 2 整合性チェックを開始したら、 raidcmd は正常終了します。整合性チェックの実行状測ま、 " opiist " コマンドで 
確認します。 
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スケジュール実行の手段 


raidcmd をスケジュール実行するには、 Windows のタスクや Linux、VMware ESX Server の cron などのジョブ管理アプ 
リケーションを使用します。 

Universal RAID Utility は、パトロールリードをサポートしない RAID 〕ントローラでメディアエラーなどの障害を早期に発見 
できるように、整合性チェックをスケジュール実行するタスクを作成します。 

Universal RAID Utility の提供するタスク （ Windows ) 


Universal RAID Utility をインストールすると、 Windows のタスクにじ I 下のようなタスクを登録します。 

実行スケジュールの変更や、タスクの肖り除は、 Windows のタスクで行います。タスクの使い方については、 Windows の 
ヘルプなどを参照して〈ださい。 


項目 

説明 

タスク名 

整合性チェック 

実行曜日 

水曜日 

開始時刻 

AM 0:00 

実行コマンド 

(Universal RAID Utility インストールフオルダ) ¥ di ¥「 aidcmd.exe ccs 

実す j アカウント 

NT AUTHORITYVSYSTEM 


Universal RAID Utility の提供するタスク （ Linux、VMware ESX Server ) 


Universal RAID Utility をインストールすると、 cron にじ I 下のようなタスクを登録します。 

実行スケジュールの変更や、タスクの削除は、 cron の機能で行います。 cron の使い方については、 man コマンドで 
cronfS )、 crontab ( l )、 crontab (5) を参照して〈ださし、。 


項目 説明 


実行曜日 水曜日 

開始時刻 AM 0:00 

実行コマンド / opt / nec / raidcmd/raidcmd ccs 

実行^アカウント root 


パトロールリードをサポートしない RAID 〕ントローラのすべての論理朽イブへの整合性チェックの実行 

パ阳ールリードをサポートしない RAID 〕 ントローラのすべての論理ドライブへ整合性チェックを実行するには 、 raidcmd 
の" CCS" コマンドを使用します。 

整合性チ:！:ックの停止 

実行中の整合性チェックのオペレーシヨンを途中で停止することができます。整合性チェックを停止する手順を説明します。 

RAID ビュ-ァ 

オペ レーシヨ ンビ ューの [停止]を使用します。 

手順 1 整合性チェックを実行中に[オペレーシヨンビュ ー] を参照します。 
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CM 亭ム脚 >1 ■: K-w お® -J" 2 

才レーシヨ：/ ]nm ] が態 


麗合性チ:[ッウ RAIDID 卜□ーラ#1 LD #3 実行中く日。/。)。 


リピルド RAIDID 卜□ーラ#1 PD # 了 完了 

巧期化 RAIDID 卜□ーラ#1 LD #4 完了 


raidcmd 


"CC" コマンドを使用します。 

手)嗎 1 じ I 下のパラ;^-夕を指定して、" CC" コマンド 
を実行します。 

. 整合性チェックを停止する論理ドライブが存在する RAID 〕 
ントローラの番号 

. 整合性チ： L ックを停止する論理ドライブの番号 


> raidcmd cc -c=1 -I =2 -op=stop 参 ■ 

> raidcmd op list ♦■■■■2 
RAID Controller #1 


手順 2 整合性チェックを停止したい禮合性チェッ 
ク] の オペ レーシヨ ンをクリックします。オペ レーシヨ ンビ 
ューの [停止]をクリックします。整合性チェックが停 
止すると、オペ レーシヨ ンビ ューの [状態]が[停止]と 
なります。 


手順2整合性チェックを停止したら、 raidcmd は正常終了します。停止した整合性チェックは、 " opiist " 〕マンドで表 
示する一覧から消えます。 


整合性チェックの実行結まの確認 


整合性チェックの実行結果は 、 Universal RAID Utility の RAID □グで確認できます。 
整合性チェックで何らかの問題を検出したときは 、 RAID ログにログを記録します。 


整合性チェック優先度の設定 


整合性チェックをその〕ンピュータ内で実行する優先度を設定することができます。整合性チェックの優先度を設定する手 
順を説明します。 

I wrO 整合性チェック優先度の設定は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドパ 
じ^ ンストモードに変更してから操作してください。 


RAID ビュプ 

RAID 〕ントローラのプロパティで設定を変更します。 

手順 1 RAID ビュ ーアを起動します。ツリー ビューで RAID コントローラをクリックし 、 [ ファイル]ニューで [プロパティ]をク 
リックします。 


手順 2 [RAID コントローラのプロパティ ] で、[オプシヨ 
ン ] タブをクリックします。禮合性チェック優先度] の 
値を[高]もし〈は、[中]、[倒に変更します。 [0 K ] 
もしくは帷用]をクリックします。 


リ仁ル ri 民兀に 

问 

JJ 

裝含性チ I ッウ慢先度 

1 中 

d 

パト□ールリード 

1 高 


パト□-ルリ-ド fi 先度 



IfS 


-VW. ミ〜た 

血 A+n 

■ 1 


raidcmd 


" optctrl " コマンドを使用します。 
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手順 1 レ: I 下のパラ;^-夕を指定して、" optctrl" 〕 
マンドを実行します。 

. 整合性チェックの優先度を設定する RAID 〕ントローラの番 

口 

. 整合性チェック優先度の変更後の値 （ high , middle , low 
から選択します） 


手順 2 "optctrl" コマンドが成功すると、 RAID コン 
トローラの [Consistency Check Priority ] が変更し 
た値になります。 


> raidcmd optctrl -c=1 -ccp=middIe ♦■■■■1 

> raidcmd property -tg=rc -c=1 •■■■■ 2 
RAID Controller#! 

ID : 0 

Vendor : LSI Corporation 

Model : MegaRAID SAS PCI Express(TM) 

ROMB 

Firmware Version : 1.12. 02-0342 

Cache Size : 128MB 

Battery Status : Normal 

Hebji Id Pciority . . り抽 ■■■• 

Consistency Check Priority : Middle = 

Pca 1- i '6 I " RSdCi ■■■■■■■■■■, Ei 1 ab i も ■ ■ 

Patrol Read Priority : Low 

Buzzer Setting : Enable 
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論理ドライブを初期化する 


「初期化」は、論理ドライブの全領域に0を書き込み、内容を消去します。論理ドライブの内容をすべて消去したいときに使用し 
ます。 

「初期化」には、じ I 下の2つのモードがあります。 


モード 説明 


完全 論理ドライブの全領域に0を書き込み、内容を完全に消去します。 

クイック 論理ドライブ中の管理情報が存在するブロックにのみ0を書き込みます。オペレーテイングシステムのインス 

卜ール情報やパーテイシヨン管理情報のみ消去します。管理情報に0を書き込むだけなので、完全モード 
よりも早〈終了します。ただし、0を書き込んでいない領域が存在するため、論理ドライブ内のデータの整 
合は整ってしなせん。 


wO 

m 

爸 



初期化に関する操作は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモ 
-ドに変更してから操作して〈ださい。 


盤邸! f 鷄譜離施性チェックをがと、整合が整つてし蜘^^^ 


パーテイシヨンが存在する論理ドライブは初期化できません。 


初期化の実行 

初期化は、論理ドライブごとに実行します。初期化を開始する手順を説明します。 

RAID ビューア 


[操们にュ-の閒期化]を使用します。 


手順 1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで論理 
ドライブをクリックし、隅们にューで[初期化]をポ 
イントし、[完全]、もし〈は、[クイック]をクリックします。 


巧巧に） 

ツールの A ルプ(出 

e 

i 能里ドライプの巧成(巨） 卜 

プザー巧止区） 

f 


裝合性チ I ッウに） 

1 

巧期化 (1) ► 

完全の 


齡里ドライブの肖1聯也） 

ウイッウ脚 


手順 2 初期化を開始すると、[オペ レーシヨ ンビユ ー] 
に初期化の実行状況を表示します。初期化が完了 
すると、オペ レーシヨ ンビ ューの [状態]が[完了]とな 
ります。 


© f 亭ム脚 

X 肖縣脚 

1 

1 すパレーシヨシ 1 

1 巧を 

1 が態 1 

圓巧期化 


RAID ： Dh [ 

:]ーラ #1 LD #3 

実行中（日％) 1 

リピルド 
巧期化 


RAIDID 卜□ーラ# 1 PD #7 
RAIDID 卜□ーラ# 1 LD #4 

完了 

完了 


raidcmd 


"init" コマンドを使用します。 



初期化は、 [ S ね tu がステータス)が [ Online ] (オンライン)レ: I 外の論理ドライブへ実行できません。 
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手順 1 じ I 下のパラ;^-夕を指定して、" init" コマンド 
を実行します。 

-初期化を実行する論理ドライブが存在する RAID 〕ン阳一 
ラの番号 

-初期化を実行する論理ドライブの番号 


> raidcmd init - c =1 -I =2 - op=start 参 ■■■■1 

> raidcmd op list 參 ■■■■ 2 
RAID Controller #! 

Logical Drive #2 : Initialize (50%) 


手順 2 初期化を開始したら、 raidcmd は正常終了します。初期化の実行状況は、 "opiist" コマンドで確認します。 


初期化の停止 


実行中の初期化のオペレーシヨンを途中で停止することができます。初期化を停止する手順を説明します。 

RAID ビュプ 

オペ レーシヨ ン む一の [停止]を使用します。 

手順 1 初期化を実行中に[オペレーシヨンビュ ー] を参照します。 


手順 2 初期化を停止したい[初期化]のオペレー 
シヨンをクリックします。 オペレーシヨンビ ユーの [停止] 

をクリックします。初期化が停止すると、オペレーシヨン 
ビュ-の[状態]が[停止]となります。 


© 巧 ムに)> 

呼 ■圓如 ■ 

I" 2 

1ォパレ-シ心 1 

1巧象 

1が態 1 

1巧期化 


RAID：Dh[ 

:]ーラ#1 LD #3 

実行中（日。/。） ! 


リピルド RAIDID 卜□ーラ#1 PD # 了 完了 

巧期化 R AIDID 卜□ーラ#1 LD #4 完了 


raidcmd 

"init" コマンドを使用します。 


手順 1 じ I 下のパラ;^-夕を指定して、" init" コマンド 
を実行します。 

-初期化を停止する論理ドライブが存在する RAID コン阳一 
ラの番号 

-初期化を停止する論理ドライブの番号 



手順 2 初期化を停止したら、 raidcmd は正常終了します。停止した初期化は、 "opiist" コマンドで表示する一覧か 
ら消えます。 


初期化の実行結まの確認 


初期化の実行結果は 、 Universal RAID Utility の RAID □グで確認できます。 
初期化で何らかの問題を検出したときは 、 RAID ログにログを記録します。 


初期化優先度の設定 


初期化をその〕ンたータ内で実行する優先度を設定することができます。初期化の優先度を設定する手順を説明しま 
す。 

wO 初期化優先度の設定は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドパンストモ 
m -ドに変更してから操作して〈ださい。 
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初期化優先度の設定は、 RAID 〕 ントローラの種類によっては、サポートしていないことがあります。サポ 
-卜していない場合、 RAID ビューアや raidcmd に項目を表示しません。 raidcmd の" optctrl" コマン 
ドは失敗します。 


RAID ビュプ 

RAID コントローラのプロパティで設定を変更します。 

手順 1 RAID ビュ ーアを起動します。ツリー ビューで RAID コントローラをクリックし、 ロアイ ル] ニューで [プロパティ]をク 
リックします。 


手順 2 [ RAID コントローラのプロパティ]で、[オプシヨ 
ン]タブをクリックします。[初期化優先度]の値を 
[高]もし〈は、[中]、[倒に変更します。 [0 K ] も 
しくは帷用]をクリックします。 


nis 他 i 

巧期化情先度 

1高 

zi 

1リピルド梅先度 1高 1 

[裝含性チ I ッウ慢先度 



f J 休 n - il . il - K ； 


,1 


raidcmd 

"optctrl" コ7ンドを使用します。 


手順 1 lil 下のパラ;夕を指定して、" optctrl" 〕 
マンドを実行します。 

-初期化の優先度を設定する RAID コントローラの番号 
-初期化優先度の変更後の値 （ high , middle , low から選 
択します） 


手順 2 "optctrl" コマンドが成功すると、 RAID コン 
トローラの [Initialization Priority ] が変更した値に 
なります。 


> raidcmd optctrl - 

> raidcmd property 
RAID Controller #1 
ID 

Vendor 

Model 

Firmware Version 
Cache Size 

Bnttory こ . . . . 

Initialization Priority 
RoLu i rcf Tr-] Gr i を ■ ■ ■ ■ ■ ■ 
Consistency Check Priority 
Patrol Read 
Patrol Read Priority 
Buzzer Setting 


c=1 - ip=middIe 
-tg=rc -c=1 参 


2 


Vendor Name 
Model Name 
1.00 
128MB 

it'o— rra" ■" 
Middle ； 

Low 

Enable 

Low 

Enable 
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手 

お 

手 

] 


手順 3 リビルドを開始すると、[オペ レーシヨ ンビユ ー] 
にリビルドの実行状況を表示します。 

リビルドが完了すると、オペ レーシヨ ンビ ユーの [状態] 
が[完了]となります。 


堅合性チ:[ッウ RAID コ :/卜□ーラ#1 LD #4 

リピルド RAID コ :/卜□ーラ#1 PD #7 


raidcmd 


[操们 ニ ュ-の[リビル鬥を使用します。 

順 1 リビルドで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続します。 
が里デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 


順 2 ツリ-ビュ-でリビルドに使用する物理デバイスをクリックし、隅们； C 二 
-で[リビル鬥をクリックします。 


巧巧に） 、ツール (1) ■\ルプ(!=1) 
田論巧ドライプの化成た） ► 

プザ ー f 亭止区） 


结合 I 性チ I ッウに） 

巧期化の ► 

論巧ドライプの肖 I 聯也） 


ド.+〇| L つ 


© f 亭ム脚 

X 肖縣担） 

I 

I すパレーシヨシ I 

I 巧を 

1状態 1 

圓リピルド 


RAID ： Dh[ 

:] ーラ #1 PD # 了 

実行中（日。/。） 1 


每リピルド化) 


"rebuild" コマンドを使用します。 


I け I 


する論理ドライブの [ Status ] (ステータス)が [ Degraded ] のときに実行できます。 


その物理デバイスを使用 


手順 1 リビルドで使用する物理デバイスを RAID 〕 ン阳ーラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続します。 


手順 2 レ: I 下のパラ;^-夕を指定して、 "rebuild" 
コ7ンドを実行します。 

-リビルドを実行する物理デパイスが存在する RAID コント 
口ーラの番号 

-リビルドを実行する物理デバイスの番号 


> raidcmd rebuild - c =1 - p =3 - op=start 藝 ■ 


> raidcmd op Iist ♦ ■ 
RAID Controller #1 
Physical Device #3(2) 


Rebuild (70%) 


物理デパイスをリビルドする 


「リビルド」は、故障などで物理デバイスを交換するとき、新しい物理デバイスを論理ドライブに組み込むことを指します。通常、リビ 
ルドは、スタンバイリビルドやホットスワップ J ビルドとし巧 RAID 〕ントローラの機能により、自動的にリビルドが動作します。そのため、手 
動でリビルドを行う機会は多〈ありませんが、手動でリビルドを行うときは 、 Universal RAID Utility を使用します。 

■ H 5 手動でのリビルドは、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモードに 
の 変更してから操作して〈ださい。 

リビルドの実行 

リビルドは、物理デバイスに実行します。リビルドを実行する手順を説明します。 

RAID ビユーア 


了 了 了 
完完ち 
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手順 3 リビルドを開始したら、 raidcmd は正常終了します。リビルドの実行状測よ、 "opiist" 〕7ンドで確認します。 


オペ レーシヨ ン む一の [停止]を使用します。 

手順 1 リビルドを実行中に[オペレーシヨンビュ ー] を参照します。 


手順 2 リビルドを停止したい[リビル鬥のオペレー 
シヨンをクリックします。 オペレーシヨンビユーの[停止] 

をクリックします。リビルドが停止すると、オペレーシヨン 
ビュ-の[状態]が[停止]となります。 


©巧 止脚 •■: X ■削おが■い ■ 2 


オバレーソヨシ 


巧を 


堅合性チIッウ 
リピルド 

!! T 1 な AV レ 


RAIDID 卜□ーラ# 1 LD #4 
RAIDID 卜□ーラ# 1 PD #7 


raidcmd 


"rebuild" コマンドを使用します。 

手順 1 lil 下のパラ;^-夕を指定して、" reb 山 Id" 〕 
マンドを実行します。 

-リピルドを停止する物理デパイスが存在する RAID 〕ン阳一 
ラの番号 

-リピルドを停止する物理デパイスの番号 



手順 2 リビルドを停止したら、 raidcmd は正常終了します。停止したリビルドは、 "opiist" コマンドで表示する一覧から 
消えます。 


リビルドの実行結まの確認 


リビルドの実行結果は、ツリービューとプロパティ、わよび 、 Universal RAID Utility の RAID ログで確認できます。 

リビルドが成功すると、リビルドに使用した物理デバイスのツリービューのアイコンが[オンライン]/ [ Online ] アイコンに変化しま 
す。 また、 物理デバイスのプロパティの[ステータス]/にね tus ] が[オンライン]/ [ Online ] になります。 


リビルドで何らかの問題を検出したときは 、 RAID ログにログを記録します。 


リビルド優先度の設定 


リビルドをその〕ンたータ内で実行する優先度を設定することができます。リビルドの優先度を設定する手順を説明しま 


す。 


wO リピルド優先度の設定は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモ 

い i — ド|; 


ドに変更してから操作して〈ださい。 
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リビルドの停止 

実行中のリビルドのオペレーションを途中で停止することができます。リビルドを停止する手順を説明します。 

I wO リピルドの停止は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモードに 
の 変更してから操作して〈ださい。 

RAID ビューア 


リピルド R AID] V卜□ーラ#1 PD #7 実行中日％ 


了 了 了 
完完ち 





















RAID ビューア 


RAID 〕ントローラのプロパティで設定を変更します。 

手順 1 RAID ビュ ーアを起動します。ツリー ビューで RAID コントローラをクリックし、ロァイル]ニ ューで [プロパティ]をク 
リックします。 

手順 2 [RAID コントローラのプロパティ ] で、[オプシヨ 
ン]タブをクリックします。[リビルド優先度]の値を 
[高]もし〈は、[中]、[倒に変更します。 [0 K ] も 
しくは帷用]をクリックします。 


^__ 

1巧目 1 

値 1 

リピルド惕先度 1 

1や d 

整合性チ I ッウ慢先度 

庭 . 1 

パト□ールリード 


m 1 

J 休 n-il,il-K ； 柏牛を 

ち 


raidcmd 


"optctrl" 〕マンドを使用します。 

手順 1 じ I 下のパラ;^-夕を指定して、" optctrl" コ 
7ンドを実行します。 

-リビルドの優先度を設定する RAID コントローラの番号 
-リビルド優先度の変更後の値 （ high , middle , low から選 
択します） 

手順 2 "optctrl" コマンドが成功すると、 RAID コン 
トローラの [Rebuild Priority ] が変更した値になりま 
す。 


> raidcmd optctrl -c=l 

-rp=middle >■■■■! 

> raidcmd property -tg=rc -c=1 •■■■■7 

RAID Controller #1 


ID 

: 0 

Vendor 

: LSI Corporation 

Model 

: MegaRAID SAS PCI Express(TM) 

ROMB 


Firmware Version 

: 1.12. 02-0342 

Cache Size 

: 128MB 

和ド广けぶ+ドわみ ■■■■■■ 

m m m N つ广 [Fib m m m 

- Rebuild Priority 

: Middle : 

* 电 [ 「ぶ ; s tgnov CKeotf ?F ror i け < ■Low ■ ■ ■ ■ * 

Patrol Read 

: Enable 

Patrol Read Priority 

: Low 

Buzzer Setting 
> 

: Enable 
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物理デバイスの実装位置を確認する_ 

「実装位置の確認」は、 RAID ビューアで表示する特定の物理デバイスが、本体装置やエンクロージャのどのスロットに実装してい 
るのか知りたいときに使用します。具体的には、「実装位置の確認」は、指定した物理デバイスを実装している本体装置やエンクロ 
-ジャの DISK ランプを点灯燥置の種類によっては点滅)します。 DISK ランプが点灯している物理デバイスを探せば、 RAID ビューア 
や raidcmd で「実装位置の確認」を実行した物理デバイスを特定できます。 

点灯した DISK ランプは、3分後に自動的に消灯します。なわ、 RAID 〕 ントローラの種類によつ口よ、 DISK ランプを消灯する機能 
をサポートします。 


wO RAID ピユーアや raidcmd では、 DISK ランプの点灯/消灯を識別できません。そのため、複数の物 

CLJ 理デパイスで同時に DISK ランプを点灯すると、物理デパイスの実装位置を確認できな〈なる可能性 
があります。物理デパイスの DISK ランプは、 1 台ずつ点灯して実装位置を確認するようにして〈ださ 
し、。ランプを点灯した物理デパイスの番号を y モしておくと、消なするときに便利です。 


実装位置の確認手順 


実装位置の確認は、物理デバイスに実行します。実装位置の確認手順を説明します。 

RAID ビューア 


[操们メニューの[実装位置表示(ランプ)]を使用します。 

手順 1 RAID ビューアを起動します。 

ツトビューで実装位置の確認を行う物理デバイスをクリックし、[操作]にューで[実装位置表示(ランプ)]をポイント 
し、[オン]をクリックします。[オン]をクリックすると、物理デバイスの DISK ランプが点灯燥置の種類によっては点滅)し 
ます。点灯している DISK ランプは、3分後に自動的に消灯します。 


手)嗎 2 DISK ランプを消灯できる RAID コントローラの場合、 
[操们ニユーの[実装位置表示(ランプ)]の时フ]が有 
効になります。 

DISK ランプを消灯するには、ツリービューで DISK ランプが 


社巾…リ -1 


実装 f 立置表示行:/プ KL ) 卜 


わ(叫 

わの 



点灯している物理デバイスをクリックし、隅们；^ ニ ューで[実装位置表示(ランプ)]をポイントし、[オフ]をクリックしま 
す。 


raidcmd 


"slotlamp" コマンドを使用します。 


手順 1 実装位置を確認するために DISK ランプを点 
灯するには、じ I 下のパラ;^-夕を指定して、 
"slotlamp" コマンドを- SW オプションに on を指定し 
て実行します。 



-実装位置を確認する物理デパイスが存在する RAID 〕ン阳ーラの番号 
-実装位置を確認する物理デバイスの番号 


手順 2 点灯した DISK ランプを消灯するには、" slotlamp" コマンドを- sw オプションに off を指定して実行します。 
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物理デパイスのステータスを強制的に変更する 


「物理デバイスのステータス強制変更」は、；^ンテナンス作業などで物理デバイスの[ステータス]を強制的に[オンライン]や[故障] 
に変更したいときに使用します。通常の運用にわいては使用しない機能です。 

I irO 物理デバイスのステータス強制変更は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードを 
CO アドバンストモードに変更してから操作して〈ださい。 


及 I 觸觀縱1こ織!氣帮溫骗ス鷄態脚障の度合いが大きいときな。にわ 


[オンライン]/ [ Onlinel へのを更 


物理デバイスの[ステータス]/ [ Status ] を強制的に[オンライン]/ [ Online ] へ変更する手順を説明します。 

RAID ビューア 


[操作]メニューの[強制オンライン]を使用します。 

手順 1 RAID ビューアを起動します。ツリーむ一でロテータス]が[故障]の物理デバイスをクリックし、隅作]ニュー 
で[強制オンライン]をクリックします。 

手順2強制オンラインに成功すると、物理デバイスの[ステータス]が[オンライ 
ン]になります。 


raidcmd 


"stspd" コマンドを使用します。 

手順 1 レ: I 下のパラ;^-夕を指定して、" stspd" コマ 
ンドを実行します。 "stspd" コマンドが成功すると、 
物理デバイスの [ Status ] が [ Online ] (オンライン)に 
なります。 

-ステータスを強制的に [Online] ( オンライン )1 こする物理デバ 
イスが存在する RAID コントローラの番号 
-ステータスを強制的に [Online] ( オンライン)にする物理デバ 
イスの番号 


)raidcmd stspd -c=1 -p=4 -st=onl me 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=3 i 
RAID Controller #1 Physical Device #3 
ID : 2 

Enclosure : 1 

Slot : 3 

Device Type : HDD 

Interface : SAS 

Vendor/Model : SEAGATE 

Firmware Version : 0001 

Serial Number : 3PE073VM 

お； D で 」 city .. ぶ C5i ■ ■ 

Status : Online 

. Njr . Tidh - 


1 

3 

HDD 

SAS 

SEAGATE ST 936751 SS 
0001 

3PE073VM 

33G5b ■ ■ ■ » 

Online = 

Njr.Tidh ■ ■ ^ 


4 ルツ rvvxj'uiu > 

な制才 :/ ライ :/ (N) 

巧ホ iw - i 。、 ■化、 
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[故障]/ [ Failed ] への変更 


物理デバイスの[ステータス]/ [ S ね tus ] を強制的に[故障]/ [ Failed ] へ変更する手順を説明します。 

RAID ビューア 


[操们メニュ-の[強制オフライン]を使用します。 

手順 1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで[ステータス]が[オンライン]の物理デバイスをクリックし、隅们；^二 
ュ-で[強制オフライン]をクリックします。 

手順 2 強制オフラインに成功すると、物理デバイスの[ステータス]が[故障]に 
なります。 


raidcmd 


"stspd" コマンドを使用します。 

手順 1 lil 下のパラ;夕を指定して、" stspd" コマ 
ンドを実行します。 

- ステータスを強制的に [Failed] 膊障)にする物理デバイスが 
存在する RAID コントローラの番号 
- ステータスを強制的に [Failed] 膊障)にする物理デバイスの 
番号 


手順 2 "stspd" コマンドが成功すると、物理デバイ 
スの [ Status ] が [ Failed ] (故障)になります。 


)raidcmd stspd -c=1 -p=1 -st=offiine 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=3 ( 
RAID Controller #1 Physical Device #3 
ID : 2 

Enclosure : 1 

Slot : 3 

Device Type : HDD 

Interface : SAS 

Vendor/Model : SEAGATE 

Firmware Version : 0001 

Serial Number : 3PE073VM 

•G 巧 uC-i ty. ■■■■■■■■■■■■■ r 3? G 5 ii ■ ■ 
■Status : Failed 

. 琴 Njr.iidh- 


ST 936751 SS 


巧币りすンつインの LJ 

な制才7ライ:/た） 

モロ化をち^に■'づ川、 
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RAID システ厶の障害監視 


Universal RAID Utility は、 RAID システムの障害を監視するために、さまざまな手段を提供してしけす 。 Universal RAID Utility 
が提供する障害監視機能をイ;^-ジ I こするか: I 下のようになります。 


Universal RAID 


RAID ビューア 





raidcmd 


障害検出手段1 
RAID コントローラが 
検出する RAID シス 
テムの障害は RAID 
ビューアや raidcmd 
で参照できます。 


ロヴビューァ 

灰 \ 




巧 



保守サービス会社 


ESMPRO/ServerManaaer 



障害検出手段 2 

r 障害検出手段 4 

RAID システムで発生した 
すべてのイベントを RAID 口 
ヴへ記録します。 

RAID ログの内容は、 

1 Windows はロヴビューア、 

' Linux はテキストエディタな 

1 II—-4^ rm — ^ 击 一 U 

RAID ログに記録 
するイベントのう 
ち、重要なものは 
OS のログにも記録 

します。 



障害検出手段5 
OS のログに記録したイペン 
卜は、 

ESMPRO/ServerManag 
er ヘア ラートを送イ言しま 
す。また、 Express 通報サ 
-ビスこより、保守サービス 
会社にもアラートを送イ言 i 
ます。 


障害検出手段3 
RAID コントローラ 
に ブザーを 搭載し 
ている場合、障害 
の 発生を ブザーで 
知らせます。 




OS □ヴ 


ブザー 


RAID システム 


図21 RAID システムの障害監視イメージ 

本章では 、 Universal RAID Utility を使用した RAID システムの障害監視について説明します。 


障害検出の手段 


Universal RAID Utility は、「図21 RAID システムの障害監視イメージ」のように様々な障害検出手段を提供してしなす。レ: I 下、 
それぞれについて説明します。 


RAID ビューアによる状態表示 


RAID ビューアは、 RAID システムの状態をツリービューの各コンポーネントのアイコン、わよび、プロパティの[ステータス]に表 
不します。 

ツリービュー上の各〕ンポーネントのアイ〕ンの詳細については、「ツリービュー」を参照して〈ださい。プロパティ中の[ステータ 
ス]の詳細については、 「 RAID システムの情報参照」を参照して〈ださい。 
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raidcmd による状態表示 


" property " コマンドにより、 RAID システムの各コンポーネントの状態を参照できます。プロパティの表示内容については、 
「 RAID システムの情報参照」を参照して〈ださい。 

RAID ログへのイペントの記録 


Universal RAID Utility は、 RAID システムで発生したイペントをすべて Universal RAID Utility の RAID ログに記録しま 
す。 


オペレーテイングシステムが Windows の場合、 RAID ログの内容はログむーアで参照できます。ログビューアの詳細について 
は、「ログビューアの機能」を参照して〈ださい。 

また、 RAID ログの内容は、テキスにディタなどでも参照できます。 RAID ログを参照するときは文字〕ードに注意して〈ださ 
し、。 


g オペレ-テイングシステム 

パスとファイル名 


文字コード 

Windows 

( インストールフオルダ )/ server/raid.log 

UTF-8 


Linux, VMware ESX Server 

/var/log/raidsrv/raid.log 

UTF-8 


RAID コント ローラの ブ ザー 


RAID 〕ン阳ーラにブザーを搭載している場合、発生した障害の種類によっては RAID 〕ントローラがブザーを鳴らします。 
RAID 〕ントローラのブザーは、手動で停止しない限り鳴り続けます。ブザーを停止する手順を説明します。 

RAID ビューア 


[ Control ] ニューの[ブザー停止]を使用します。 

手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで障害が発生している〕ンポーネントを確認します。 


手順2障害が発生しているコンポーネントが存在する RAID コントローラをクリツ 
クし、[操作]にュ-で[ブザ-停止]をクリックします。 


概 

己 

^( C ) つ-ル江） 

論埋ドライプの巧成(巨） ► 


プザー f 亭止区） 


中たム I 冲エ — 卜 I ^广、 


を I 鳴つてし、な〈てもゥリックできます。ブザ-が鳴 


raidcmd 


" sbuzzer " コマンドを使用します。 


手順1じ I 下のパラ;^-夕を指定して、" sbuzzer " 〕 
マンドを実行します。 

■ ブザーを停止する RAID 〕ントローラの番号 
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OS ログへのイペントの記録 


Universal RAID Utility は 、 RAID ログに記録した RAID システムのイベントのうち、重要なイベントは OS ログにも記録し 
ます 。 OS ロヴとは、オペレーティングシステムが Windows の場合、イペントログ(システム)です。オペレーティングシステムが 
Linux の場合、 syslog です。 

OS ログに記録するイベントについては、「付録 B : ロヴ y イベントー覧」を参照してください。 


ESMPRO / ServerManaqer へのアラート送信 


Universal RAID Utility は 、 OS ログに記録した RAID システムのイベントのうち、コンピュータの運用管理に影響がある重 
要なイベントを ESMPRO / ServerManager ヘアラートとして送信します。アラートの送信には、 ESMPRO / ServerAgent のイ 
ベント監視機能を使用します 。 Universal RAID Utility をインストールしている〕ンピュータに ESMPRO / ServerAgent をイン 
ストルし、かつ、アラートを送信する設定を行うと 、 Universal RAID Utility が検出する RAID システムのイベントは、自動的 
に ESMPRO / ServerManager ヘアラート送信されるようになります。 

ESMPRO / ServerManager へ通報するアラートについては、「付録 B : ログ/イベントー覧」を参照して〈ださい。 

■; ESMPRO / ServerAgent のアラート送信については、 ESMPRO / ServerAqent のドキュメントなどを参 

麻照して〈ださい。 


ESMPRO/AlertManager の通報連携を使用するには 

ESMPRO / ServerManager へ送信したアラートを、マネージャ間通信機能で転送したり、 ESMPRO / AlertManager の 
通報連携で使用したりするときは、 ESMPRO / ServerManager をインストールしている〕ンピュータにじ I 下のレジストリを追 
加します。 

レジストリキー 

X86 の場合： HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ NEC ¥ NVBASE ¥ AlertViewer ¥ AlertType¥URAIDUTL 
x 64 の場合： 

HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ Wow 6432 Node ¥ NEC ¥ NVBASE ¥ AlertViewer ¥ AlertType¥URAIDUTL 

值 


名前 種類 


WavDefault 

REG_SZ 

Server.wav 

An i Default 

REG_SZ 

Default.bmp 

Image 

REG_SZ 

Default.bmp 

Smalllmage 

REG_SZ 

Default.bmp 


アクセス権 


オペレーテイングシステムが Windows XP(Home Edition は除く )、 Windows 2000 、 Windows Server 2003、 
Windows NT の場合は、前述のレジストリキーに料下のアク t ス権を設定します。 


名前 


種類 

Administrators 

フルコントロール 


Everyone 

読み取り 


SYSTEM 

フルコントロール 


ESMPRO ユーザグループ 

フル]ントロール 
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■; ESMPRO ユーザグループは、 ESMPRO / ServerManager のインストール時に指定した、 ESMPRO を使 

I り Tl 用するユーザを管理するグループの名称です。グルーう名がわからない場合、 m 下のレジストリキーを 
参照します。 

X86 の場合: HKEY _ LOCA し MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ NEC¥NVBASE 

x 64 の場合: HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ Wow 6432 Node ¥ NEC¥NVBASE 

イ直 ： LocalGroup 


物理デパイスの故障を監視する 


RAID 〕ントローラが検出する物理デバイスの故簡ま 、 Universal RAID Utility では]下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 

RAID ログ 

ブザ - 

0S ログ 

アラ-卜 

raidcmd 

ィ 


RAID コントローラの機種 
に依存します 

ィ 

ィ 


論理ドライブで使用する物理デバイスが故障すると、物理デバイスの状態は[故障]/ [ Failed ] に変化します。また、その物理デ 
バイスを使用する論理ドライブの状態も、その冗長性の状測こより[縮退]/ [ Degraded ] 、もし〈は、[オフライン]/ [ Offline ] に変 
化します。物理デバイス、論理ドライブの状態は、その問題を解決するまでその状態を保持します。 

RAID ビューアは、物理デバイス、論理ドライブの状態を、ツリービューのアイ〕ン、および、プロパティに表示します。 また、 RAID ビュ 
-アは、 RAID システムの観点での状態や、コンピュータの観点での状態をツリービューに表示します。 
raidcmd は、物理デバイス、論理ドライブの状態を、プロパティに表示します。 

iJiT 、 物理デバイスの状態の変化による、 RAID ビューア、 raidcmd の表示について説明します。 

[ 図の説明 ] 

■ ~1 論理ドライブ 

■ ~1 物理デバイス 

' ~ 物理デバイス师ッにペア） 
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物理デパイスが故障していなし化き 


論理ドライブで使用しているすべての物理デバイスの状態が正常([ステータス]が[オンライン] ) のときは、論理ドライブの状態はオンライン([ステータス]が[オンライン] ) となります。 


RAID システムの構成と状態 


RAID ビユーアのプロパティ 


raidcmd のプロパティ 


#1[オンライン] 
RAID レペル 5 


lia 理ドライブのブ□バティ ■ 

- 

m 


、全肢 1 オプション 1 





占 


#1 #2 #ス #4 

[ オンライン ][ オンライン ][ オンライン ][ ホットスペア ] 


RAID ビューアのツリービュー 


巧目 


I f 直 


番号 1 

ID 0 

物理デバイス番号 1, る 3 

ディスウアレイ If 細 
RAID レペル 

容を 3^8 

ストライプサイズ ♦♦ も KB 

キャッシュモ - ド（現な値 ） ♦♦ か Vrite Through 

ステータス •• オンライン 


1 がちが 

♦が iW 


論理ドライブ 
[オンライン ( Online )] 


物ちデ /S イスのブ□バティ 


x ] 


: をお I 


日 〇] Computer 

白..® RAID エ外□-ラ #1(0) 
h 個 バツ刊怔巧] 

自 ..眉 ディスウアレイ #1(0) 

…圆正 P お曲;![屯をたがが D 5 
IPD #1(0) 村:/ラむ] SAS-HDD 
IPD #2(1) [わみむ] SAS-HDD 
IPD #3(2) 於ラむ] SAS-HDD 


...因 I 

m 

-回の #4(3) 博巧ホットスパア] SAS-HDD 


巧目 


I 化 




を号 
ID 

エンク□ージャ 
ス□ット 

デバイスタイ ブ > 

ィン タリ為 

がを 元/製品を 
ファ-ムた 巧が ジョン 
シリアルを ミ ^ 

夕ぞ ♦♦ 

ステータス 
S.M.A.R.T. 
f 义テータス 
S.M.A.R.T. 
[ステータス 
S.M.A.R.T. 


x ] 


iJ 


- 物理デバイス 

•••ジ1 [オンライン ( Online ) 

H0D 

HITACHI HUSl 51473 VLS300 
をの A 

SCWRWTPK 

み 7GB 

オンライン 

を夕 

オンライン 

车夕 

オンライン 
正が 


> raidcmd property -tg=1d -( 
RAID Controller #1 Logical [ 
ID 

Physical Device Number 

Disk Array Number 

RAID Level 
な r ■ 山を .Size 

Capacity ■■ い •••••， 

Cache Mode (Curre な >•, 

Cache Mode (Setting ) 勺 

3=1-1=1 
)rive #1 

0 

1, 2 , 3 

1 

5 

64KB 

146GB 

Write Back 

Auto Switch 

Status 

Online 

> 


> raidcmd property -tg=pd -c 
RAID Controller が Physical 
ID 

Enclosure 

Slot 

Device Type 

Interface 
li/ がが .r/Model 

Fi rmwaTfe* V か n6jp,n. 

Serial Number •••**• 
Capacity 

)—1-p 二 1 

Device #1 

0 

1 

1 

HDD 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 

1111 

146GB 

Status 

Online 

S. M. A. R.T. : Norma [ 

> 


Capacity …… 

Status 

S：M：A；R：T； 


—141 地… _ 
Online 
-Normal 


でさ。が丄む …— 

Status 

■S：M：A；R：T；' 


.14Mb.. 

Online 

-Normal 


図 22 RAID ビューア / raidcmd の表示(物理デバイス正常) 
















































































































物理デパイスが故障し、論理ドライブの冗長性が低下、もし〈は、冗長性を失ったとき 


論理ドライブで使用している物理デバイスが 1 台レ: I 上故障して(ロテータス]が[故障] ) 論理ドライブの冗長性が低下 (RAID レベル 6 の場合、 1 台故障)、もし〈は、冗長性を失った (RAID レべ 
ル 1 と RAID レベル 5 の場合は 1 台までの故障、 RAID レベル 6 の場合は 2 台までの故障）、論理ドライブの状態は縮退([ステータス]が[縮剧 ） となります。 


RAID システムの構成と状態 


RAID ピューアのプロパティ 


raidcmd のプロパティ 


B 


#1 [縮勒 
RAID レペル 5 


黄まドライブのブ□バティ 


[を肢 i | オプション I 


x ] 


B B Q 


#1 #2 が #4 

[オンライン][オンライン] [故障] [ホットスペア] 


RAID ビューアのツリービニ 


巧目 


|化 


を号 


ID 

□ 

物巧デスま号 

1る3 

ディスウアレイ倍報 

1 (み端 


論理ド^イブ 

[縮 退 ( Degraded )] 


容を 

ストライプサイズ 

キャゥシュモード（現なイを） 

ステータス •• 


か KB 

ザ Vrite Through 
巧巧 


巧ろデ"イスのブロバティ 


[故障 ( Failed )] のノー 
ドの存在により [異常] 


ぶ ] 


:全肢 I 


曰 H1 Computer 木 …" ••• 

白 . 巧 RAID 工 y 卜 □- ラ #1 由） か -* 

h 画 バッ刊怔巧 ] 

白ち 

i ディスウアレイ #1(0) 个 > 

.…固山 #1(0) 陥剧 RAID 己 

…巧 PD # 1 (日') [ホ乃イ SAS-HDD 
…因の #2(1) 时 :/ ライ :/] SAS-HDD 

…因 iPD #3(2) 做障 ] SAS-HDD 

…回の #4(3) [ き用ホットスパア ] SAS-HDD 


巧目 


h 直 


ま号 I 
ID 

エンか 
ス□ツ I 
デバイ 

ィンを 

娘 

ファー J 
シリア) 
容查 
ステ ー • 

を 




みまデ"イスのブ日バティ 


x ] 


r をぷ…"1| ♦♦ 


ぶ 


巧目. 


I 他 


エンク□ージャ 
ス□ツト * 

デ バイ;^ がが*^' 

インタ？ エース 

进会 元/製品を 
ファームウェアバージョン 
シリアルを号 
容查 
スト-与ス 
S.M.A.R.T. 


■♦リ 


故障した物理デパイス 

[故障 ( Failed )] 


SAS 

MAXTOR ATLAS10K5_73SAS 
> BKOD 
♦♦ J2Y00LSK 
お 7GB 


が階 
正巧 


> raidcmd property -tg=1d -c 
RAID Controller が Logical [ 
ID 

Physical Device Number 

Disk Array Number 

RAID Level 

Stripe Size 

Cache Mode (GurV みホ) •， 

Cache Mode (Setting) V 

)=1-1=1 
)r i ve #1 

0 

1 ， 2， 3 

1 

5 

64KB 

146GB 

Write Back 

Auto Switch 

Status 

Degraded 

> 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=1 
RAID Controller #1 Physical Device #1 
ID 

Enclosure 
Slot 

Device Type 
Interface 
Vendor/Model 

FIr リ war A Versi 

Ser 
Cap; 

Sta 


•••C 


1 

1 

HDD 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
RKOQ 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=3 
RAID Controller #1 Physical Device #3 
ID 

Enclosure 


Slot 


Pevice Type 
1 なをけ 

Vendor/MocTeT*.*,^ 
Firmware Version, 
Serial Number 

Capacity _ 

Status 

S.M.A.RT. 


1 

3 

HDD 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 
1111 
146GB 
Failed 
NTormal 


図 23 RAID ビューア / raidcmd の表示(論理ドライブ冗長性喪失) 


89 















































































































故障した物理デパイスを交換し、 RAID システムを復旧したとき 


論理ドライブの冗長性を失ったまま RAID システムを使い続けると、物理デバイスがさらに故障したとき論理ドライブのデータを失う可能性があります。冗長性がお下した論理ドライブが存在すると 
きは、ホットスペアや、故障した物理デバイスの交換により論理ドライブを復旧します。ホットスペアや、故障した物理デバイスの交換でリビルドが動作すると、物理デバイスの状態はリピルド中([ステー 
タス]が[リビルド中] ) に変化します。リビルドにより論理ドライブが復旧すると、論理ドライブの状態はオンラインになります。 


RAID システムの構成と状態 


RAID ピユーアのプロパティ 



#1 [縮剧 
RAID レペル 5 


黄まドライブのブ□バティ 


[をお i | オプション I 




ぶ ] 


も 


Q 


#1 #2 社ス 

[オンライン][オンライン] [レディ] 
膊障） 


#4 

[ リ ビルド 中 ] 


巧目 


I f 直 


番号 

ID 


* ♦づ 


• •••パ 


幹 t 里ドライブ 

[縮 退 ( Degraded )] 


物理デ W イスを号 

♦♦♦♦ 1 ぶ 3 

ディスクァレィ惜沛 

> 1 か 1 番目） 

RAID レペル ♦' 

说 ID 5 

容を ♦♦♦ 

が GB 

ストライプサイズ : 

fc4KB 

キャッシュモード （現が 直） 

^Write Through 

兩-お •• 

福志 i 


1 RAID ビューアのツリービュー 1 




[縮 退 ( Degraded )] のノ 1| 

-ドの存在により [警告]] 1 




物理デ " イスのブ日"ティ 


x ] 


:をぉ I ■: 


K 


曰咖 Compulier k- . ••• 

白… 色 

[E 

耳 RAID 工外□ーラ #1(0) 寺ーパ*， 

…涵 バッ刊 怔巧] 

D-i 

弓 1 ディスウアレイ #1(0) 

-101 LD #1 顷 棉适] R 古 I 日自 

…巧 PD #1(0) 村:/ ライ:/] SAS-HDD 
…田の #2(1) [た V ライ:;] SAS-HDD 

…に |PD #4(3) [リピルド 中] SAS-HDD 

… .P 

|PD #3(2) [レディ] SAS-HDD 如 


澤鸦 


r 

スロ 

テ >♦ 


巧目 


I 値 


を号 ； 

ID •• 

エンク □/ ■ジサ 

スロゾ ♦♦♦♦•• 

デ 曲スタが ^ 

，クソタが •ス 
> 製话ち/製品る 
ファ; ■ムウがバージョン 
シ I か ルを号 


ヴ 


専用ホットスペア 

[リ ビルド中 （ Reb 山 Idina )] 


タテ -タス 
S . M . A . R . T . 


HDD 

SAS 

SEAGATE ST 373455 SS 
♦ 0004 

•• 3 LQ 0 FP 5 V 
お GB 

'が’みド宁 

て巧 


製话元/製品る 1 

ファ-ムゥ 巧がヴョ V 
ろ巧7 レ番号 


I- 


raidcmd のプロパティ 


> raidcmd property -tg=1d -c=1 -1=1 

RAID Controller #1 Logical Drive #1 

ID 

0 

Physical Device Number 

1 ， 2, 3 

扣か Array Number 

1 

5 

Stripe Size 

64KB 

Capacity 

146GB 

Cache Mode (Current) ♦♦♦ 

Write Back 

._ G る G h ち — .Mod.G... な 61 よ—し 口お . ザ . 

. Auto. ..Sw.i.tch. . 

[ Status 

Degraded 

1 > 


容を 

ステータス 

S . M . A . R . T . 


• ■■崖が 

BK が） 
を丫孤 Lsf 
ふ 7 GB 
レディ 
正巧 


故障した物理デパイス 

[レ デイ （ Ready )] 


♦> 


> raidcmd property -tg=pd -c 
RAID Controller が Physical 
ID 

Enclosure 

Slot 

Device Type 

Interface 

が e I 

Firmware •クさが 卜 

Serial Number 

Capacity ^ 

;=1-p=4 

Device #4 

0 

1 

4 

HDD 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 

1111 

146GB 

Status 

Rebuilding 

■$. M. A. R. T. 

> 

Normaf 


|>4 

RAI 
ID 
Enc 
Sic 
De\ 

In1 
VeH 

FIrmware Version 
Serial Number 

なぶが —it 义 . 

Status 

. 


BK09 

1111 

.1 が郎 … _ 
Ready 
Normar 


リビルド開始後、故障した物理デパイスは、 RAID コン阳ーラの種類や発生した障害の 
種類により、 [ ステータス]が [レディ] になったり、物理デバイスの存在を認識できな〈なっ 
たり、 [ ステータス ] が [ 故障 ] のままになつたり、いろいろな結まが考えられます。 


図24 RAID ピューア / raidcmd の表示(物理デバイスのリビルド） 


90 



















































































































物理デパイスが故障し、論理ドライブが停止したとき 


論理ドライブの冗長性を失ったまま RAID システムを使い続け、物理デバイスがさらに故障すると論理ドライブは停止します (RAID レペル 1 と RAID レペル 5 の場合は 2 台レ: I 上の故障、 RAID レ 
ベル 6 の場合は 3 台レ: I 上の故障）。論理ドライブが停止すると、論理ドライブの状態はオフライン([ステータス]が[オフライン] ) となります。オフラインとなった論理ドライブのデータは失われてしまいま 
す。故障した物理デバイスをすべて交換し、 RAID システムを構築しなわします。 


RAID システムの構成と状態 


日 


#1 [オフライン] 
RAID レペル5 


B Q Q 

#1 #2 #3 

[オンライン] [故障] [故障] 


RAID ピューアのプロパティ 


la まドライブのブ□バティ 


を股 I オプション I 


巧目 


ぶ ! 


I 化 


を号 

1 •••}•< 

の ♦♦’ 

が 

巧)巧デバイスを号 

んジ 6 

ディスゥァレィ情沛 ♦♦♦♦ 

1 ん 1 せ目 } 

RAID レペル 

茄 D5 

容畳 / 

が GB 

ストライプサイズ : 

fc4KB 

キ W ユトドロ 見な 値） 、 

J/Vrit© Back 

お - お * 

才乃イン 


論理ドライブ 
[ オフライン (Offline)] 


raidcmd のプロパティ 


> raidcmd property -tg=1d -c=1 -1=1 

RAID Controller #1 Logical Drive #1 

ID 

Physical Device Number 

0 

1 ， 2， 3 

Array Number 

Stripe Size *••••• 

1 

5 

64KB 

Capacity 

146GB 

Cache Mode (Current) \ 

Write Back 

_ C る G h を ..Mo.cIg... な g t よ _j_ n お . 义 . 

. A u 1 0 . .. S w. i . t ch. . 

Status 

Offline 

> 


RAID ビューアのツリービュー 


[オフライン (0 が line)] のノ 
-ドの存在により [異常] 




ぶ ] 


>お！ 


曰 团 Ccimputer ；<•""•••• 

自 ..色 f RAIE ： □ が □ - 与 # 1 柄 ---------- ]<•••••' 

1 ■IE 
a-i 

1 バッ刊证巧 ] 

i ディスウアレイ #1(0) 


…已 i LD #1(0 ) 时 7 ライ :/] RAIDS i 

…因 PD #1(0) 巧 ;> ライ ：/] SAS-HDD 

…因 IPD #2(1) 做障 ] SAS-HDD 

■@1 PD #3(2) [ 故障 ] SAS-HDD 

… 回の #4(3) 博巧ホットスパア ] SAS-HDD 


\m 

"m 


ホ号 
ID 

HU 巧 □ージサ 
，スロット 

♦ デ" なが夕 


Id 

エン 
スロ 

夕が 

が 

製お 
ファ、 
シリアルを号 
容を 
ステータス 
S.M.A.R.T. 


巧目 


I 値 


な斯-ス ； 

が 這を/製品る : 

を - ムゥ巧バ - ジョン ' 

t ソリアルを号 
容畳 
ステータス 
S.M.A.R.T. 


故障した物理デパイス 
2台とも 

[故障 (Failed)] 


SAS 

SEAGATE ST 373455 SS 
0004 

♦♦♦ 3LQ0FP5V 
が 7GB 

\ 

\ 

こ 3LQ0FP5V 

み 7GB 
' jm 

正が 




♦> 


RAI 

■ H > 

Enc 

Sic 

Dev 

Int 

Ver 

Fi 

SeH 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=3 

RAID Controller #1 Physical 

Device #3 

ID 

2 

Enclosure 

1 

Slot 

3 

Device Type 

HDD 

Interface 

SAS 

1 ■V^efidcuVilpde 1 

Seagate ST1 2345678 

1 Fi mwareV か夕 kia. 

BK09 

Serial Number *•••♦ 

1111 

Capacity M 

146GB 

Status 

Failed 

S.M.A. R.T. 

> 

Normal 


Status 

: Failed 

S. M. A. R. T. 

> 

: Normal 


図 25 RAID ビューア / raidcmd の表示（論理ドライブの停止） 
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バッテリのが態を監視する 


RAID コントローラが検出するバッテリの状態は 、 Universal RAID Utility ではレ: I 下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ログ 

ブザ - 

OS ログ 

アラ-卜 

ィ 


RAID コント ローラの 機 
種に依存します 

ィ 



Universal RAID Utility は、 RAID 〕ントローラに搭載しているバッテリのイベントを監視します。検出したバッテリのイベントは、 
RAID ログに記録します。 また、 バッデ J の問題を検出した場合、バッデ J の状態を RAID ビユーアではバッデ J の[ステータス]へ、 
「 aidcmd では RAID 〕ン阳ーラの [Battery Status ] へ反映します([警告]/ [ Warning ] に変化)。バッテリの状態は、その問題を解 
決するまで保持します。 


RAID ビユーアのツリービユ- 


バッテリに問題があるとき、バッテリのノ-ドの状態は[警告]となります。 


[警告] のノー ドの 
存初こより [警告] 


日 國 Computer 

白 .. 回 RAID 工 / 卜□ーラ #1(0) 

E 

… 回! パり刊怔巧 ] 

3 ..圍 ディ品アレイ . .. 

1 ..回 LD #1(0) 时 > ラわ ] RAIDS . 

on ホ 1 fn 、 「斗、，^ QAQ-unn 


曰 四 ] 駐の口がが 

白.. 個 お AID 工 / 卜□ーラ #1(0) 
i..... 陌 i バ。テリ [ 普告 ] 

回.恒 I ディスウアレ ゴ .•かか 了 
::お 比";'1(0) か 


....巧 on ホ1の、「つ 


故障したパッテリ 
W 告 ] 


RAID ビューアのプ□パテイ 


バッテリに問題があるとき、バッテリのプロパティの[状態]が[警告]となります。 


バウテリのブロバテイ 


x] 


運略 ] I 

I 巧 g I 

m I 

I 

|i ステ-タス • 



バウテリのブ□バテイ 


故障したパッテリ 
W 告 ] 


: を股 I 


I 巧目 I 

f ® I 

お-タス 

管告 


raidcmd のプ□パテイ 


バツテリに問題があるとき、 RAID コントローラのプロパティの [Battery Status] が [Warnina] となります。 


> raidcmd property -tg=rc -c=1 

RAID Controller #1 

ID : 0 

Interface : SAS 

Vendor : LSI Logic 

Model : MegaRAID SAS PCI 

Express (TM) ROMB 

Firmware Version : 1.14-02-0342 

Cache Size : 128MB 


Battery Status • : Normal 


Tm— む别 T な -- PrT6rT1:y------->*,Tin-ddT ち 

Dokii:M D ド ： o ド：+、， *** Wi » b , 



> raidcmd property -tg=rc -c=1 
RAID Controller #1 
ID 

Interface 
Vendor 
Model 

Express (TM) ROMB 
Firmware Version 

ぶを Q_h い丄が _ 

Battery Status 
T 行けな n な昨 1— かけ y — 

Dokii i M Dk i がけ ••••• 


故障したパッテリ 

[Warning] 


じ別 / lb 

Warning 

IiddTe 


図 26 RAID ビューア / raidcmd の表示い\|ッテリの問題) 





















































































エンクロージャの状態を監視する 


RAID コントローラが検出するエンクロージヤの状態は 、 Universal RAID Utility ではレ: I 下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ログ 

ブザ - 

0S ログ 

アラ-卜 



RAID コント ローラの 機 
種に依存します 

ィ 



Universal RAID Utility は、 RAID 〕ントローラが検出したエンクロージャのイベントを監視します。検出したエンクロージャのイベント 
は、 RAID ログに記録します。また、重要なイベントは、 0 S ログへ記録したり、 ESMPRO / ServerManager ヘアラート送信をしたりしま 
す。 

なわ、このカテコ I リで監視するイベントは、 RAID むーアのツ J - ビューや、プロパティのロテータス]/ [ Status ] には状態を反映しま 
せん。 

エンクロージャに関するログについては、「付録 B : ロヴ1/イベントー覧」を参照してください。 


RAID システムのさまざまなイペントを監視する 


RAID 〕ントローラが検出するその他のイベントは 、 Universal RAID Utility ではに I 下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ログ 

ブザ- 

0S ログ 

アラ-卜 


ィ 

RAID コント ローラの 機 
種に依存します 

ィ 

ィ 


Universal RAID Utility は、これまでに説明した物理デバイスの故障、バッテリのイベント、エンクロージャのイベントに1外にも、 
RAID システムの様々なイペントを監視します。検出した RAID システムのイペントは 、 RAID ログに記録します。また、重要なイベント 
は、 0 S ログへ記録したり、 ESMPRO / ServerManager ヘアラート送信をしたりします。 

なわ、このカテコ I リで監視するイベントは、 RAID ビューアのツリーむ一や、プロパティのロテータス]/ [ Status ] には状態を反映しま 
せん。 

RAID システムのさまざまなイベントに関するログについては、「付録 B : ログ/イベントー覧」を参照して〈ださい。 


物理デバイスを予防交換する 

物理デバイスが S . M . A . R . T .( Self - Monitoring , Analysis and Reporting Technology ) をサポートし、かつ 、 RAID コント□-ラが 
その S . M . A . R . T . エラーを検出できる場合 、 Universal RAID Utility は、その S . M . A . R . T . エラーを下の手段で監視できます。 


RAID ビユ-ア 
raidcmd 

RAID ログ 

ブザ - 

0S ログ 

アラ-卜 

ィ 

ィ 

RAID コント ローラの機 
種に依存します 

ィ 

ィ 


Universal RAID Utility は、物理デバイスの S . M . A . R . T . エラーを 監視します。 S . M . A . R . T . エラーを 検出したときは、そのイベントを 
RAID ログに記録します。また、物理デバイスの S . M . A . R . T . の状態を物理デバイスの状態として反映します(物理デバイスのが態を 
[警告]/ [ Warning ] に変化)。物理デバイスの状態は、 S . M . A . R . T . エラーを 解決するまで物理デバイスの状態として保持します。 
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RAID ビユーアのツリービユー 


S.M AR . T . エラーを検出したとき、物理デバイスのノードの状態は[警告]となります。 


[警告] のノー ドの 
存祖こより [警告] 


日 Q] Computer 

白.. 國 RAID 工外□ーラ #1(0) 
h 画 バツ刊怔巧] 

自 ..有 ディスウアレイ # 1 ( 0 ) 

旧 LD # 1 ( 日 ') 时ラわ] RAIDS 
■fe PD #1(0) 村:/ライ:/] SAS-HDD 
固 PD #2(1) [才>ライ:/] SAS-HDD 
■g PD #3(2) [お y 到ン] SAS-HDD 
因の #4(3) 博巧ホゾ ド^^；1 SAS-HDD 


B 励 iCcimputer k .♦ 

白… 口! RAID 工外□一つ#1(日） 本 . : 

\… 也 

&■■■§ 

a パッテリ旺巧] .♦♦♦> 

おィ舟ァレ半#1由） •- 

.固 LD #1(0) 时:/ラむ] RAIDS 
.…坦 PD #1(0) [たみ0 ] SAS-HDD 
.…齒 PD #2(1) が:/ライ：/] SAS-HDD 

"... 每 PD #3に）[わ■ラむ S.M.A.R.T.] SAS-HDD | 

.因 PD #4(3) [再 曲 fe か 仍パア 1 SAS-HDD 


物理デバイス 
膚告] 


RAID ビューアのプ□パテイ 


S . M . A . R . T . エラーを検出したとき、物理デバイスのプロパティのに. M . A . R . T .] が[検出]となります。 


1物理 デバイスのブ□バ ティ 1 

x ] 


:全肢1 




巧目 

h 直 1 




を号 

3 




ID 

2 




エンク□ージャ 

1 




ス□ット 

3 




デバイスタイプ 

HDD 




インタフ I ース 

SAS 




製通元/梨品を 

1 




ファームな[乃トジョン 

S . M . A . RJ ■エラー 


シリアル番号 

が発生した物理デパイス 


容畳 

[検出] 


ストタス 

すンフイン 

T1 



呂 .M.A.R.T. 

お化 

1 




raidcmd のプロパティ 


S . M . A . R . T . エラーを検出したとき、物理デバイスのプロパティの |； S . M . A . R . T .] が [ Detectedl となります。 


> raidcmd property -tg=pd -( 
RAID Controller #1 Physical 
ID 

Enclosure 

Slot 

Device Type 

Interface 

Vendor/Mode I 

Firmware Version 

Serial Number 

Capacity 

..Status. . 

3=1 -p=1 

Device #1 

0 

1 

1 

HDD 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 

1111 

146GB 

...Online. . 

S. M. A. R. T. A 

Normal 

> ス . 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=1 


RAID Controller #1 Physical Device #1 


ID 

: 0 


Enclosure 

:1 


Slot 

:1 


Device Type 

Interface 

S.M.A.R.T •エラーが発生した 

Vendor/Model 

物理デバイス 

Firmware Version 

[Detected] 

Serial Number 


Capacity 

: 146GB 


..Status. . 

. : ...Online. . 


S. M. A. R. T. 

: Detected 


> :;; ••••分 



図 27 RAID ビューア /raidcmd の表示 fSiMiAiR/T エラー検出） 
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Universal RAID U む lity の設定変更 


Universal RAID Utility の設定変更について説明します。 


Universal RAID Utility が使用する TCP ポートを変更する 

Universal RAID Utility が使用する TCP ポートが他アプリケーションなどで使用する TCP ポートと競合する場合、 Universal 
RAID Utility の使用する TCP ポートを変更できます。 

I irO TCP ポートの変更は管理者権限を持つユーザで行います。管理者権限を持つユーザでなければ、 

IZO TCP ポートは変更できません。 


オペレーテイングシステムが Windows の場合 

手順1 管理者権限を持つユーザでログオンします。 

手順 2 RAID ビューア、ログむーアを開いているときは終了します。 raidcmd を実行しているときは停止します。 

手順 3 raidsrv サービスを停止します。[スタート]ボタン、[コントロールパネル]の順にクリックし、憎理ツール]、[サービス]の順に 

ダブルクリックします。 [ 「 aidsrv] サービスをクリックし、鴨们メニューで[停止]をクリックします。 


手順 4 はじめに raidsrv サービスの設定ファイルを編集します。 raidsrv サービ 

スの設定ファイルは、（インストールフオルダ) ¥ serve 「¥ raidsrv . conf です（インスト 
-ルフオルダの既定働よ、 CPU アーキテクチ州< x 86 の場合 
は、 % SystemDrive%¥Progrann FilesVUniversal RAID Utility 、 x 64 の場合 
は、〇/〇 SystemDrive%¥Program Files ( x 86 )¥Universal RAID Utility です)。 
テキストエディタなどで設定ファイルを開き、 [ socket ] アクションの data port と 
event port の番号を Universal RAID Utility が使用できる TCP ポートに修正し 
ます。修正後、 「 aidsrv . conf の内容を保存します。 



- ゴモ ^1 


7アイルの漏集狙ま巧脚表示(ぶ AJ レプ化) 


邮 Rev: 311 $ 
tt Fi leVersion=l.00 


[global] 
max cl ierTts= l6 


[socket] 

巨 at a port=52"Mb 1 

fevenf po n:"=555n^ 


手順 5 次に RAID む-アの設定ファイルを編集します。 RAID ビユ-アの設 

定ファイルは、（インストールフオルダ) ¥gui¥ 「 aidview.conf です。テキストエディタ 
などで設定ファイルを開き、 [network] t クシヨンの port と portjisten の番 
号を Universal RAID Utility が使用できる TCP ポートに修正します。 raidsrv サ 
-ビスの data port の番号と port の番号に同じ値を指定します。 raidsrv サー 
ビスの event port の番号と portjisten の番号に同じ値を指定します。修正 
後、 raidview.conf の内容を保存します。 


raidviewjconf - ゴモ ^^ 


7ァイルの漏集狙き巧脚_表示(ぶ_ヘルプ化) 

に network] 
ip 二 127.0.1 

(port =52805 1 

I portal" sten=o2yUb] 
socKet_inte rva 巧 t) 00 
rspeciai1 


手順 6 最後に raidcmd の設定ファイルを編集します。 raidcmd の設定ファ 

イルは、（インストールフオルダ) ¥ di ¥ raidcmd . conf です。テキスにデイタなどで 
設定ファイルを開き、 [ network ] アクションの port の番号を Universal RAID 
Utility が使用できる TCP ポートに修正します。 raidsrv サービスの data port の 
番号と port の番号に同じ値を指定します。 raidcmd は TCP ポートを1つしか 
使用しません。修正後、 raidcmd . conf の内容を保存します。 



7アイルの漏集狙ま巧脚表示(ぶ AJ レプ化) 


に network] 
ip 二 127.0.1 

[por 卜班抓 n 

Ti : 。、口 cm I 
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手順 7 3つの設定ファイルを修正後、 raidsrv サービスを開始します。[スタート]ボタン、[コントロールパネル]の順にクリックし、憎 

理ツール]、[サービス]の順にダブルクリックします。 [Universal RAID Utility ] サービスをクリックし、[操作]メニューで[開始]をクリックし 
ます。 


オペレーテイングシステムが Linux 、 または 、 VMware ESX Server の場合 


手)頃1 管理者権限を持つユーザでログインします。 
手順2 raidcmd を実行しているときは停止します。 
手順3 raidsrv サービスを停止します。 


) /etc/init. d/raidsrv stop 
Stopping raidsrv services ： 


[socket] 


data Dort=52805 

• ■■■■4 

event Dort=b280b 

[log file] 



手順 4 はじめに raidsrv サービスの設定ファイルを編集しま 

す。 raidsrv サービスの設定ファイルは、 

/ etc / opt / nec / raidsrv / raidsrv.conf です。テキストエディタな 
どで設定ファイルを開き、 [ socket ] セクションの data port と 
event port の番号を Universal RAID Utility が使用できる 
TCP ポートに修正します。修正後、 raidsrv.conf の内容を保存します。 

手順5 次に raidcmd の設定ファイルを編集します。 

raidcmd の設定ファイルは、 

/ etc / opt / nec / raidcmd / raidcmd.conf です。テキスト王ディタ 
などで設定ファイルを開き、 [ network ] アクションの port の番 
号を Universal RAID Utility が使用できる TCP ポートに修正 
します。 raidsrv サービスの data port の番号と port の番号に同じ値を指定します。 raidcmd は TCP ポートを1つしか使用しません。 
修正後、 raidcmd.conf の内容を保存します。 


[network] 
iD=127.0. 0.1 , 


Dort=52805 \ 

[Iog_system] 
max_siz に 10600 

• ■■■■5 


手順6 2つの設定ファイルを修正後、 raidsrv サービスを 

開始します。 


> /etc/init. d/raidsrv start 参 ■ 
Starting raidsrv services ： 


RAID ピユーア起動時の動作モードを変更する 


RAID ビューアは、起動したときはスタンダー巧ードで動作します。これを、必ずアドバンストモードで起動するように設定を変更 
できます。 

手)嗎1 [ツール]メニューで、[オプション]をクリックします。 

手順2 [オプション]ダイアログボックスの[全般]タブで 

[つねにアドバンストモードで起動する]チェックボックスをオンに 
し、 [0 K ] もし〈は、[適用]をクリックします。 




[つねにアドバンストモードで起動する]の設定は、次回 RAID ビューアの起動時から有効になります。 
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raidcmd 〕 7 ンドリファレンス 


raidcmd のコマンドリフアレンスです。 


CC 


[概要] 

論理ドライブで整合性チェックを開始、もしくは実行中の整合性チェックを停止します。 

[形式] 

raidcmd cc -z-<controller> -I =< loaicaldrive> -op={start|stop} 


1 コマンドパラメータ 

説明 1 

-( ： =<controller> 

処理対象の RAID 〕ントローラを指定します。 

《 controller 〉 \ RAID コントローラ番号 

- l =< logicaldrivo 

処理対象の論理ドライブを指定します。 

<logicaldrive> :論理ドライブ番号 

- op ={ start | stop } 

整合性チェックの開始、停止を指定します。 
start :開始 
stop :停止 


[説明] 

指定した論理ドライブで整合性チェックを開始します。もし〈は、指定した論理ドライブで実行中の整合性チェックを停止しま 
す。 


[条件] 

整合性チェックの開始は、にね tus] (ステータス)が [Online] (オンライン)の論理ドライブに実行できます。 

整合性チェックの停止は、にね tus] (ステータス)が [Online] (オンライン)、もし〈は、 [Degraded] (縮退)の論理ドライブに実 
行できます。 


CCS 

[概要] 

パト ロー ルリードをサポートしない RAID 〕 ントローラに存在する論理ドライブで整合性チェックを開始します。 

[形式] 

raidcmd ccs 

[説明] 

〕ンピュータに存在する RAID 〕ントローラのうち、パトロールリード機能をサポートしないすベての RAID 〕ントローラのすべての 
論理ドライブで整合性チェックを開始します。 

[を件] 

[Status] (ステータス)が [Online] (オンライン)の論理ドライブに整合性チェックを実行します。 


delld 


[概要] 

論理ドライブを削除します。 

[形式] 

raidcmd delld -c 二 < controller -I =< loaicalarive> [-y] 
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f コマンドパラメータ 

説明 1 

-c=<controller> 

処理対象の RAID 〕ントローラを指定します。 

《 controller 〉 \ RAID 〕ントローラ番号 

- 1 =< logicaldrivo 

処理対象の論理ドライブを指定します。 

<logicaldrive> :論理ドライブ番号 

卜 y ] 

論理ドライブ削除の実行確認メッ t - ジを表示せずに、ただちに論理ドライブを削除しま 
す。 


[説明] 

指定した論理ドライブを削除します。 

削除できる論理ドライブ 

1つのディスクアレイに複数の論理ドライブが存在する場合、ディスクアレイの最後尾に位置する論理ドライブのみ削除で 
きます。ディスクアレイの先頭、もし〈は、途中に存在する論理ドライブは削除できません。 

また、パーティシヨンが存在する論理ドライブは削除できません。 

ディスクアレイの削除 

指定した論理ドライブを削除すると、ディスクアレイに論理ドライブが1つも存在しなくなる場合、ディスクアレイも削除しま 
す。 


降件] 

動作モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 


econfiq 


[概要] 

RAID コントローラで RAID システムを自動で構築します。 

[形式] 

raidcmd econfig 
[説明] 

指定した RAID 〕 ントローラに RAID システムを自動で構築する「イージー〕ンフイグレーシヨン」を実行します。イージー〕ンフイヴ‘ 
レーシヨンの詳細については、 「 RAID システムを簡単に構築する」を参照して〈ださい。 


help 


[概要] _ 

raidcmd のヘルプを表示します。 

[形式] 

raidcmd help < command name > 


1 コマンドパラメータ 

説明 1 

< command name 〉 

ヘルプを参照したい〕マンド名を指定します。 

省略するとコマンドのリストを表示します。 


[説明] 

raidcmd の〕マンドのヘルプを表示します。 

コマンドパラ;^-夕を指定せずに実行すると、コマンドのリストを表示します。 


hotSDare 


[概要] 

ホットスペアを作成、解除します。 
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[形式] 

raidcmd hotspare -c= く controller - p = < physicaldevice> - mr={make い=く diskarrayl 〉 [,<diskarrayX>] ] | 
remove } 卜 y ] 


コマンドパラメータ 言兑明 


-c= く controller 処理対象の RAID コントローラを指定します。 

《 controller 〉 \ RAID コントローラ番号 
-\)=<physicaldevice> 処理対象の物理デパイスを指定します。 

<physicaldevice> :物理デバイス番号 


- mr={make ホットスペアの作成、解除を指定します。 

卜3=く献ぷ厂厂が/>しくが/がぷ琴が] I make :作成 

remove } - a オプションの有無により、作成するホッ[''スペアの種類(共用ホットスペア、専用ホットス 

ペア)と専用ホットスペアの場合は対象となるディスクアレイを指定します。 

ホットスペアの作成の場合、 - a オプションが存在しなし化きは、指定した物理デパイスで共 
用ホットスペアを作成します。 

ホットスペアの作成の場合、 - a オプションが存在し、ディスクアレイを正し〈指定していれ 
ば、指定した物理デパイスでディスクアレイの専用ホットスペアを作成します。 
< diskar 「 ayl >, < diskarrayX > :ディスクアレイ番号 


卜 y] 


remove :解除 

ホットスペア作成/解除の実行確認メッセージを表示せずに状態を変更します。 


[説明] 

指定した物理デバイスで共用、または専用ホットスペアを作成します。もし〈は、指定した物理デバイスのホットスペアを解除し 
ます。 


除件] 

専用ホットスペアを作成する物理デバイスの容量は、ディスクアレイで使用中の物理デバイスと同じ、もし〈は、それレ: I 上であ 
る必要があります。 

RAID レペルが RAID 0の論理ドライブが存在するディスクアレイには、専用ホットスペアを作成できません。 



[概要] 

論理ドライブで初期化を開始、もし〈は実行中の初期化を停止します。 

[形式] 

raidcmd init -c=<controller> -I =< logicaldrive> - op ={ start | stop } [- im = lfull | quick }] 


コ 7 ンドパラメータ 


説明 


-。=く controller 
-I =< logicaldrivo 


処理対象の RAID コントローラを指定します。 
《 controller 〉 \ RAID 〕ントローラ番号 
処理対象の論理ドライブを指定します。 
<logicaldrive> :論理ドライブ番号 


- op ={ start | stop > 


初期化の開始、停止を指定します。 
start :開始 


stop :停止 

[- im ={ full | quick }] 初期化モ-ドを指定します。 

full :完全 


quick :クイック 

- im を省略すると、 full を使用します。 
- im は、 - op = start のときのみ有効です。 


[説明] 

指定した論理ドライブで初期化を開始します。もし〈は、指定した論理ドライブで実行中の初期化を停止します。 

降件] 

初期化の開始は、にね tus ] (ステータス)が [ Online ] (オンライン)の論理ドライブに実行できます。また、パーテイシヨンが存在 
する論理ドライブは初期化できません。 
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初期化の停止は、にね tus ] (ステータス)が [ Online ] (オンライン)、もし〈は、 [ Degraded ] (縮退）の論理ドライブに実行でき 
ます。 


mkldc 


[概要] 

詳細なパラメータ指定で論理ドライブを作成します。 

[形式] 

RAID レペルが RAID 0、 RAID し RAID 5、 RAID 6 の論理ドライブを作成する場合 

raidcmd mkldc -c 二く controller {-9 二く physicaldevicel 〉 く physicaldeviceX > ，… ,< physicaldeviceZ >'\ | 

-di = く diskarra い } -rl={0 | 1 | 5 | 6} [- cp =< capacity >] [- ss={l | 2 | 4 | 8 | 16 | 32 | 64 | 128 | 256 | 512 
I 1024}] [-cm={auto | writeback | writethru}] 卜 im={full | quick}] [-y] 

RAID レペルが RAID10 の論理ドライブを作成する場合 
raidcmd mkldc - c =< controller > - p = < physicaldevicel >, 

< physicaldevice 2> ,< physicaldevice 3>,< physicaldevice 4> - rl =10 [- ss={l | 2 | 4 | 8 | 16 | 32 | 64 | 128 | 
256 I 512 I 1024}] [- cm={auto | writeback | writethru }] [- im={full | quick }] [- y ] 

RAID レペルが RAID 50 の論理ドライブを作成する場合 
raidcmd mkldc - c = く controller 

- p =< physicaldevicel 〉 ，く physicaldevice わ,く physicaldevice た,く physicaldevice か,く physicaldevice 5> , < physi 
caldevice6 > physicaldeviceX >] - rl =50 卜 ss={l | 2 | 4 | 8 | 16 | 32 | 64 | 128 | 256 | 512 | 1024}] 
[- cm={auto I writeback | writethru }] [- im={full | quick }] [- y ] 


コマンドパラメータ 説明 


-c= く controller 論理デパイスに使用する物理デパイスを接続してぃる RAID コントローラを指定しま 

す。 

《 controller 〉 \ RAID 〕ントローラ番号 

RAID レペル RAID 0、 RAID し RAID 5、 RAID 論理ドライブ作成に使用する物理デバイスもし〈は、ディスクアレイを指定します。 

6の論理ドライブを作成 作成する RAID レペルにより指定方法が異なります。 

{- p = < physicaldevicel > 物理デバイスを指定するときは、 -p オプションを使用します。 

[ ,< physicaldeviceX > , ... ,<physicaldeviceZ く physicaldevicelA 3,4 ふ6乂 た’. 物理デバイス番号 
>] I -^=< diskarray > } 物理デバイスは"/で区切ります。 

ディスクアレイを指定するときは、 - a オプションを指定します。 

RAID レペル RAID 10の論理ドライブを作成 く diskar 巧い’. ディスクアレイ番号 

- p =< physicaldevicel > ,< physicaldeviceZ > 

く physicaldevice3> , < physicaldevice4> 

RAID レペル RAID 50 の論理ドライブを作成 
- p =< physicaldevicel 〉 ，く physicaldevice わ, 

く physicaldevice た,く physicaldevice4> , 

く physicaldevice5> , < physicaldevice6> 

し < physicaldeviceX> ] 

- rl ={0 I 1 I 5 I 6 I 10 I 50} 


卜 cp =< c ぷ夕 a 於] 


[- ss ={ l 12 I 4 I 8 I 16 I 32 I 64 I 128 I 256 
I 512 I 1024}] 


作成する論理ドライブの RAID レペルを指定します。 

0 : RAID 0 
1 : RAID 1 

5 : RAID 5 

6 : RAID 6 
10 : RAID 10 
50 : RAID 50 

作成する論理ドライブの容量を指定します。 

< capacity > :容量(単位： GB ) 

- cp を省略すると、最大容量で論理ドライブを作成します。 

作成する論理ドライブのストライプサイズを指定します。 

1 KB , 2 KB , 4 KB , 8 KB , 16 KB , 32 KB , 64 KB , 128 KB , 256 KB , 512 KB , 1024 KB 
-SS を省略すると、 RAID コントローラの既定値を使用します。 
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コマンドパラメータ 説明 


[- cm={auto I writeback | writethru }] 作成する論理ドライブのキかジシュモードを指定します。 

auto : 自動切替 
writeback : Write Back 
writethru : Write Through 

- cm を省略すると、 RAID コントローラの既定値を使用します。 

卜 im={full I quick }] 作成する論理ドライブの初期化モードを指定します。 

full :完全モード 

quick :クイックモード 

- im を省略すると、 full を使用します。 

[- y ] 論理ドライブ作成の実行確認メッ t - ジを表示せずに、ただちに論理ドライブを作成し 

ます。 


[説明] 

論理ドライブで使用するパラメータを詳細に指定して論理ドライブを作成します。 

raidcmd は、論理ドライブを作成し、初期化を開始したら終了します。初期化の進抄状況、と結果は、 "opiist" コマンド、 
"property" コマンドで確認します。 

作成できる RAID レペル 

RAID 0 、 RAID し RAID 5 、 RAID 6 、 RAID 10 、 RAID 50 
使用できる物理デバイス 

[ Status ] (ステータス)が [ Ready ] (レディ)の物理デバイス 
全面未使用の物理デバイス 
使用できるディスクアレイ 

ディスクアレイの末端に空き領域があるディスクアレイ。作成する論理ドライブの RAID レペルは、同ーディスクアレイ上に 
すでに存在する論理ドライブと同じ RAID レペルである必要があります。 

作成するディスクアレイと論理ドライブの構成 

ディスクアレイを新規に作成する場合、指定した物理デバイスで、1つのディスクアレイ、1つの論理ドライブを作成しま 
す。 

RAID レペルが RAID 10 、 RAID 50の論理ドライブの容量 

RAID レペルが RAID 10 、 RAID 50の場合、物理デバイスの全面を使用して論理ドライブを作成します。容量は指定で 
きません。 


降件] 

動作モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 


mkids 


[概要] 

簡単なパラ; C - 夕指定で論理ドライブを作成します。 

[形式] 

raidcmd mkids -c= く controller - p = < physicaldevicel>,<physicaldevice2> 
{，く physicaldeviceX> ， … ,<physicaldeviceZ> ] - rl={l | 5} 卜 y ] 


コマンドパラメータ 説明 


- c = く controller 論理デバイスに使用する物理デバイスを接続している RAID コントローラを指定しま 

す。 

< controller > : RAID 〕ントローラ番号 

- p = く physicaldevicel > , < physicaldevice 2> 論理ドライブ作成に使用する物理デパイスを指定します。 

{,< physicaldeviceX > , ... ,< physicaldeviceZ > く physicaldevicel ,2 乂 Z > \ 物理デバイス番号 
] 物理デバイスよ"/で区切ります。 

-「1={1 I 5} 作成する論理ドライブの RAID レペルを指定します。 

1 : RAID 1 


5 : RAID 5 

[- y ] 論理ドライブ作成の実行確認メッセージを表示せずに、ただちに論理ドライブを作成し 

ます。 
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[説明] 

論理ドライブで使用する物理デバイス、 RAID レペルの2つのパラ;夕 だけで 簡単に論理ドライブを作成します。 
raidcmd は、論理ドライブを作成し、初期化を開始したら終了します。初期化の進涉状況と結果は、 "opiist" コマンド、 
"property" コマンドで確認します。 

作成できる RAID レペル 

RAID し RAID 5 
使用できる物理デバイス 

[ Status ] (ステ-タス)が [ Ready ] (レディ)の物理デバイス 
全面未使用の物理デバイス 
作成するディスクアレイと論理ドライブの構成 

指定した物理デバイスで、1つのディスクアレイ、1つの論理ドライブを作成します。 

その他のパラ;夕 

じ I 下の設定で論理ドライブを作成します。 

容量：物理デバイスの全面を使用して論理ドライブを作成します。具体的な容量は、 RAID レペルにより決まります。 
ストライプサイズ： RAID コントローラの既定値 
キャッシュ モード ： RAID コントローラの既定モード 
初期化モード：完全 


opiist 


[概要] 

RAID 〕 ン阳ーラで動作しているオペレーションの一覧と進抄状況を表示します。 

[形式] 

raidcmd opiist 

[説明] 

RAID 〕ン阳ーラで動作しているオペレーションの一覧と進抄状況を表示します。 

表示するオペレーション 

初期化、リビルド、整合性チェック 
終了したオペレーションの表示 

opiist は、実行中のオペレーシヨンのみ表示します。終了したオペレーシヨンは表示しません。 


optctrl 

[概要] 

RAID コントローラのオプションパラ;夕を設定します。 

[形式] 

raidcmd optctrl -c= く controller {- ip={high | middle | low } | - rp={high | middle | low } | - ccp = か igh | 
middle I low } | - pr={enable | disable } | - prp={high | middle | low } | - be={enable | disable } } 


コマンドパラメータ 


説明 


- c =< controher > 


処理対象の RAID コントローラを指定します。 


-ip={hiah I middle | low} 


- 「 p={high I middle I low} 


< controller > : RAID 〕ントローラ番号 
あ]期化優先度を指定します。 
high :高 
middle :中 
low :低 

リビルド優先度を指定します。 
high :高 
middle :中 
low :低 
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コマンドパラメータ 

説明 1 

- ccp={high 1 middle | low } 

整合性チェック優先度を指定します。 
high :高 
middle :中 
low :低 

- pr={enable 

1 disable } 

パトロールリードの実行有無を指定する。 
enable :有効 
disable :無効 

- prp={high 1 

middle 1 low } 

パトロールリード優先度を指定する。 
high :高 
middle :中 
low :低 

- be={enable 

1 disable } 

ブザーの有効、無効を指定する。 
enable :ち劾 
disable :無効 


[説明] 

指定した RAID コン阳ーラのオプションパラ;^-夕(初期化優先度、リビルド優先度、整合性チェック優先度、パトロールリード 
実行、パトロ-ルリ-ド優先度、わよび、ブザ-有効/無効)を設定します。 

-度に設定できるパラ;^-夕は1つです。複数のパラ;^-夕を同時に設定することはできません。 

[条件] 

動作モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 


optid 

[概要] 

論理ドライブのオプションパラメータを設定します。 

[形式] 

raidcmd optid -c=<controller> -\ 二く logicaldrive 〉 - cm={auto | writeback | writethru } 


1 コマンドパラメータ 

説明 1 

-。=く controller 

-1 =< logicaldrivo 

- cm={auto 1 writeback | writethru } 

処理対象の RAID コントローラを指定します。 

《 controller 〉 \ RAID 〕ントローラ番号 
処理対象の論理ドライブを指定します。 

< logicaldrive > :論理ドライブ番号 
キかジシユモードを指定します。 
auto :自動切替 
writeback : Write Back 
writethru : Write Through 


[説明] 

指定した論理ドライブのオプションパラメータ (キャッシュ モード)を設定します。 

[を件] 

動作モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 


property 


[概要] 

RAID コントローラ、ディスクアレイ、論理ドライブ、物理デバイスのプロパティを表示します。 

[形式] 

raidcmd property - tg = { all | rc [-c= く controller] \ da -c= く controller [-a=<cliskarray>] \ Id 
-c 二 <controller [- \=<logicaldrive>] \ pd -c=<controller> [-p 二く physicaldevice>] } 



コ 7 ンドパラメータ 

説明 1 

- tg=all 


すべての RAID システムのプロパティを表示します。 
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f コマンドパラメータ 

説明 1 

- tg=rc [- c = く controller \ 

RAID T ノトローラのプロパティを表示します。 

- c で. RAID 〕ントローラ番号を指定すると、特定の RAID 〕ントローラのプロパティを表示しま 
す。 

-C を省略すると、すべての RAID 〕ントローラのプロパティを表示します。 

《 controller 〉 \ RAID コントローラ番号 

- tg=da - c 二く controller ^ 

ディスクアレイのプロパティを表示します。 

卜 a =< diskarray >^ 

-〔で RAID コントローラ番号を指定します。 

-a でディスクアレイ番号を指定すると、特定のディスクアレイのプロパティを表示します。 

-a を省略すると、 -C で指定した RAID コントローラのすべてのディスクアレイのプロパティを表 

Al 、 しホす。 

《 controller 〉 \ RAID 〕ントローラ番号 
< diskarray > :ディスクアレイ番号 

- tg=ld - c = く controller 〉 

論理ドライブのプロパティを表示します。 

卜 1=< logicaldrive >、 

-〔で RAID 〕ントローラ番号を指定します。 

-1 で論理ドライブ番号を指定すると、特定の論理ドライブのプロパティを表示します。 

-1 を省略すると、 -C で指定した RAID 〕ントローラのすべての論理ドライブのプロパティを表示 
します。 

《 controller 〉 \ RAID コントローラ番号 
< logicaldrive > :論理ドライブ番号 

- tg=pd - c = く controller 〉 

物理デバイスのプロパティを表示します。 

二く physicaldevice >、 

-〔で RAID コントローラ番号を指定します。 

-P で物理デパイス番号を指定すると、特定の物理デパイスのプロパティを表示します。 

-P を省略すると、 -C で指定した RAID T ノトローラのすべての物理デバイスのプロパティを表 
巧しよす。 

《 controller 〉 \ RAID コントローラ番号 
< physicaldevice > :物理デバイス番号 


[説明] 

RAID コントローラ、ディスクアレイ、論理ドライブ、物理デバイスのプロパティを表示します。 

コンピュータに接続している管理対象の RAID システムすべて、もし〈は、特定の RAID コントローラ、ディスクアレイ、論理ドラ 
イブ、物理デバイスのプロパティを表示できます。 


rebuild 


[概要] 

物理デバイスをリビルドします。 

[形式] 

raidcmd rebuild - c =< controller > - p = < physicaldevice > - op ={ start | stop } 


1 コマンドパラメータ 

説明 1 

- c =< controller > 

- p = く physicaldevice > 

- op ={ start | stop } 

処理対象の RAID 〕ントローラを指定します。 

《 controller 〉 \ RAID 〕ントローラ番号 
処理対象の物理デパイスを指定します。 

< physicaldevice > :物理デバイス番号 
リビルドの開始、停止を指定します。 
start :開始 
stop :停止 


[説明] 

指定した物理デバイスでリビルドを開始します。もし〈は、指定した論理ドライブで実行中のリビルドを停止します。 

除件] 

動作モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 

リビルドの開始は、物理デバイスのにね tus ] (ステータス）が [ Failed ] (故障)、かつ、その物理デバイスを使用する論理ドライ 
ブのにね tus ] (ステータス)が [ Degraded ] (縮退)のときに実行できます。 
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rescan 




[概要] 

Universal RAID Utility の RAID システム管理情報を最新の内容に更新します。 

[形式] 

raidcmd rescan 

[説明] 

Universal RAID Utility が管理しているすべての RAID システムから収集した構成情報、状態情報をすべて収集しなわし、 
Universal RAID Utility の管理情報を最新の状態にします。 


runmode 


[概要] 

raidcmd の動作モードを変更します。 


[形式] 

raidcmd runmode [- md ={ a | s }] 


■ 〕マンドパラメ-夕 

説明 

[- md ={ a | s }] 

変更する動作モードを指定します。- md オプションを指定しない場合、現在の動作モー 
ドを表示します。 
a :アドバンストモ-ド 

S :スタンダードモード 


[説明] 

raidcmd の動作モードを変更、もし〈は、現在の動作モードを表示します。 


変更後のモードの有効期間 

動作 モー ドは、 runmode コマン ドにより動作 モー ドを変更するまで有効です。 コン ピュータを再起動しても動作 モー ドは 
変更しません。 


sbuzzer 


[概要] 

障害発生時などに鳴る RAID コントローラのブザーを停止する。 

[形式] 

raidcmd sbuzzer - c = く controller 


1 コマンドパラメータ 

説明 1 

- c = く controller 〉 

処理対象の RAID コントローラを指定します。 

< controller > : RAID コントローラ番号 


[説明] 

指定した RAID コントローラで鳴っているブザーを停止します。 

本〕マンドは、ブザーが鳴っていないときに実行しても正常終了します。 
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slotlamp 


[概要] 

物理デバイスを実装している本体装置、エンクロージャの DISK ランプを点灯、消灯します。 

[形式] 

raidcmd slotlamp - c 二 < controller - p = < physicaldevice > - sw = lon | off } 


1 コマンドパラメータ 

説明 1 

- c = く controller 〉 

- p = く physicaldevice > 

- sw ={ on | off } 

処理対象の RAID コントローラを指定します。 

< controller > : RAID コントローラ番号 
処理対象の物理デパイスを指定します。 

< physicaldevice > :物理デバイス番号 
ランプの点灯、消灯を指定します。 
on :点灯 
off : 消灯 


[説明] 

指定した物理デバイスを実装している本体装置、エンクロージャの DISK ランプを点灯、もし〈は、消灯します。 
すでに DISK ランプが点灯しているときに、 - sw=on で点灯を実行しても、 raidcmd は正常終了します。 
すでに DISK ランプが消なしているときに、 - sw=off で消灯を実行しても、 raidcmd は正常終了します。 


stspd 


[概要] 

物理デバイスを強制的にオンライン状態、故障状態に変更します。 

[形式] 

raidcmd stspd - c 二< controller - p = < physicaldevice > - st ={ online | offline } [- y ] 


コマンドパラメータ 


説明 


- c =< controller > 


処理巧象の RAID コントローラを指定します。 


- p=<phys に aldev に e > 
- st = ionline | offline } 


卜 y] 


《 controller 〉 \ RAID 〕ントローラ番号 
処理対象の物理デバイスを指定します。 

く physicaldevice > :物理デバイス番号 
変更する状態を指定します。 
online :オンライン 
offline :故障 

状態変更の実行確認メッ t - ジを表示せずに状態を変更します。 


[説明] 

指定した物理デバイスの [ Status ] (ステータス)を [ Online ] (オンライン)、もし〈は、 [ Failed ] (故障)に変更します。 

[条件] 

動作モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 
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を意事項 


Universal RAID Utility を使用する上で注意すべき点について説明します。 

動作環境 


IPv 6 のネ 1] 用について 


Universal RAID Utility は、 IPv 6 (Internet Protocol version 6) 環境では動作しません。 IPv 4 環境で使用して〈ださい。 
IPv 6 環境で RAID システムを管理するには、 RAID コントローラの BIOS ユーテイリテイを使用します。 


リモートからの操作について 


Universal RAID Utility は、プログラムをインストールしている〕ンピュータ上でのみ、 RAID システムの情報参照や操作を行 
えます。リモート環境で Universal RAID Utility を使用するには、 Windows のリモートデスクトップ機能や、市販のリモート〕 
ンソール機能を持つアプリケーシヨンを使用します。 


RAID ビューア、ログビューア 


RAID ビューア、ログむーア起動時のデジタル署名の確認について 


RAID ビユーアとログむーアはデジタル署名を署名してしけす。 .NET Framework を使用するデジタル署名を持つアブ J ケ 
-シヨンを起動すると、 .NET Framework はデジタル署名が失効していなし、かネットワークへ確認を行います。そのため、ネット 
ワークに接続していない〕ンピユータや、ネットワーク接続状況の悪い〕ンピユータの場合、 RAID ビユーア、ログむーアの起動 
まで数分待たされる可能性があります。 

待たされる時間はオペレーティングシステムやネットワーク接続状況により異なります。 

参考情報 

http://suDPOrt.microsoft.com/kb/936707/ia 
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付録 A :用語一 


Universal RAID Utility が使用する用語の一覧です。 


RAID システムに関する基本用語 


用語 

説明 

RAID システ厶 

RAID System 

コンピュータのハードディスクドライブをディスクアレイとして使用する能力を持つシステ厶です。1個 
の RAID コントローラを1つのシステ厶として取り扱います。 

RAID コントローラ 

RAID Controller 

ハードディスクドライブをディスクアレイとして使用できるコントローラです。 

物理デバイス 

Physical Device 

RAID システムで使用するデバイスです。 RAID システムでは、ノ、ードディスクドライブを指すことがほ 
とんどです。ハードディスクドライブが外のデパイスを接続できる RAID コントローラの場合は、ハー 
ドディスクドライブ外の場合もあります。 

ディスクアレイ 

Disk Array 

複数の物理デバイスこより作成した仮想ハードディスク空間です。ディスクアレイはオペレーティング 
システ厶では誘、 i 哉できません。オペレーティングシステ厶でハードディスクドライブとして認 j 哉するに 
は、ディスクアレイ上に論理ドライブを作成します。 

論理ドライブ 

Logical Drive 

ディスクアレイ上に作成した OS が認識できる仮想ノ、ードディスクドライブです。論理ドライブごとに 
RAID レペルを設定します。 

ホットスペア 

Hot Spare 

障害が発生した物理デバイスを置き換えるためにあらかじめ用意してわ〈ノ、ードディスクドライブで 
す。 

共用ホットスペア 

Global Hot Spare 

同一 RAID コントローラのすべてのディスクアレイのホットスペアとして使用できるホットスペアです。 

専用ホットスペア 

Dedicated Hot Spare 

同一 RAID コントローラの特定のディスクアレイのホットスペアとして使用できるホットスペアです。 

バッテリ 

Battery 

RAID コントローラへの通電が切れたとき、 RAID コントローラのキャッシュメモリ上の情報を維持す 
るためのバッテリです。 

キャッシュメモリ 

Cache Memory 

RAID コントローラの I/O 性能を向上させるためのキかジシュです。 

エンクロージ^ 

Enclosure 

物理デバイスを実装するスロットを備えるモジュールを指します。 

フアンユニット 

Fan Unit 

エンクロージャに搭載する;令却用ファンユニットを指します。 

電源ュニット 

Power Supply Unit 

エンクロージ W こ電源を供給する電源ユニットを指します。 

電源センサ 

Power Sensor 

エンクロージャの電源ユニットを監視するセンサを指します。 

温度 t ンサ 

Temperature Sensor 

エンクロージ^の温度を監視する温度 IT ノサを指します。 

エンクロージが旨理モジュール 
Enclosure Management Module 

エンクロージャを管理するモジュールを指します。 



108 























RAID システムの機能に関する基本用語 


1 用語 

説明 1 

オペレーション 

Operation 

リビルド、整合性チェックなど、処理の実行に時間を要するメンテナンス機能の総称として使用し 
ます。 

コンフィグレーション 

Conriguration 

RAID システムの構成を指します。 

初期化 

Initialize 

論理ドライブの全領域に0を書き込み内容を消去します。 

リビルド 

故障したハードディスクドライブのデータを、交換したハードディスクドライブに書き込み論理ドライブ 

Rebuild 

を再構築することです。 

整合性チェック 

Consistency Check 

論理ドライブを構成するノ、ードディスクドライブ上の全 t クタを読み込み、データのぺリファイ、もし〈 
はパリティチェックを行います。 

パトロ—ルリ-ド 

Patrol Read 

RAID システムのハードディスクドライブ上の全 t クタを読み込み、エラーが発生しないか確認する 
機能です。 

キかジシュモード 

Cache Mode 

RAID 〕ントローラのキかジシュメモリの書込み方式です。 

弓を制オンライン 

Make Online 

物理デバイスを手動でオンライン状態にすることを指します。 

強制オフライン 

Make Offline 

物理デバイスを手動でオフライン状態にすることを指します。 

ブザー 

Buzzer 

RAID 〕ン阳ーラに搭載するブザーを指します。障害が発生したときなど、音で通知します。 



Universal RAID UtHity に関する基本用語 


用語 

説明 1 

スタンダードモード 

Standard Mode 

Universal RAID Utility の既定動作のモードです。 

RAID システムを管理するための標準的な機能を使用できます。 

アドバンストモ-ド 

Advanced Mode 

Universal RAID Utility のメンテナンス/高機能モードです。 

このモードを使用するには、 RAID について豊富な知識が必要となります。主にメンテナンス作業 
に必要な機能や、 RAID システムを細か〈設定して構築する機能、各種パラメータの変更機能を 
使用できます。 

イージーコンフィグレーション 

Easy Configuration 

Universal RAID Utility が提供する簡単に RAID システムを構築する機能の呼称です。 RAID 〕 
ントローラごとに、論理ドライブで使用する物理デバイスの台数、論理ドライブの個数を指定する 
だけで、最適な RAID システムを自動的に構築します。 

RAID ログ 

RAID Log 

Universal RAID Utility のログのことを指します。 

OS □ヴ 

OS Log 

OS の提供するログのことを指します。 

アラート 

Alert 

RAID システムで発生した障害などの事象を外部へ通知することを指します。 

再スキヤン 

Rescan 

管理している RAID システムの情報をすべて取得し、 Universal RAID U 川 ity の管理情報を最新 
の状態に更新することを指します。 
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付録 B : ログ/イベントー 


Universal RAID Utility が RAID ログ 、 OS ログ、 ESMPRO/ServerManager へ送信するアラートの一覧です。 
[イペント ソース、アラー トタイプ] 

イベントログのイベントソース名(オペレーティングシステムが Windows の場合）： raidsrv 
アラートタイプ ： URAIDUTL 

r ログ登録 1 

R : RAID ログへ登録するイベントです。 

0 : OS のログへ登録するイベントです。 


r アラー ト通報 1 

M : ESMPRO / ServerManager へ通報するイベントです。 

A : エクスプレス通報サービスで通報するイベントです。 

( M ), ( MA ) : ESMPRO / ServerAgent ディスクアレイ監視 Ver 1.50 lil 降が存在するときは、 ESMPRO / ServerManage しエク 
スプレス通報サービスへ通報しないイペントです。 

r 説明1の[アドレス1表記 

[ アドレス]部分の表記は、イベントのカテゴリにより異なります。 


イペントのカテゴリ 

タイプ 

説明 

RAID コントローラ 
バツテリ 

1 

[ CTRL :%1( ID =%2)] 

%1: RAID コントローラの番号 
%2 : RAID 〕 ントローラの ID 

物理デバイス 

2 

[ CTRL :%1( ID =%2) PD :%3( ID =%4 ENC =%5 SLT =%6) %7%8] 

o / ol : RAID コントローラの番号 

%2 : RAID コントローラの ID 

%3 :物理デバイスの番号 

%4 :物理デバイスの ID 

%5 :物理デバイスのエンクロージが D 番号 

%6 :物理デバイスのスロットの番号 

%7 :物理デバイスの製造元/製品名 

%8 :物理デバイスのファー厶ウェアパージョン 

論理ドライブ 

3 

[ CTRL :%1( ID =%2) LD :%3( ID =%4)] 
o / ol : RAID コントローラの番号 
%2 : RAID 〕 ントローラの ID 
%3 :論理ドライブの番号 
%4 :論理ドライブの ID 

エンクロージ^ 

4 

[ CTRL :%1( ID =%2) ENC :%3] 
o / ol : RAID コントローラの番号 
%2 : RAID 〕 ントローラの ID 
%3 :エンクロージがり番号 

エンクロージャ 
電源ユニット 

5 

[ CTRL :%1( ID =%2) ENC :%3 POW :%4] 
o / ol : RAID コントローラの番号 
%2 : RAID 〕 ントローラの ID 
%3 :エンクロージャの番号 
%4 :電源ユニットの番号 

エンクロージ^ 

フアン 

6 

[ CTRL :%1( ID =%2) ENC :%3 FAN :%4] 
o / ol : RAID コントローラの番号 
%2 : RAID コントローラの ID 
%3 :エンクロージャの番号 
%4 :ファンユニットの番号 
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イベント ID 
(16 進数) 


種類 


説明 


ログ 

登録 


アラ-卜 
通報 


0201 

け0000 0 C 9) 

情報 

1アドレスタイプ1、 RAID 〕ントローラのブザーが有効 
になりました。 

R 


0202 

(400000 CA ) 

情報 

[ア A ムスタグ J ] RAID コントローラのブザーが無効 
になりました。 

R 


0203 

け00000 CB ) 

情報 

、アドレスタイプ1、 RAID 〕ントローラのリビルド優先 
度が変更されました。（値:%1) 

R 


0204 

け00000 CC ) 

情報 

[ア A ムスタグ J ] RAID コントローラの整合性チ エツ 
ク優先度が変更されました。（値：％1) 

R 


0205 

(400000 CD ) 

情報 

[アグムスタ^ J ] RAID コントローラの初期イヒ優先 
度が変更されました。（値：%1) 

R 


0206 

(400000 CE ) 

情報 

、アドレスタイプ1 、自動パトロールリード機能が有効 
になりました。 

R 


0207 

け00000 CF ) 

情報 

1アドレスタイプ1、 自動パトロ-ルリ-ド機能が無効 
になりました。 

R 


0208 

け00000 DO ) 

情報 

[ア A ム;?タグ J ] RAID コントローラのパトロールリー 
ド優先度が変更されました。（値：％1) 

R 


0209 

け00000 D 1) 

情報 

、アドレスタイプ1 、パトロールリードが開始されまし 

t 。 

R 


0210 

(400000 D 2) 

情報 

、アドレスタイプ1、 パトロールリードが完了しました。 

R 


0211 

(800000 D 3) 

警告 

1アドレスタイプ1、 RAID コントローラで警告エラーが 
発生しました。詳細：％1 

RO 

M 

0212 

( C 00000 D 4) 

異常 

1アドレスタイプ1、 RAID コントローラで致命的なエラ 
-が発生しました。詳細：％1 

RO 

MA 

0213 

(400000 D 5) 

情報 

、アドレスタイプ1 、パトロールリードが一時停止され 
ました。 

R 


0214 

(40000006) 

情報 

、アドレスタイプ1 、パトロールリードが再開されまし 

卜こ。 

R 


0215 

(40000007) 

情報 

1アドレスタイプ パトロ-ルリ-ドが実行待ちになり 
ました。 

R 


0216 

(40000008) 

情報 

、アドレスタイプ1 、パトロールリードが停止されまし 

t 。 

R 


0217 

( C 00000 D 9) 

異常 

i アドレスタイプ1、 パトロールリードが失敗しました。 

RO 

MA 
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概要 


対他方法 


備ち 


%1:変更後の値*1 
%1:変更後の値*1 
%1:変更後の値*1 

%1:変更後の値*1 


RAID コント ローラ 警告 RAID コント ローラに 問題がないか確認、して〈ださい。%1:詳細•晴幸 B 
もし、何らかの問題が繰り返し発生するならば、 

RAID 〕ントローラを交換して〈ださい。 

RAID コントローラ致命的 RAID コントローラを交換して〈ださい。 %1:言羊細•情幸 B 

ェラー 


パトロールリード失敗 パトロールリード実行有無の設定を、一旦[無効] 

にしてから[有测にし、パトロールリードを巧実行し 
て〈ださい。再実行してもパトロールリードが失敗する 
場合、 RAID システ厶になんらかの問題があります。 
問題の原因を取り除き、パトロールリードを再実行し 
て〈ださい。 





イベント ID 
(16 進数) 


種類 


説明 


ログ 

登録 


アラ-卜 
通報 


0301 

(4000012 D ) 

情報 

、アドレスタイプ2 、物理デバイスのステータスはオンラ 
インです。 

RO 

( M ) 

0302 

(4000012 E ) 

情報 

、アドレスタイプ2 、物理デバイスのステータスはレディ 
です。 

RO 

( M ) 

0303 

(4000012 F ) 

情報 

1アドレスタイプ2 、物理デバイスのステータスはホット 
スペアです。 

RO 

( M ) 

0304 

( C 0000130) 

異常 

1アドレスタイプ2 、物理デバイスのステータスは故障 
です。 

RO 

( MA ) 

0305 

警告 

i アドレスタイプ2、 S . M . A . R . T . エラーを検出しました。 

RO 

( MA ) 

(80000131) 

0306 

情報 

1アドレスタイプ2、 リビルドが開始されました。 

RO 

MA 

(4000132) 

0307 

情報 

1アドレスタイプ2、 リビルドが完了しました。 

RO 

MA 

(40000133) 

0308 

異常 

1アドレスタイプ2、 リビルドが失敗しました。 

RO 

MA 

( C 0000134) 

0309 

情報 

1アドレスタイプ2、 リビルドが停止されました。 

RO 

MA 

(40000135) 

0311 

情報 

1アドレスタイプ2、 物理デパイスが接続されました。 

RO 

M 

(40000137) 

0312 

(40000138) 

情報 

、アドレスタイプ2 、物理デバイスが取り外されまし 

t 。 

RO 

M 

0313 

(40000139) 

情報 

、アドレスタイプ2 、共用ホットスペアが作成されまし 

t 。 

R 


0314 

(4000013 A ) 

情報 

1アドレスタイプ2 、専用ホットスペアが作成されまし 

t 。 

R 


0315 

(4000013 B ) 

情報 

1アドレスタイプ2 、共用ホッにペアが解除されまし 

t 。 

R 


0316 

け000013 C ) 

情報 

、アドレスタイプ2 、専用ホットスペアが解除されまし 
手こ。 

R 


0317 

(8000013 D ) 

警告 

1アドレスタイプ2 、物理デバイスで警告エラーが発 
生しました。詳細：％1 

RO 

M 

0318 

( C 000013 E ) 

異常 

1アドレスタイプ2 、物理デバイスで致命的なエラーが 
発生しました。詳細：％1 

RO 

MA 

0319 

(4000013 F ) 

情報 

1アドレスタイプ2 、物理デバイスでメディアエラーを検 
出、修復しました。％1 

RO 

MA 

0320 

( C 0000140) 

異常 

、アドレスタイプ2 、物理デバイスでメディアエラーを検 
出しましたが、修復できませんでした。％1 

RO 

MA 
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概要 


対処方法 


備考 


物理デバイスオンライン 

なし 

物理デバイスレディ 

なし 

物理デバイスホットスペア 

なし 

物理デバイス故障 

物理デバイスを交換して〈ださい。 

S . M . A . R . T . エラー 

物理デバイスを交換して〈ださい。 

リビルド開始 

なし 

リビルド完了 

なし 

リビルド失敗 

物理デバイスを交換して〈ださい。 

リビルド停止 

なし 

物理デバイス接続 

なし 

物理デバイス取り外し 

なし 


物理デバイス警告 物理デバイスに問題がないか確認して〈ださい。何ら 

かの問題が繰り返し発生するならば、物理デバイス 
を交換してください。 

物理デパイス致命的エラ物理デパイスを交換して〈ださい。 

物理デバイスメディアエラ同じ物理デバイスで多数のエラーが通知された場合 
-( 修復済） は、物理デバイスを交換して〈ださい。 

物理デバイスメディアエラ同じ物理デバイスで多数のエラーが通知された場合 
-( 修復無） は、物理デバイスを交換して〈ださい。 


%1:詳細情報 


%1:詳細情報 

%1:論理ブロックアドレ 
ス 

%1:論理ブロックアドレ 
ス 





イベント ID 
(16 進数) 


種類 


説明 


ログ 

登録 


0321 

情報 

1アドレスタイプ2、 リビルドが一時停止されました。 

R 

(40000141) 

0322 

情報 

{アドレスタイプ2、 リビルドが再開されました。 

R 

(40000142) 

0323 

情報 

{アドレスタイプ2、 リビルドが実行待ちになりました。 

R 

(40000143) 

0324 

(80000144) 

警告 

i アドレスタイプ2 、物理デバイスでメディアエラーを検 
出しました。％1 

RO 

0401 

(40000191) 

情報 

1アドレスタイプ3 、論理ドライブのステータスはオンラ 
インです。 

RO 

0402 

(80000192) 

警告 

1アドレスタイプ3 、論理ドライブのステータスは縮退 
です。 

RO 

0403 

( C 0000193) 

異常 

1アドレスタイプ3 、論理ドライブのステータスはオフラ 
インです。 

RO 

0404 

情報 

1アドレスタイプ3、 初期化が開始されました。 

R 

(40000194) 

0405 

情報 

1アドレスタイプ3、 初期化が完了しました。 

R 

(40000195) 

0406 

異常 

1アドレスタイプ3、 初期化が失敗しました。 

RO 

( C 0000196) 

0407 

情報 

1アドレスタイプ3、 初期化が停止されました。 

R 

(400000197) 

0409 

(40000199) 

情報 

、アドレスタイプ3 、整合性チェックが開始されまし 

t 。 

R 

0410 

情報 

1アドレスタイプ3、 整合性チェックが完了しました。 

R 

(4000019 A ) 

0411 

異常 

、アドレスタイプ3、 整合性チェックが失敗しました。 

RO 

( C 000019 B ) 

0412 

(4000019 C ) 

情報 

1アドレスタイプ3 、整合性チェックが停止されまし 
午こ。 

R 


アラ-卜 
通報 


概要 


対処方法 


備考 


MA 

( M ) 

( MA ) 


( MA ) 


物理デバイスメディアエラ同じ物理デバイスで多数の エラーが 通知された場合％1 
一検出 は、物理デバイスを交換して〈ださい。 ス 

論理ドライブオンライン なし 


論理ドライブ縮退 


論理ドライブオフライン 


ホットスペアを用意していれば自動的にリビルドを実 
行します。ホッにペアを用意していなければ、故障し 
た物理デバイスを交換して〈ださい。交換後、リビルド 
して〈ださい。 

故障した物理デパイスを交換して〈ださい。交換後、 
論理ドライブを作成しなわし、バックアップからデータを 
復旧して〈ださい。 


MA 初期化失敗 初期化を再実行してみて〈ださい。再実行しても失 

敗するようであれば、 RAID システ厶に何らかの障害 
があります。 RAID システムの障害を対処して〈ださ 
い。 


MA 整合性チェック失敗 整合性チェックを再実行してみて〈ださい。再実行し 

ても失敗するようであれば、 RAID システムに何らかの 
障害があります。 RAID システ厶の障害を対処して〈 
ださい。 


論理ブロックアル 
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イベント ID 
(16 進数) 


種類 


説明 


ログ 

登録 


0413 

( C 000019 D ) 

異常 

、アドレスタイプ3、 整合性チェックで論理ドライブの 
データ不整合エラーを検出、修復しました。 

RO 

0415 

情報 

、アドレスタイプ3、 論理ドライブが作成されました。 

R 

(4000019 F ) 

0416 

情報 

、アドレスタイプ3、 論理ドライブが削除されました。 

R 

け00001 A 0) 

0417 

け00001 A 1) 

情報 

1アドレスタイプ3、 論理ドライブのキか：/シュモードが 
変更されました。（値：%1) 

RO 

0418 

(400001 A 2) 

情報 

1アドレスタイプ3、 バックグラウンド初期化が開始さ 
れました。 

R 

0419 

(400001 A 3) 

情報 

i アドレスタイプ3、 バックグラウンド初期化が完了し 
ました。 

R 

0420 

(800001 A 4) 

警告 

i アドレスタイプ3、 バックグラウンド初期化が失敗し 
ました。 

RO 

0421 

(400001 A 5) 

情報 

i アドレスタイプ3、 バックグラウンド初期化を停止し 
ました。 

R 

0422 

( C 00001 A 6) 

異常 

、アドレスタイプ3、 論理ドライブでエラーを検出しまし 
たが、修復できませんでした。 

RO 

0423 

(400001 A 7) 

情報 

1アドレスタイプ3、 論理ドライブでエラーを検出、修 
復しました。 

RO 

0424 

(800001 A 8) 

警告 

1アドレスタイプ3、 論理ドライブで警告エラーが発生 
しました。詳細：％1 

RO 

0425 

( C 00001 A 9) 

異常 

1アドレスタイプ3、 論理ドライブで致命的なエラーが 
発生しました。詳細：％1 

RO 

0426 

情報 

1アドレスタイプ3、 初期化が一時停止されました。 

R 

(400001 AA ) 

0427 

情報 

{アドレスタイプ3、 初期化が再開されました。 

R 

(400001 AB ) 


アラ-卜 
通報 


概要 


対処方法 


備考 


MA データ不整合エラー修復システムの負荷が低いときに整合性チ I ックを再度実 

施して〈ださい。2回目の整合性チェックでこのイペン 
卜が登録されなければ問題はありません。2回目の 
整合性チ I ックでもこのイペントが登録される場合 
は、物理デバイスを交換して〈ださい。交換する物理 
デバイスを特定するには 、 collect ログを採取して調 
査を依頼して〈ださい。物理デバイスを交換したら、 
バックアップからデータを復旧して〈ださい。 


M キャッシュモード変更 なし ％1:変更後の値"^ 


MA ネ刀期化 ( BGI ) 失敗 RAID システムに何らかの障害があります。 RAID シス 

テムの障害を対処して〈だ吉い。 


MA 


MA 


M 

MA 


論理ドライブ修復不可 
肯なラ- 

論理ドライブ修復済エラ 

論理ドライブ警告 
論理ドライブ致命的エラ 


物理デバイスを交換して〈ださい。交換する物理デバ 
イスを特定するには 、 collect ログを採取して調査を 
依頼して〈ださい。物理デパイスを交換したら、論理 
ドライブを作成しなわし、バックアップからデータを復旧 
して〈ださい。 

物理デバイスを予防交換して〈ださい。交換する物 
理デバイスを特定するには 、 collect ログを採取して 
調査を依頼して〈ださい。物理デバイスを交換した 
ら、パックアップからデータを復旧して〈ださい。 

RAID コントローラ、物理デバイスに問題がある可能 
性があります 。 collect ログを採取して調査を依頼し 
て〈ださい。 

RAID コントローラ、物理デバイスに問題がある可能 
性があります 。 collect ログを採取して調査を依頼し 
て〈ださい。 


%1:詳細情報 
%1:詳細情報 
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イベント ID 
(16 進数 ) 


種類 


説明 


ログ 

登録 


0428 

情報 

、アドレスタイプ3、 

け 00001 AC) 

0429 

情報 

1アドレスタイプ3、 

(400001AD) 


した。 

0430 

情報 

、アドレスタイプ3、 

(400001AE) 


t 。 

0431 

情報 

1アドレスタイプ3、 

(400001AF) 


ました。 

0432 

情報 

1アドレスタイプ3、 

(40000180) 


止されました。 

0433 

情報 

、アドレスタイプ3、 

(40000181) 


れました。 

0434 

情報 

、アドレスタイプ3、 

(400001B2) 


ちになりました。 

0501 

情報 

{アドレスタイプ1、 

(400001F5) 

0502 

警告 

1アドレスタイプ1、 

(800001F6) 

0503 

情報 

、アドレスタイプ1、 

(400001F7) 

0504 

情報 

1アドレスタイプ1、 

(400001F8) 

0505 

警告 

1アドレスタイプ1、 

(800001F9) 

0506 

警告 

i アドレスタイプ1、 

(800001FA) 

0507 

敬 化 
言 口 

1アドレスタイプ1、 

(800001FB) 


しました。 

0508 

敬 生 
言 口 

1アドレスタイプ1、 

(800001FC) 

509 

情報 

1アドレスタイプ1、 

(400001FD) 

0601 

敬 化 
言 口 

、アドレスタイプ4、 

(80000259) 


生しました。 

0602 

異常 

i アドレスタイプ4、 

(C000025A) 


が発生しました。 


初期化が実行待ちになりました。 R 

整合性チェックが一時停止されま R 

整合性チェックが再開されまし R 

整合性チェックが実行待ちになり R 

バックグラウンド初期化が一時停 R 

バックグラウンド初期化が再開さ R 

バックグラウンド初期化が実行待 R 

バッテリが検出されました。 R 

バッテリが取り外されました。 R0 

バッテリが交換されました。 R 

バッテリの温度は正常です。 R 

パッテリの温度が高〈なりました。 R0 

バッテリの電圧が低〈なりました。 R0 

バッテリで致命的なエラーが発生 R0 

バッテリの状態が不安定です。 R0 

パッテリの電圧は正常です。 R0 

エンクロージ^で警告エラーが発 R0 

エン クロー ジャで致命的な エラー R0 


アラ-卜 
通報 


概要 


対処方法 


備考 


MA パッテリ取り外し バッテリに問題がないか確認して〈ださい。何らかの問 

題が繰り返し発生するならば、バッテリを交換して〈だ 
さい。 


M バッテリ温度警告 

M バッテリ電圧警告 

MA バッテリ致命的 ェ ラー 


バッテリに問題がないか確認して〈ださい。 何らかの問 
題が繰り返し発生するならば、バッテリを交換して〈だ 
さい。 

パッテリに問題がないか確認して〈ださい。何らかの問 
題が繰り返し発生するならば、バッテリを交換して〈だ 
さい。 

バッテリを交換して〈ださい。 


M 

M 

MA 


バッテリ電圧正常 


なし 


エンクロージャ警告 エンクロージ W こ問題がないか確認、して〈ださい。イ巧ら 

かの問題が繰り返し発生するならば、エンクロージャ 
の問題を対処して〈ださい。 

エンクロージャ致命的エラエンクロージャに問題がないか確認、して〈ださい。イ巧ら 
- かの問題が繰り返し発生するならば、エンクロージ^ 

の問題を対処して〈ださい。 
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イベント ID 
(16 進数) 


種類 


説明 


ログ 

登録 


アラ-卜 
通報 


0603 

(8000025 B ) 

警告 

i アドレスタイプ4、 エンクローン V の温度が警告レべ 
ルになりました。 

RO 

M 

0604 

( C 000025 C ) 

異常 

i アドレスタイプ4、 エンクロージャの温度が異常レべ 
ルになりました。 

RO 

MA 

0605 

(8000025 D ) 

警告 

、アドレスタイプ5、 エンクローン V の電源ユニットでエ 
ラ-が発生しました。 

RO 

MA 

0606 

(8000025 E ) 

警告 

、アドレスタイプ6、 エンクロージが D フアンユニットでエ 
ラーが発生しました。 

RO 

MA 

607 

(4000025 F ) 

情報 

、アドレスタイプ4、 エンクロージャの温度が正常レべ 
ルになりました。 

RO 

MA 

0701 

(400002 BD ) 

情報 

、アドレスタイプ1、 コンフイグレーシヨンがクリアされま 
した。 

RO 

M 

0702 

(400002 BE ) 

情報 

ソフトウェア名コンフイグレーシヨン情報（改行） 

RAID システム数分レ:1下を登録 

0 



[ CTRL :%1( ID =%2)] 製造元製品名フ了ームウ 
ェアリビジョン 

[ LD :%3 riD =%4)] Rkl ひ . RAID レベル PD : A ； K,Z 
( LD 個数分） STS : が屋奪 

[ PD :%5( ID =%6 ENC =%7 SLT =%8)] 製造元/ 
製品名ファ-ムウエアリビジョン巧シ.状態 

%1: RAID コント ローラの番号 

%2 : RAID コントローラの ID 

%3 :論理ドライブの番号 

%4 :論理ドライブの ID 

%5 :物理デバイスの番号 

%6 :物理デバイスのの 

%7 :物理デバイスのエンクローン V の番号 

%8 :物理デバイスのスロットの番号 


*1 : RAID 〕 ントローラの種類によつ " C は、本情報はログ内容に含まないことがあります。 


概要 


対処方法 


備考 


エンクロージ^温度警告 

エンクロージ^温度異常 

エンクロージが電源、異常 

エンクロージ^フアン異常 

エンクロージ^温度正常 
コンフイグレーシヨンクリア 


エンクロージ^のフアンに問題がないか確認して〈ださ 
い。何らかの問題があれば、その問題を対処して〈だ 
さい。 

エンクロージャのフアンに問題がないか確認して〈ださ 
い。何らかの問題があれば、その問題を対処して〈だ 
さい。 

エンクロージが D 電源ユニットに問題がないか確認し 
て〈ださい。何らかの問題があれば、その問題を対処 
して〈ださい。 

エンクロージ^のフアンに問題がないか確認して〈ださ 
い。何らかの問題があれば、その問題を対処して〈だ 
さい。 

なし 


なし 


斜体部分にそれぞれのパ 
ラメータを表示します。 
KY , 之'' 論理ドライブを 
構成する物理デパイスの 
番号 

PD の STS は、デバイスタ 
イプが HDD と 
HDDfSSD )!^ 外の場合 
は含みません。 






